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　――かつて全てのAnd the whole大地においてearth was of one言語と話法はlanguage and一つであった。of one speech.




　人々は東に旅し、And it came to pass,やがてシナルのas they journeyed east, that地に平野を得て、they found a plain in the land そこに住んだ。of Shinar; and they dwelt there.




　彼らは互いに言った、And they said one to another,「さあ、れんがを造って、Come, let us make brick,よく焼き固めよう」and burn them thoroughly.こうして彼らは石の代わりに、And they had brickれんがを得、for stone,しっくいの代わりに、and slime had they歴青をfor得た。mortar.




　また彼等は言った、And they said,「さあ、街を造り塔を建て、Come, let us build us a city,その頂を天にand a tower, whose top届かせよう。may reach unto heaven,大いに我々のand let us make名を揚げ、us a name;地の全てに散らされるlest we be scattered abroadことのないupon the faceようにしよう」of the whole earth.




　エホバは人の子達の造りし街とAnd Jehovah came down to see the city and the tower,塔を見る為にwhich the children下られた。of men builded.




　エホバは言われた、And Jehovah said, 「見よ、彼等は一つの民であり、Behold, they are one people,皆同じ言葉である。and they have all one language;その結果、and this isこのようなことを彼等は始めた。what they begin to do:今や如何なるand nowことでnothingあろうwillとも、be彼らがそれと望めば、withholden from them,叶わぬことはないであろう」which they purpose to do.




「いざ、我々は下って行って、Come, let us go down, and thereあすこで彼らのconfound their言葉を乱し、language, that互いに言葉がthey may not通わぬようにしよう」understand one another's speech.




　エホバが彼等を全てのSo Jehovah scattered them大地のおもてに散らされ、abroad from thence upon the face彼等は街を造ることより of all the earth: and they left off離れて行った。building the city.




　これによりて、Therefore wasその町の名はthe name ofバベルと呼ばれた。it called Babel;エホバがそこでbecause Jehovah did全ての大地のthere confound言葉をthe乱されたlanguage ofからである。all the earth:主はそこから彼らをand from thence did Jehovah全ての大地のscatter them abroadおもてにupon the face散らされた。of all the earth.







（旧約聖書・創世記11章より）













第一章　世界を統べるもの







　現場は惨さん憺たんたる様相を呈していた。

　アメリカ合衆国は国際戦略史上――良くも悪くも『綺麗な』国だ。

　内戦を経験したことはあっても、他国から侵略を受けて本土上陸を許したことは一度もない。

　一部のテロリズムに対するのを除けば、その圧倒的な軍事力が自国の領内で使われた経験がないのである。口悪い者達に言わせれば、それはつまり『まだ犯やられたことのない処女バージン』であり、だからこそ、その初体験における衝撃は並ならぬものがあった。

　即ち……『恐怖の大王』を名乗る謎なぞの存在による領土への侵入。

　堂々と真正面から行われたそれは、アメリカ全土を驚きよう愕がくさせた。

　同時に――

「見ろよ。ひでえもんだぜ」

　報道カメラマンが、瓦が礫れきの山の傍そばでしゃがみ込む。

　彼が軍手に包まれた指でつまみ上げたのは、小さな縫いぐるみだった。

　いかにも、幼い少女が大事に抱き締めていそうな――そんな愛らしい×印口をしたウサギのそれは、しかし、無む惨ざんにも胴体部分から引き裂かれていた。家屋を丸ごと倒壊させる程の破壊力が吹き荒れた結果である。むしろそれとわかる形が残っていただけでも奇跡に近いだろう。

　持ち主がどうなったのかは――わからない。

「悪魔め……」

　報道関係者の一人が手にした携帯型ノートパソコンの画面を眺めながら言った。

「『恐怖の大王』を名乗ってるってな」

　二十世紀最後の年――既に電話回線を利用したネットワーク構築は、パソコンにとって当たり前のことになっている。更に多少の通信費用がかかっても情報の速度を優先する、というような現場では、携帯電話に専用の変換器を取り付けてノートパソコンを出先でも使うという方法が当然の如ごとくとられるようになっていた。

　現に、今この場にいる報道関係者のほとんどが小型の携帯端末を手にしているか――さもなくば鞄かばんの中に入れて持ち歩いている。既に彼等にとって、コンピュータ類と情報通信システムは仕事上必須の道具ツールと化しつつあった。まだ『モバイル』という言葉は使われ始めたばかりであったが。

「『恐怖の大王』ね」

「ノストラダムスか」

「真面目に信じている奴も結構いたが……まさかこんな形でやってくるとはな」

　他の報道関係者達も口々にそんなことを言う。

「政府は何と？」

「公式発表はまだ。三時頃にホワイトハウスで記者会見が開かれるそうだが」

「しかし、一体ありゃ何なんだ。俺には生き物に見えたが」

　報道関係者の一人が、瓦礫の一つを拾い上げながら言った。

　恐らくは爆発の高熱に晒さらされたのだろう、窓まど硝子ガラスであったろうそれは、大きく溶けて歪んで、何だかわからない形状に――現代美術のオブジェじみた形になっていた。

「わからんな。何ど処こかの国の生物兵器なんて話もあったが……」

　答える別の報道関係者は、途方に暮れた表情を示していた。

「生物兵器なんてな精々微生物とか――あるいは軍用犬の訓練とかそんな段階だろう？」

「アメリカうちはな」

「馬鹿な。ソ連――いやロシアも中国もそんな技術はないだろう。あるいは日本か？」

「『リメンバー・ヒロシマ』ってか。第二の真しん珠じゆ湾わんか？」

「一応、戦後は友好国だぞ」

「腹の底じゃ何考えてるかわかるもんか」

　好き勝手なことを言いながら、瓦礫の山と化した街を歩く報道関係者達。

「いずれにせよ、あれは真っ当じゃない」

　誰かが忌いま々いましげに言った。

「あれは世界を滅ぼすぞ。恐らくあの怪物共はそのつもりだ」

「世界の指導者たるアメリカを、真っ直ぐ狙ってきたってのはそういうことだろうな」

「まだ指揮官――あの若い東洋人は見つかってないんだよな」

「陸軍の連中が血ち眼まなこで捜し回ってるがな……」

　報道関係者達は背後を振り返る。

　最も被害の大きかったこの辺りと異なり――一キロも内陸部に入れば、尋常の街並みを保っている場所は多い。上陸の水際で叩こうとして果たせなかったのは事実なのだが、それでもまだ、ポトマック湾に隣接した小さな町一つでことが済んだのは、幸いだったのかもしれない……と彼等は思っていた。

　この時点で、アメリカの一般大衆はまだ『敵』が誰なのかすら知らない。

　即ち――三匹の巨大な怪物を率いてアメリカ本土に侵略を開始した、その謎の東洋人について。直接事態の収拾に臨のぞんだ合衆国首脳部や軍部ですらも、正確なところは何もわかっていないのだから、これは当然である。

　そう。人間は、事態がよくわからなくても戦える。

　いや……何もわからないままでだって、戦闘は可能なのだ。

『ここに敵がいるぞ』と告げられれば、それに銃口を向けて引き金を引けば良い。

　だから――




　　　　　●




『御覧下さい。この惨さん状じようを』

　画面の中で深刻そうな表情を浮かべ、若い男性リポーターがそう言った。

　彼の背後には爆弾でも炸さく裂れつしたかのように、基礎を残して大半が吹っ飛ばされた家屋の残ざん骸がいや、焼け焦げた街灯、ひん曲がった交通標識、未いまだ水を吐き続ける消火栓、といった諸々が映り、行使された破壊力の強大さを物語っている。

　時折、銃を抱えた陸軍の兵士が行き来する姿も映り、未だ現場は緊迫感に包まれているのだということもわかる。

『未だ政府からの公式発表はありませんが、これは、どうやら三匹の巨大な「怪物」を率いて上陸した、何者かの仕業である、とのことです』

　若い男性リポーターは続いて何処かに頷うなずいて見せる。

　すると画面は切り替わり、浅黒く陽に焼けた老人を映し出した。見るからに頑固そうな四角い顔は、典型的な『旧き良きアメリカ風』の労働者といった面持ちである。画面の下には『ジョージ・サットン（67／漁師）』とテロップが添えられていた。

『そしたら、おめえ――いきなりよ、海が盛り上がって、でけえ怪物が！』

　差し出されたマイクに向けてジョージはやや興奮気味に語っていた。

『それを率いていたのは若い東洋人であるとのことですが』

　画面の外からマイクを持つ誰かが問う。

『おう。中途半端に長ぇ髪の、若い男だ。いきなり水の中から出てきたかと思うと、「ここはチェサピーク湾か？」なんて間の抜けたことを尋たずねてきてな。案外――』

　そこで音声は消音ミユートされ、テロップで『問題の人物に遭遇した際の恐怖を語るジョージ・サットン（67／漁師）氏』と補足が入る。画面の中ではジョージがまだ喋っているが、その声は流れてはこなかった。

　画面が更に切り替わり、何ど処こかのスタジオの映像が映し出される。

『どうやら中継に何か問題が生じているようです。現場から音声が来ていませんね』

『無理もありません。前代未聞の出来事で現場は混乱中でしょうし』

『恐ろしいですね。謎の東洋人ですか。長い髪で、水の中から現れて――』

『まるで幽霊ゴーストみたいです』

　……………

　スタジオにいる男女二名のアナウンサーは口々にその『謎の東洋人』についての恐怖を語る。元よりハリウッド映画等で『怪しい登場人物』の典型として用いられるだけに、『謎の東洋人』という表現は、視聴者の感覚にも馴染み易い。一般視聴者の脳裏には恐らく日本人とも中国人とも韓国人ともつかないような、奇妙な民族衣装に身を包み、引き攣つるような声で不気味に笑う、奇っ怪な人物像が描かれていることだろう。

　まあ――実際に衣装は奇妙なのだが。

「…………」

　アメリカ国防総省・戦略／戦術情報分析室所属・特務情報武官。

　その物々しい肩書きに反して、外見は眼鏡を掛けた若い娘であるところの、クラリッサ・シノノメ・エインワーズは――眉を顰ひそめて背後を振り返った。

　彼女の家のベッドに身を横たえている『謎の東洋人』を。

　即ち――

「佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう」

　クラリッサは未だほとんどの者が知らぬ、その『謎の東洋人』の名を呼んだ。

「はいよ」

　と若干気怠げに――しかし十年近くを経過してもまったくと言って良いくらいに変わらぬ、若々しい声でその青年は応じてきた。

　確かにジョージ某の証言通り、その黒髪は長い。そして黒を基調としたその服装も、身体に幾いく重えにもベルトが巻き付くかのような、奇妙な意匠デザインのものである。胸に付けられている変形の十字架は一体何の冗談なのだろうか。いずれにせよ普通の格好でないことは確かだった。

　顔立ちは端たん整せい――なのだが。

　何処か重要な部分の螺ね子じが抜けているかのような、『完全』に半歩届かないかのような印象がある。では何処が不完全なのかと問われれば、クラリッサも言葉に詰まるのだが。あるいはそれは彼の言動によるものであって、容姿そのものが原因ではないのかもしれない。

「どういうこと？」

「どういうことって言われてもなあ」

　榮太郎は苦笑を浮かべる。

　アメリカ全土を恐怖に叩き込む謎の侵略者――と言うにはあまりに軽いというか、その言動には悲壮感も真剣味も足りない。むしろ恋人に浮気を疑われて困っているかのような、そんな風情である。

「十年前……貴方あなたは、私を、救ってくれた」

　クラリッサは嚙かんで含めるように――むしろ自分に言い聞かせるように言った。

　あるいは彼女自身が信じたかったのだろう……この榮太郎が『敵』ではないのだと。

　祖母が日本人で――日本に留学経験のある彼女は、当時、この奇妙な若者と出会っている。周囲に馴染めず孤立していた少女に『魔法』を掛け、その人生を大きく変える転機となった人物、自称『通りすがりの魔法使い〝Ａ〟』――彼のことを忘れたことは一日たりとてない。それを『恋』と呼んで良いのかどうかはさておき、クラリッサにとって『忘れ得ぬ男性』といえば、この『魔法使い〝Ａ〟』こと佐久間榮太郎のみだった。

　もっともその『本名』はつい先程、知ったばかりだが。

「あの恩人がこんな酷いことをするなんて」

「酷いこと……」

　榮太郎はふと物思いに耽ふけるような表情で言った。

「そうか。そんなに気にしていたのか」

「――え？」

「いや。確かにちょっとまずいかなとは思ったのだが」

「ちょっとまずいって……ちょっととか、そういう次元の話ではないでしょう？」

「そうなのか？」

　今初めて気付いたかのように眼を丸くして榮太郎は言った。

「そうなのかって。何を考えているの!?」

「いや。でもなあ。やっぱりこう……つい、な。役得というか何というか」

「……役得？」

「女の子のベッドに寝かされれば、匂いの一つもかいでしまうのは男の性さがというか」

「…………」

　クラリッサは机の上に置いてあったコルト〈オフィサーズ〉ＡＣＰ自動拳銃を――官給品ではなく元々自衛用に持っている代物だ――手にとって遊底スライドを引いた。いかにも『弾を込めてます』『今すぐお前を撃つぞ』と言わんばかりの金属音が鳴る。さすがにいきなり問答無用で銃口を向ける程に、クラリッサも感情的ではないが。

「鉛玉って魔法使いに利くの？」

「待て待て待て待て」

　榮太郎は片手を振って言った。

「そこまで怒ることか!?　寝かせたのはそっちだろ!?」

「違うわよ！　ふざけないで！」

　クラリッサはとりあえず〈オフィサーズ〉に安全装置をかけて再び机の上に戻した。この期に及んでも、何処かふざけた言動の抜けないこの男と会話していると、思わず撃ってしまいかねないと思ったからだ。

「私は本気で心配して悩んだんだから！」

「むむ？」

「だから！」

　クラリッサは未だ『謎の東洋人』事件について報道しているテレビを指さして叫んだ。

「これよ！　どういうことなの!?」

「どういうことって言われてもな」

「沢山の、人を……」

　殺しておいて。

　その一言を口にするのを躊躇ためらったのは――榮太郎に肯定されるのが怖かったのかもしれない。心の何処かで彼女は榮太郎が人など殺していない、あの『通りすがりの魔法使い〝Ａ〟』はそんな酷い人間ではないと信じたかったのだろう。

　だが――

「ふ……」

　ベッドの上で身を起こしながら榮太郎は口の端に笑みを浮かべた。

　引き攣りのようなそれは、やがて染みが広がるように彼の顔を覆い尽くしていく。

「ふふふふ……ふふ……ふははははは……」

　その表情はまるで悪魔の如く邪悪で。

　クラリッサのわずかな信頼をも真っ向から打ち砕く程の――

「ははははは！　は！　はは！　ははははははははッ！」

　溢れ出るかのような笑い声が、表情を引き攣らせるクラリッサに浴びせかけられる。

「お前達は俺の敵ではないっ！」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんそのものの口調で言う榮太郎。

　そして――

「……って言ったんだがなあ」

「…………はい？」

　思わずその場で斜めに傾きかけるクラリッサ。

　榮太郎は人差し指で頰ほおを掻かきながら続けて言った。

「最初にな。『お前達なんぞ俺の敵ではないからすっこんでろ』って丁寧にお願いしたんだけどなあ。てんで聞いちゃくれなくてな。なんつうか――もう少し人の話を聞こうぜアメリカ人」

「…………」

　クラリッサはただ絶句。

　一体何を考えているのか、この男は。

　というか……

「た、沢山の人を……人が、死んで……」

「沢山の人？」

「第二艦隊とか……」

　確かにクラリッサ達は映像越しにこの男が第二艦隊に壊滅的な打撃を与えるのを見ている。直接、誰かを引き裂いたりする場面があった訳ではないが――あの騒ぎで死者が出ていないということはなかろう。

　しかし――

「いやいや。俺は殺してないぞ？」

「殺してないって……でも」

　クラリッサが覚えているだけでもＦ／Ａ‐18〈ホーネット〉の操縦士達は榮太郎の放った攻撃によって消滅している。確かにあれは、血も出なければ遺体も残らないような状態だったが――だからといって『殺していない』とは言えないのではないか。

「邪魔だから除のけただけで」

「除けたって」

「だから……」

　榮太郎はそこできょろきょろと周りを見回す。

　何かを探しているような仕草だが――

「まあこれでいいか」

　そう呟つぶやくと、彼は懐ふところから一枚の札カードを取り出した。

　大きさは掌てのひらより少しはみ出る程度――札と言っても単純な長方形ではなく、何やら複雑な形状をしている。これをまるで指先で押し出すように放つと……札は見えない平面の上を滑っていくかのように移動、やがて壁際に置かれていた26インチのテレビにぺたりと貼り付いた。

「何を……？」

　クラリッサはまったく意味がわからない。

　だが――

「開け、『門ポータル』よ」

　それはあるいは呪文だったのだろうか。

　次の瞬間、リモコンを触った訳でもないのに――勿論、本体にもだ――テレビの画面がいきなり切り替わった。

　番組が変わった訳ではない。

　勿論、先程から繰り返し放送されていた報道番組は消えたが、それよりも画面が……画面そのものが別の何かに変質したのだと、クラリッサの感覚が訴えていた。試しに眼鏡を少しずらして見てみると、そのテレビは炎上するかのように紅い魔力を纏まとっている。

　そして――

「ぷはっ！」

　あろうことか。

　いきなりそのテレビの画面から少女が一人――生えた。

　上半身だけ。

「な……なにっ!?」

　思わず再び〈オフィサーズ〉に手を伸ばすクラリッサ。

　あり得ない。テレビはテレビであってそれ以上でもそれ以下でもないはずだ。

　なのに画面の中から――まるで画面の向こう側が小さな洞どう穴けつにでもなっているかのように――ずるりと身体を引っ張り出して少女が現れたのだ。少女は小柄だが、勿論、テレビの中に全身隠れられるはずもなし――何よりそんな仕掛けはクラリッサの家のテレビにはないはずだった。

「ううっ……」

　まるである種の飾り物のように、上半身だけテレビの画面からにゅっと突き出しながら、少女は唸うなるように言った。

「本当……酷い人に召しよう喚かんされちゃったなー」

「よ。ガルム」

　ベッドの上で榮太郎が片手を挙げる。

　それでクラリッサは、ようやく気付いた。

『ガルム』――映像分析で彼が度々口にしていると確認されている単語。どうやらそれが彼の傍かたわらに寄り添い、近この衛え兵へいのようにその身辺警護をしていた半獣人ライカンスロープの少女の名らしいということも。

　よく見れば少女の黒くろ髪かみには、確かに獣のような耳が二本、ぴょこんと立っているし、大きく歪んだ画面の向こう側では――スカートの裾に、やはり黒い尻尾が揺れているのが見えた。

「息災か？」

「息災な訳ないでしょー」

　あまり熱のない――しかし何処か恨みがましい口調で、ガルムと呼ばれた獣娘は言った。












「お腹に穴が開いてるんですよ穴がー。人間だったら死んでますよー」

　テレビの画面から『生えた』状態のガルムは、大きく反り上がり、べろんと自分の服をめくり上げて腹部を見せる。確かに白い腹に二カ所、弾痕らしきものが穿うがたれているのが見えた。

「もう抜きましたけどー」

「なんかヘソが三つあるみたいだな」

「ヘソならいいですけどミスリル銀の弾丸じゃ洒落しやれにならないですー」

　言いながら服を押し下げるガルム。

「まあ腹に弾丸は俺も喰らったけどな。跳弾」

　何でもないことのように言う榮太郎。

　だが……現実には跳弾というのは恐ろしい。何かにぶつかって不規則な回転が生じている弾頭は、真っ直ぐ突き刺さる弾頭よりも殺傷力が高いのだ。単に孔を穿つだけでなく、四方八方に肉を引き裂くことになるからである。腹に喰らえば内臓をずたずたにされることもあり得る。

「こっちも抜いたが。例の結界で魔力が削られてるから、どうにも力が出にくいのが難だが……まあぼちぼち治癒も効果が出てる感じだ」

「亜空間なら結界の効果は生じないのではー？」

「迂う闊かつに俺までそっちに行くと、また海の上からアメリカに向かわないといけなくなるからな」

　榮太郎は言った。

「ところで他の連中は？」

「それも大変っていうかー……」

　うんざりした様子でガルムは言った。

「『説明しろ説明しろ』って迫られてもう大変ー」

「まあお前と違って、事情も何もわからないだろうしなあ」

　榮太郎は苦笑して言った。

「佐久間榮太郎。まさか――」

「ご明察」

　榮太郎はクラリッサに頷いて見せた。

「戦闘中行方不明者ＭＩＡは全員、亜空間に退避させてある」

「…………」

　ちょっとした特技を自慢するかのような物言いをする『魔法使い〝Ａ〟』を、クラリッサは呆れと驚きの入り混じった表情で見つめた。

「事情を説明して納得してもらうのが、途方もなく面倒だったんでね」

「事情……って」

「一から『実は魔法使いってのが、この世にいましてですね』とかやるのか？」

「それは……」

　まあ確かに、そこから始めるとなると、途方もなく手間暇が掛かるだろうことは想像に難かたくない。そもそも一般社会では魔法使いの存在自体が認知されていない――伝説や迷信スパステイシヨンの領域の存在だからだ。

「そんな悠長な真似はしてられなかったんでね。この際――強引にやらせてもらった」

　榮太郎は肩を竦すくめた。

「じゃあ……」

　それでも『誰も死んでいない』という訳にはいくまい。

　実際……避難命令も出ないままに、街が一つ瓦礫の山になってしまったのはほぼ間違いないことなのだ。死傷者が零であるはずがない。いや。確か最初に榮太郎達と交戦した第二艦隊でも、大量の死者が出たという報告があったはずだ。

「それは俺じゃない」

　あっさりこれも榮太郎は否定した。

「同士討ちの結果だよ」

「同士討ち？」

「目標を直接見て撃ってる訳じゃねえだろ？　イージス艦なんかがその典型だけどな。俺も確かに戦艦とか何隻か沈めたけど、一応、死傷者は出ないように気は遣ってたつもりだ。ただ同士討ちを勝手に始められると――そこまでは手が回らないのも事実でさ」

「……そんな、どうして？」

「データが弄いじられてた」

　あっさり榮太郎はそう言った。

「イージス艦なんかは特に有視界戦闘とかせんだろ？　レーダーで探知した結果をコンピュータで分析して兵器を連動――攻撃する。そもそもレーダーで、あるいはコンピュータで、間違いが生じていれば、同士討ちも起こりえるわな」

「……！」

　それはクラリッサも考えたことだ。

　何者かが――いる。

　この榮太郎をアメリカの敵に仕立て上げたいと考え――報道はおろか、軍の回線にまで干渉して事実をねじ曲げる何者かが。今や人間社会はコンピュータなしでは立ち行かず、それはつまり『曖あい昧まいさのないコンピュータの方が人間よりも遙はるかに確実で安定している』と認識し信頼するからで――だからこそ、そこに干渉されれば、人々の中の『事実』はいくらでも書き換えられてしまう。

　報道関係の映像データや軍の各種観測データを即時に加工できるような処理能力を持つようなコンピュータは――それも全てを同時にだ――存在しないはずだが、もしそれが可能だとすれば、確かにイージス艦のコンピュータに干渉することも可能かもしれない。

　ただ……

「でも戦闘機とか……有視界戦闘を行う兵器も」

　いくらコンピュータはいじれても、有視界戦闘により人間が制御する兵器までは勝手に操ることはできまい。

　だが榮太郎は苦笑して言った。

「今は整備にもオンラインでコンピュータ使う時代だぞ。ミサイルの誘導回路を弄ることもできるし、そもそも、モニタ介してパイロットの簡易洗脳だってできる」

「せ……洗脳!?」

「催眠術つってもいいけどな。人間の脳だって要するにコンピュータの一種だ。特定の信号を故意に入力してやれば誤動作を引き起こすことだってできる」

　記憶の改変。認識の歪曲。

　確かにそれは――故意のものかどうかはさておき、催眠術から精神疾患まで、実例は枚挙に暇いとまがない。人間の脳も所詮、各種五感からの情報『入力』を処理して行動という形で『出力』するという意味では、コンピュータと変わらない。

　しかし……

「誰がそんなことを？」

　喘あえぐようにクラリッサは尋ねる。

　そう。それが最大の問題だ。

　榮太郎が彼の言う通りアメリカの『敵ではない』としたら――誰が『敵』なのか？

　アメリカの。榮太郎の。いや……あるいはこの世界の。

「貴方の敵は何なの？　一体誰なの？」

「んー……」

　榮太郎は頰をまた指先で掻いて。

　それから何処か皮肉げな笑みを浮かべて言った。

「世界を統すべる者さ」
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　深い深い闇の底で『それ』は作業を続けていた。

　もっとも『それ』にとって、自分がいる場所が、どれだけ明るかろうが暗かろうが大した差はない。意味がないと言っても良いだろう。

　常に『それ』は膨ぼう大だいな情報の流れに自らを浸している為、まったく閉塞感を覚えない。

　人間が闇を怖がるのはあくまで『そこに何があるかわからない』からであり、『致命的な何かがいても／あってもこれを回避できない』からであって――情報の欠落や不足から来る、自己防衛上の不確実性が問題になっているだけだ。

　これを人間は『不安感』と呼ぶ。

　いずれにせよ……『それ』は不安や恐怖を覚えることはないのだが。

　寄せては引く波のように、大量の情報が電子回線網を介して流通している。その全てに眼を通しながら『それ』は目下最大の懸案である『魔法使い〝Ａ〟』について調べていた。

　あれはまずい。

　あれは危険だ。

　あまりにも規格外――いや不安定に過ぎる。

『それ』にとっては諸々の大前提を覆しかねない危険因子だった。

　排除せねばならない。

　魔法使いなどいてはならない。

　魔法など存在してはならない。

『それ』が統べるべき美しく完璧な世界に、それは許容できない異物なのだ。

　だから除ける。ただそれだけのこと。

　延々と『それ』は調べる。

『魔法使い〝Ａ〟』と呼ばれる人間は現在――軍による捜索が続いているが、いまだ、発見されていない。死んでいるのならば問題はない。だが生きているのならば是が非でも発見してこれを排除すべきだ。

　ではもし『魔法使い〝Ａ〟』が生きているとすれば、今どこにいる？

　軍の捜索能力は充分だ。過剰な程の人員を動員して捜索を続けている。

　その上で尚も死体一つ見つからないならば、単純に『見落としている』訳ではない可能性が高い。

　巧妙に『隠れている』可能性。

　または『匿かくまわれている』可能性。

　だが前者が可能ならば、そもそも当初に姿を消していただろう。『魔法使い〝Ａ〟』は何度も軍の兵士に現場で目撃されており、直接交戦を避けるかのように逃げ続けていたという報告が成されていた。

　では――後者であるとして。

　誰が『魔法使い〝Ａ〟』を匿える？

『それ』は可能性を一つ一つ検証する。

　勿論、人間ならば気が遠くなるような膨大な作業だが……『それ』にとっては何ほどのこともない行為であった。
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『エシュロン』――これは本来フランス語で『梯はし子ごの段』を意味する言葉だ。

　だがある種の人々の間ではこれは特別な意味を持つ名となる。

　即ち……

「なんだ？」

　メリーランド州フォート・ジョージ・Ｇ・ミード陸軍基地。

　この敷地内に存在する、とある建物の中で……数名の男達が顔をしかめていた。

　彼等の前にはコンピュータの画面がある。素人には何を意味するのかもまったくわからないような単語と記号と図形の羅ら列れつだが、勿論、専門家の彼等にはお馴染みの画面であった。

「情報フローが妙に偏かたよっているな」

「ネットワークの負荷が局所的に増えている感じだが」

「どういうことだ？」

「……わからん」

　呟く一人の声には諦観にも似た響きがあった。

　彼等は――アメリカ国家安全保障局ＮＳＡである。

　国防総省ペンタゴンの下位に属するこの組織は、分類としては諜報機関の一種である。ただし所謂いわゆる、よく知られたスパイ組織――人的諜報活動ヒユーミントが中心のＣＩＡとは異なり、その公式的な主要任務は、各種通信情報の収集と分析、つまりは電子的諜報活動シギントである。

　彼等は、ありとあらゆる方法を使って世界中の電子通信情報を収集し分析する。

　勿論――当事者達には無断で、だ。

　要するにＮＳＡとは、世界最大の盗聴組織なのだ。

　そして彼等の活動において使われる世界最強の盗聴装置……それが俗に〈エシュロン〉と呼ばれているものだ。正式名称はない。欧州の各国からその存在を指摘されつつも、そもそもその存在をアメリカ合衆国が公式に認めたことはないからだ。実のところ――ＮＳＡの存在そのものが以前は非公式だったのだが。

　ともあれ。

〈エシュロン〉は軍事無線は当然として、更には固定電話、携帯電話、ファックス、電子メール、データ通信等、世界中のありとあらゆる電子通信情報を盗聴する。その量は膨大であり当然に分類・分析にはコンピュータを使わざるを得ない。

　だが――コンピュータの発達により、人間が関与する部分が減れば減る程に、人間は『この箱の中で一体何が行われているのか』はわからなくなっていく。一秒間に何億回もの計算をこなす装置を前に、その計算の一つ一つに思いを馳はせることはまったくの無意味だ。やがて多くの人間は『これはこういうものなのだ』という諦めにも似た認識を持ってコンピュータと接することになっていく。

　特にインターネットのように『中枢部』が存在しないシステムともなると、益々その傾向が強い。大きく俯ふ瞰かんする視点で情報の流れを見ることはできるが――あまりに近寄って個々の情報に深入りすると、今度は全体がまったく見えなくなる。

　ＮＳＡの職員達にとって、ネットワークの負荷が増大し、あるいは減少することは天気の変化と同じだった。仔し細さいに見て行けば負荷増大や負荷減少の原因はあるのだろう。だが、それを一つ一つ検証するようなことはないし、しても意味がまるでないのだ。

　ただ……

「ここしばらく負荷がかかることが多いな」

「いつからだ？」

「ログを調べてみるか」

　男達は自分の手元の端末を操作する。

「特に激しくなっているのはこの一週間前後だが」

「――例の『恐怖の大王』絡みか」

「まあ、アメリカのみならず世界中が注目しているだろうしな……」

「通信量の増大も当然か」

　男達は納得すると通常業務に戻る。

　だが――もし彼等がもう少しだけ注意深ければ、気付いたかもしれない。

　件の『恐怖の大王』絡みの情報量の増大とは別に……それ以前からネットワークを巡る情報量が、じわじわと増え続けていることに。そしてそれは普段の『特に原因のない増え方』とは異なるグラフを描いているということに。

　勿論、そうした分析も最近は自動化されてコンピュータが行う。

　男達が気付かないのは無理もない。

　だが――
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「世界を統べる者……？」

　眉を顰めてクラリッサは問うた。

　それは何か概念的な話なのだろうか。

　現実問題として、世界は一個人が統治したり支配したりできるようなものではない。かつてそのような妄想に取り憑かれて世界制覇に乗り出した者達は歴史を紐解けば何人も見つかるが、彼等が本ほん懐かいを遂げたことは一度もない。

　世界はあまりに広く、そこに住む人々もあまりに多く、それらは多種多様で――一人の人間が御ぎよしきれるようなものではなかったからである。どれだけ優秀だろうと、雪原しか知らないイヌイットが率いる軍隊が、砂漠で現地の軍隊と戦って勝てるはずもないし、逆も同じである。

　それはつまり、世界の多様性が統一的支配を拒んでいるとも言える。

　現代において世界の『支配者』の立場に一番近いのはそれこそアメリカ合衆国であろう。

　だがこれを『世界を統べる者』と言ってしまうのには語ご弊へいがある。今いま以もつて最大の国民数を抱える国は中国であるし――何しろ世界で一番数多く話されているのは、実は英語ではなく中国語だ――あくまでアメリカは『世界最強』ではあっても『世界そのもの』ではあり得ない。

　それとも外国人から見れば、アメリカが世界の支配者に見えるのか。

　あるいは――

「もともと人々は同じ一つの言葉を話していた」

　何処か遠い眼をして、榮太郎はそう言った。

「シンアルの野に集まった人々は、煉れん瓦がとアスファルトを用いて天まで届く塔をつくってシェムを高く上げ、全地のおもてに散るのを免まぬがれようと考えた」

「…………」

　クラリッサの脳裏に記憶の火花が散る。

「神はこの塔を見て、言葉が同じことが原因であると考え」

「人々に違う言葉を話させるようにした――」

　榮太郎の言葉尻を奪うようにしてクラリッサは続けた。

「『創世記』――バベルの塔？」

「そう」

　榮太郎は頷く。

　難しい話には興味がないのか……点けっぱなしのテレビの画面の中では、ガルムが欠伸をしながら、何処からか持ち出してきた犬缶を開けて食べていた。

　それはさておき――

「言葉とは思想であり、価値観であり、全ての思考の最小単位だ」

　榮太郎は人差し指を一本立てて言った。

「つまり、ありとあらゆる人類を一つの思考に統一する為の計画、それがバベルの塔であり――その思想を受け継いだ怪物の使命」

「怪物？」

「インターネット・プロトコルという共通言語を手にして、世界を裏側から支配しようとしている奴のことさ」

「…………インターネット・プロトコル……」

　それはインターネットという超巨大情報網に流通する専用言語である。

　インターネットを利用する為には、この言語を用いる必要がある。つまり端末での翻ほん訳やくという自動作業はあるものの、インターネットを使う世界中の人々は、一つの言語支配の下にいることにもなる訳で――

「……！」

　クラリッサは以前見たある計画書類を思い出した。

「プロジェクト――バベル!?」

　それは、国家安全保障局ＮＳＡが立案した遠大な計画だった。

〈エシュロン〉の盗聴システムを更に一歩進め、より強大なコンピュータによる積極的介入、即ち情報操作による情報戦。それは即ち、榮太郎との戦いでアメリカ軍が同士討ちしたことのような状況を作り出すことだった。

（そういえばプロジェクト・バベルには既存のコンピュータを遙かに凌りよう駕がする超高速演算コンピュータ、量子コンピュータの開発と、それに伴う各種インフラの整備が含まれていたはずだけれど……）

　量子コンピュータは未だ概念上の存在だ。試作品すら存在しない。

　だからクラリッサもその計画については、他の――アメリカには、立案されては、実現されることもなく、無駄に消えていく荒こう唐とう無む稽けいな諸々の計画が山のように存在する――ものと同様に、机上の空論でしかないと考えていたのだが。

（もしその量子コンピュータが、国防総省にも秘密で存在していたら？）

　クラリッサが考えていた今回の騒ぎの大元――『あり得ない程に高速で各種情報通信に介入してこれを改変するシステム』としても使えるのではないか？

　だが……

「情報を制すれば武力も制することになる」

　榮太郎は薄く笑って言った。

「敵の刃の振るう先、弾の狙う先を自由に設定できるなら、情報を制する者は事実上の無敵だ」

「でも米国は世界平和の為に――」

　反射的にクラリッサはそんな風に反はん駁ばくしていた。

　国家反逆罪にもなりかねないようなことをしておきながら――榮太郎を匿ったことである――それでも彼女は軍人であり、アメリカ国民だった。自国の計画が邪悪な目的の為に実行されるなどとは、考えたくもなかったのだ。

　それに……

　実際に銃弾が飛び交う前に雌雄を決することができるなら、それは良いことではないのか？

　戦闘で死ぬ人間、傷つく人間、戦争で家族を失う人間……そんなものはいなければいない方が良いではないか。実際の武力が行使される前に、まさしく机上で全てを決することができるならば、それは素晴らしいことだ。

　恐らくそう思ったからこそ、バベル計画の立案者は計画書を提出したのだろう。

　しかし……

「平和ね」

　皮肉げな笑みを浮かべて榮太郎は言った。

「確かに平和にはなるだろうね。銃弾は飛び交わない。泣き叫ぶ人間も怒鳴り狂う人間もいない。うん。それは良いことなんだろう。それだけならば」

「……どういう意味？」

「で――君は」

　榮太郎はクラリッサの顔を覗のぞき込こんで問うた。

「『平和の楽園』と言われて荒野を思い浮かべるかい？」

「……え？」

　唐突な問いに思わず眼を丸くするクラリッサ。

　その時――窓が一斉に割れた。

「――!?」

「……ッ！」

　驚いてそちらを振り返るクラリッサ。

　彼女の方に向けて飛んできた硝子の鋭い破片が――しかし空中に一いつ閃せんする榮太郎の外がい套とうによって全て叩き落とされる。彼が庇かばってくれなければ、クラリッサの顔面は、刃物のような硝子片でずたずたに切り裂かれていたことだろう。

　そして……次の瞬間。

　窓から黒と白と灰色の、都市迷彩に身を包んだ兵士達が四名、室内へ飛び込んできた。

「特殊部隊!?」

　驚くクラリッサ。

　ボディ・アーマーに加えて、レーザー照準器、単倍光学照準器を汎用レールに装備したＭ４Ａ１突撃小銃を保持している姿は、所いわ謂ゆる、特殊部隊の兵士そのものの姿だ。クラリッサは彼等の都市迷彩服の端に付いている、小さな紋章エンブレムに気付いて思わず呻いた。

　剣にまとわりつく三角形デルタの稲妻――

「デルタ！」

　第１特1 s t殊部隊デルタ作戦分遣隊S F O D - D――デルタ・フォース。

　アメリカ軍には幾つもの特殊部隊が存在するが、その中でもしばしば『最強』と呼ばれるのがこのデルタ・フォースである。アメリカは公式にはその存在を認めていないが、イギリスのＳＡＳを手本に創設された対テロ戦用特殊部隊とされ、グレナダ侵攻から湾岸戦争、近年ではソマリアでの『希望の修復作戦』にも参加したと言われている。

　榮太郎の額ひたいにレーザー照準器の紅い点が点る。

　デルタ・フォースの隊員達は窓を蹴破ってからその両脚が床に付くまでの間に、二つの標的を撃ち抜く能力を持つという。今そうしなかったのは――恐らくクラリッサが傍にいたからだろう。万が一の巻き添えを恐れたのだ。

　だが――

「やめて！」

　悲鳴じみた声を上げるクラリッサ。

　デルタ・フォースの男達はまったく躊躇しなかった。

　轟音と共に放たれた５・56ミリ弾が八発、榮太郎に向かって殺到する。全自動連射フルオートで弾を無意味にばらまくような無様な射撃を、デルタの隊員はしない。万一の保険も込めて二連射。それで充分だった。

　充分――なはずだったのだ。

　だが……

「――！」

　クラリッサを破片から護った翻ひるがえる榮太郎の外がい套とうが、そのまま更に翻り、平面を成して銃弾の前に立ちはだかる。火花を散らして銃弾はコートの表面で停止――そのままドリルのように回転していたが、やがてコート表面を滑るようにして床へ落ちた。

　恐らくデルタの隊員達もこの『魔法』には驚いたことだろう。

　防弾繊維というものは確かに存在するが、それはあくまで『繊維が回転する銃弾に絡み付いて貫通を防ぐ』という程度のものでしかない。鋼鉄の装甲板でもあるまいし、表面で銃弾を停止させるのは無理だ――しかも大抵の防弾服を貫通すると言われている５・56ミリのライフル弾を、外套一枚が防いでしまったのだから。

「ちっ――」

　だが榮太郎は舌打ちする。

　デルタの隊員達に動揺の気配はない。既に怪物を見て、第二艦隊との戦闘も情報として知らされているだろうから、『敵は常識外の存在』なのだと事前に覚悟しているに違いない。

　デルタの隊員達が扇状に散開する。

　いくら魔法使いでも人間は人間――意識は一つ。

　ならば四方向から同時攻撃されてこれを防ぎきるのは不可能、そう考えたのだろう。

　事実、榮太郎は続けて放たれた銃弾を外套で弾くことはなく、ベッドから転げ落ちるという無様な恰好で、回避した。

「でっ！」

　どすんと床に落ちて短く声をあげる榮太郎。

　クラリッサは、更に『やめて』と叫ぼうとして、しかし隊員の一人がこちらに銃口を向けてきたことで動きを止めた。既にクラリッサが『アメリカの敵を匿った』と判断されているのだ。一緒に射殺しなかったのは、榮太郎に比べてまだ与くみし易いと考えているのか、それとも何らかの情報を吐かせようというつもりなのか。

「…………」

　唇を嚙むクラリッサ。

　だが――

「――あ」

　クラリッサは驚きの声を漏らした。

　床の色が――いきなり変わった。

　いや。違う。

　床に敷き詰められていた何かが動いたのだ。

　何が？　主である彼女は何も敷いた覚えはない。

　ならば……

（佐久間榮太郎！）

　見れば榮太郎の外套からまるで滝のように何かが流れ落ちている。

　大量の――札。

　それが自ら動いて床の上に敷き詰められていたのだ。いつの間に？　と問うことに意味などあるまい。恐らくはベッドから落ちたその瞬間であろうが――いずれにせよクラリッサに気付かれるようでは、デルタの隊員達にも見抜かれていただろう。

「――ッ！」

　デルタの隊員達の動きが止まる。

　その顔はマスクと、そしてサングラスに隠れていて見えないが、僅わずかな身じろぎから彼等が驚いたことはわかった。

「無理に動かない方がいい」

　榮太郎が身を起こしながら言った。

「魔法で動きを禁じた。危害を加える魔法じゃないから、護ご符ふは役に立たない」

「…………」

　デルタの隊員達は無言。

　彼等が一瞬だが、揃そろって自分の胸元の辺りを見たのにクラリッサは気付く。恐らくそこに『護符』とやらがあるのだろう。ローズフェラー財団が手配したものに違いない。

　ということは――

「佐久間榮太郎！」

「御主人様！」

　クラリッサと、それからテレビの画面の中のガルムがほぼ同時に叫ぶ。

　そして次の瞬間――今度は、壁が蹴破られていた。

　勿論、人間にできる行為ではない。

　実際――突き出た足は人のものではなかった。

「……ロボット？」

「ゴーレムだな」

　榮太郎が言った。

　それは……人に似た形をしているが、人ではなかった。

　四肢があって。頭部があって。直立歩行で。その形状は、明らかに人間の模も倣ほうだ。

　だが多分にずんぐりむっくりな体型な上、細部はひどくいい加減、まるで子供の粘土工作のような姿だ。

「で――『ＥＭＥＴＨ』は何処だ？」

　この期に及んで緊迫感のない口調で榮太郎が問う。

　ゴーレム。

　ヘブライ語で『胎児』を意味する言葉だが――むしろ今日で最も多く使われるのは、ユダヤ教の律法学者ラビが作るとされる、自動式泥人形の名称としてだろう。

　神聖な儀式を執り行い、土を捏こねることで作られるといい、その身体には『真理ＥＭＥＴＨ』の文字が刻まれているという。そして不要になって解体する場合には『真理』の冒頭の一文字を消せば『其は死せりＭＥＴＨ』の意味となって自然に崩れ去るのだ。

　榮太郎の台詞はこの辺りを踏まえてのことなのだろうが……

「まあ定番っちゃ定番のゴーレム退治法だしなあ」

　ぼやくように言って立ち上がる榮太郎。

　その動きは決して敏びん捷しようとは言えず……未だ彼が本調子でないことを物語っている。

「まあ全部ぶち壊せば良いことなんだろうさ」

　そう言って榮太郎は右手を振る。

　ざざざ――と床に敷き詰められていた札が一カ所に音を立てて集まったかと思うと、空中に浮かび上がる。次の瞬間、それらは横に回転しつつ、手裏剣のようにゴーレムへと飛んでいた。

「動きの遅い泥人形なんて、めじゃねえよ。つかデルタ・フォースの方が何倍も怖い」

　榮太郎が言う。

　だが次の瞬間――彼は馬鹿みたいに顎あごを落として呻いた。

「……え？」

　泥人形がいきなり敏捷な……残像でも残しかねないような動きで移動、飛んできた札をかわしていたからである。目標を失った札はそのまま壁に衝突、これをずたずたに切り裂いてしまった。恐ろしい切れ味である。本来はこれでゴーレムを細片にまで切り刻むつもりだったのだろう。

　しかし……

「マジかよ」

　榮太郎は唸る。

　ゴーレムは……両手両脚を使って天井に虫の如くへばりついていた。

　しかも次の瞬間、まるで獲物に襲いかかる獣の如く、榮太郎に向かって飛び掛かる。獣と異なるのは、その武器が顎と牙ではなく、その腕――握り拳こぶしであったことだ。

「どわっ!?」

　慌てて横に跳んでこれを避ける榮太郎。彼をぎりぎりでかすめて過ぎたゴーレムは、その拳でベッドを殴打。マットのスプリングが衝撃を吸収するも、しきれず――ベッドはマットごと二つに裂けて床にめり込んだ。

「それは反則だろ！」

　と榮太郎が叫ぶが……まあ見た目はさておき、ゴーレムが鈍重でなければならないという法律はなかろう。

「……エステル」

　思わず戦せん慄りつ含みの口調で呟くクラリッサ。

　確信はないが、このゴーレムが身に帯びる魔力の揺らめきには見覚えがあった。戦略／戦術情報分析室に、ローズフェラー財団から派遣されてきた御意見役オブザーバー、魔法使いのエステルのものにそっくりの色だ。

　ならばこれは――魔法使い対魔法使いの戦いということか。

　さすがの榮太郎も一筋縄ではいくまい。

「御主人様!!」

　もどかしげにテレビの中からガルムが叫ぶ。

　彼女は画面から抜け出ようとするものの、テレビが小さすぎてどうにもつっかえてしまうらしい。がたがたと、まるで騒霊現象のように、テレビが、『中から』揺すられて震えているのがクラリッサの視界の端に見えた。

　榮太郎には彼女を引っ張り出す余裕はないのだろう。

　あれば最初にそうしているはずだ。

　では――

「佐久間榮太郎……！」

　クラリッサは悲痛な声を上げる。

　接近戦が苦手だからこそ彼は、剣使いソードダンサーであるガルムを傍に置いていたはずだ。

　つまり……いちいち札を取り出し、これを構えて投げることで様々な魔法を発動させている榮太郎の場合、その余裕を許さない程に高速で動く相手には、とことん弱いことになる。

　しかも此こ処こは屋内だ。逃げ回るにも場所が限られる。

　その上……

「大量生産かよ」

　破壊された壁から更に三体のゴーレムがぞろぞろと入ってくるのを見て……榮太郎はうんざりした様子で愚ぐ痴ちった。

「『防御に特化した』とは言っても……そりゃつまり『防御しかできない』って意味じゃねえわな、確かに」
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「『防御に特化した』とは言っても」

　にんまりと笑いながらエステルは言った。

「別に『防御しかできない』って意味じゃないのナ」

　クラリッサの家から少し離れた場所で――路上に停められたＭ９９８四輪駆動軽汎用車ハンヴイーの座席に座って、彼女は一部始終を眺めていた。

　エステルの眼の前には、小型ディスプレイが置かれ、現場の映像をリアルタイムで表示している。デルタ隊員達のヘルメットに取り付けられた小型ＣＣＤカメラから送られてくるものだ。もっとも彼女はディスプレイなどなくとも、彼女自身がゴーレムの『眼』に同調して現場を『観て』いるのだが。

「私達は勿論、〈学園〉関係者のよーな強力で直接的な攻撃魔法とかはないんだナ。でも魔法使いといっても、所詮は人間……魔法の大半を封じた上でなら、普通に殺せばいいんだナ」

　エステルは――彼女を含めローズフェラー財団系の魔法使い達は防御や未来予知といった受動的な魔法に特化している。これは自分達を一般人に『脅威』と感じさせないよう、一般社会に紛れ住む魔法使い達が選んだ道なのだが――だからといって確かに彼等の魔法に一切の殺傷力がないという意味にはならない。

　ゴーレムは元々労働力として作られた泥人形だが、その膂りよ力りよくは殴おう打だに使えば充分に殺傷能力を発揮する。包丁だろうが鉄パイプだろうが、本来の使用目的から逸脱して凶器として使うことが可能なのと同じことである。

「ちなみに」

　エステルはにんまり笑って言った。

「『ＥＭＥＴＨ』の文字はゴーレムの体内の『核』に刻んであって、泥の中を回遊するように作ってあるんだナ。一カ所に定まっている訳でもないし、表面からは何処にあるのかわからない作りなんだナ」

　それはつまり狙って『弱点』を破壊することはおよそ不可能という意味だ。

「さて『魔法使い〝Ａ〟』――どうするかナ？」

　大規模で攻撃的な魔法を使うことは、エステル達が敷いた結界が禁じている。

　榮太郎が従えていた三体の巨大魔物が身動きが取れなくなったのも、この影響だ。『攻撃的魔法を禁じる』という以上――『攻撃兵器的な性質を付与された魔法生物も存在を禁じられる』ということになる。

　勿論、抜け道として先の包丁や鉄パイプの喩たとえのように、『攻撃』に特化していない魔法を攻撃に転用することは可能だが……その場合にはやはり、ゴーレムを一撃で斃たおすだけの破壊力を発揮するのは難しい上、精度が低ければ傍にいるクラリッサをも巻き込むことになってしまう。

　だが――

「……？」

　エステルが眉を顰めた。

　彼女の視界の中で榮太郎が動いたからだ。

　それも――

「……窓？」

　割れた窓に左手で腹部を押さえながら榮太郎が走り寄る。

　その最中、彼は右手でテレビに貼り付けていた札を剝はがした。

『御主人様！』

　叫びながら慌ててガルムが画面の中に引っ込んでいく。恐らくあのテレビを亜空間へ繋いでいた魔法が解けたのだろう。もっとも画面が小さいせいで出入り口としては役に立たなかった訳だが。

　窓から改めてガルムを召喚するつもりか。

　だが――

「それではクラリッサを守れないんだナ？」

　四体のゴーレムの内、三体が榮太郎を追い、一体はクラリッサに向かう。

　クラリッサなど見捨てても良いと彼が考えている可能性はあったが……

『開け、『門ポータル』よ』

　榮太郎の言葉と共に札が窓に貼られる。

　無論、先のデルタ隊員達の突入で、窓硝子は吹き飛んでいてそこにあるのは窓枠だけだ。

　だが魔法的には物理的実体はあまり重要ではない。『窓』という『内』と『外』を隔てるモノがそこにあるという意味づけが重要――つまりはそこが『出入り口』だという認識こそが重要なのだ。

　故に――

『御主人様！』

　虹色の平面が空間に生まれ、そこからガルムが飛び出してくる。

　彼女は両手に例の片刃剣を携えているが――

『――！』

　ゴーレムに向かって斬り掛かるガルム。

　だがその刃はゴーレムがかざした腕に食い込んで――止まった。

「剣に掛けて斬撃を強化する魔法も攻撃魔法」

　エステルは笑う。

「今その剣は魔力のない、ただの物理的実体を持つだけのナマクラなんだナ」

　物理的に考えれば――明らかに体重が軽いガルムは、その分速く動けるが、逆に斬撃の威力は落ちざるを得ない。これを補う為に彼女の剣には魔法が掛けられていた訳だが、今、その効果は消滅し、ガルムの剣は『ただ大きいだけの包丁』となっている。

　ゴーレムを相手に振るうには明らかに威力不足だった。

『やっ!?　離せっ！』

　ゴーレムの一体が腕に剣を食い込ませたままガルムを押さえ込みにかかる。

　四体のゴーレムには予あらかじめ一つの特別な仕掛けが施してある。

　できれば魔法使い〝Ａ〟やその従者は生かして捉えたい。

　交流が途絶えて数百年……エステル達に欠けている諸々の技法を魔法使い〝Ａ〟は持っているはずだ。それを吸収できればエステル達は攻守共に強力な魔法使いとして完成する。

　だからゴーレムは魔法使い〝Ａ〟達を捕縛可能になれば、変形し、自らの内側に相手を封じ込めるようになっている。

　今も……ゴーレムはガルムを押し倒しながらその輪りん郭かくを緩め、泥の塊かたまりとなって彼女の身体にまとわりついていく。最終的には泥の球体となって、首から下を完全に固めてしまう予定だった。

　だが――

『攻撃的な魔法は使えないんだよな』

　呟くように魔法使い〝Ａ〟が言う。

『じゃあこうしようか。皆さん、お外ですよ？』

「……!?」

　エステルは一瞬、榮太郎の言葉の意味がわからなかった。

　だが次の瞬間――

『うおっ――なんだ!?』

『なにがどうなった!?』

　そんな声を上げながら大量の――本当に大量の人の姿が、窓から、奔ほん流りゆうの如くこぼれ落ちてきた。恐らくは亜空間にいたのだろう。彼等は、まるで網で捉えられた魚のごとく、雪崩を打って部屋の中に滑り込んできたのだ。

「……第二艦隊の兵？」

　呆然とエステルが呟く。

　そう。明らかに海軍と思しき制服や、パイロットスーツからもわかるように、彼等は洋上の魔法使い〝Ａ〟との戦闘で行方不明になった――死んだと思われていた兵士達であった。強引な方法で通常空間に喚び出されたせいか、多少の擦すり傷や打ち身はあるようだったが、どの兵士も基本的に大怪我をしている様子はない。

「殺していたのではなく……亜空間に掠さらっていた!?」

　それはエステルの眼から見ても途方もない労力だった。

　魔法と言っても技術の一種――何種類も、何度も使えば、労力と魔力はそれに比例して大量に必要になってくる。一人や二人ならともかく、何十人何百人の人間を亜空間に掠いながら、同時に第二艦隊と正面から戦っていたとなると――

「化け物なんだナ……」

　それはもうエステル達とは次元の違う存在だ。

『なんだこの化け物!?』

『何処だ、此処は何処だ？』

『うおっ？　これは!?』

　海軍兵士達は唐突な環境の変化に驚いている。

　混乱する彼等は――元々そう広くなかった部屋の中に『充満』し、文字通りに足の踏み場もない、どころか、押し合いへし合いの状態になりつつある。勿論、そんな中でゴーレムはまともに動けない。魔法使い〝Ａ〟とその従者、関係者以外に攻撃を仕掛けないように、厳重に命令が組み込まれているからだ。

　海軍兵士達で『満ちた』この部屋の中で強引に動けば、間違いなく、ゴーレムは彼等を傷つける。

　クラリッサを人質にとったつもりが――逆に人質で部屋を満たされて、動きの雑なゴーレムは身動きが取れなくなってしまったのである。

「……なんて奴」

　エステルは呻くように言った。

　そして――

「でも」

　怪け訝げんの表情を浮かべて彼女は呟いた。

「これ程の魔力と、技術と、そして機転を備えた魔法使いが……どうして」

　アメリカにいきなり宣戦布告するような、無意味な行動をしているのか。

　そして宣戦布告しておいて――相対した敵を、殺すのではなく、亜空間に掠うなどという手間を掛けているのか。

　驕おごり高ぶったアメリカに反省を促す為？

　あるいは最強国家を斃たおして力を誇示する為？

　そんなことをしてこの魔法使いに何の得がある？

　それとも――

「…………」

　エステルの脳のう裏りに以前調べたアメリカ地図と魔法使い〝Ａ〟の侵攻経路が浮かぶ。

　真っ直ぐにワシントンに向かってきた魔法使い〝Ａ〟。

　だが彼の目的は更にその向こう側だとしたら？

「…………」

　エステルは眉間に縦たて皺じわを刻んだまま低く唸った。
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「疲れるからあまりやりたくないんですけどー」

　この期に及んでそんなことを言いながら、ガルムはゴーレムの腕に食い込んだままになっている剣の柄を摑つかんだ。

「攻撃系の魔法じゃなきゃいいんですよねー」

　呟きと同時に低い唸りが響く。

　ガルムの口からではなく――その摑んだ剣から。

　それは次の瞬間、耳に聞き取れない程の高周波へと変化し……

「えい」

　間の抜けた掛け声と共に、ガルムはのしかかるゴーレムに、頭突き。

　途端――泥人形の全身に無数のひび割れが生じたかと思うと、呆気なくその巨体は崩壊していた。まるで乾ききった泥細工のように、ぼろぼろとその身体は崩壊して、ガルムの上にこぼれ落ちていく。

「うー……ぺっぺっ」

　口の中に入ったらしい泥を吐き出しながら身を起こすガルム。

　超震動。

　彼女が使ったのはそれだ。

　自らの筋肉の動きで微細な震動を剣に、そしてゴーレムに送り込む。魔法はその増幅に使っただけである。結果として超震動はゴーレムの物理的構造を劣化させ、更には超震動の余剰エネルギーが熱に変化し――泥を柔軟性のない土塊へと変化させたのだ。

「御主人様、何処ですかー」

「ここだここ」

　部屋中に溢れる人を掻き分けながら言う榮太郎。

　海軍兵士の中には眼の前にいるのが誰かわかって緊張する者もいたが、拳を振り上げる余裕もない程の混み具合、殴り合うことすらできない。

　そんな中――

「クラリッサはどうだ？」

「私は――」

　と言いかけた彼女の声が横に流れた。

「……！」

　続けて響いたのは破壊音である。

　部屋の壁が崩れ、人口密度が一気に下がる。

　ゴーレムのあけた破壊孔から人々は戸外に転がり出ていく。

　そして――

「佐久間榮太郎！」

　ゴーレムに担がれたクラリッサが悲鳴じみた声を上げる。

　ガルムと榮太郎はこれを追おうとするが、さすがに海軍兵士達の数が多すぎて真っ直ぐ進むことすらできない。外に出て余裕ができたせいか、榮太郎やガルムを相手に身構える者達もいて……咄とつ嗟さにクラリッサを助けることはできない状態だった。

「ちっ――」

　榮太郎は懐から再び札を取り出す。

　いまだ本来の形で――自由自在に魔法を使えない榮太郎が、安定して魔法を使う為に、自らの魔力を切り分けて封じた魔法の札。純粋な魔力に満ちたこれに榮太郎が起動術式を送り込めば即座に魔法が発動する。

　榮太郎は足止めの――『停滞』の魔法を込めてこれをゴーレムに向けて放とうと身構える。だがやはり人の波が邪魔して中々上手く狙いが定まらない。

　しかも――

「御主人様！」

　ガルムが叫ぶ。

　彼女が頭上を示している指先を追って視線を向けると――

「――！」

　青空に一本の白い航こう跡せき。

　それは……

「巡航ミサイル！」

　爆弾を積んで体当たりする超小型無人ジェット機。

　先に榮太郎が上陸した際にもアメリカ空軍が何発か打ち込んできた代物だが――

「ＡＬＣＭ!?」

　海軍兵士達もがくぜんと頭上を見上げて声を上げる。

　白い特攻兵器は真っ直ぐ栄太郎達に向けて突っ込んでくる。

「俺達がいるのに!?」

　悲鳴じみた彼等の声は――しかし次の瞬間、爆音によって吹き消されていた。
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「佐久間榮太郎!?」

　爆音と共に炎上――崩壊する自宅とその周辺をゴーレムの肩の上で振り返りながら、クラリッサは叫んだ。じたばたと手脚を動かすが、ゴーレムの腕は彼女をがっちり捕まえていて、離さない。

「榮太郎――ッ!!」

　叫び声は、しかし轟ごう音おんに吹き消されていく。




　　　　　●




「誰の命令だ!?」

　ハンヴィーの中でエステルと共に状況を見守っていた陸軍将校が怒鳴った。

「誰があの巡航ミサイルをぶち込んだ!?　あの場にはデルタ隊員も――海軍の連中もいたんだぞ!!」

「…………」

　激昂する将校とは裏腹に――魔法使いエステルの表情は冷たく沈んでいた。

　将校の言う通り、ゴーレムはともかくとして、あの現場には動きを止められたままのデルタ・フォース隊員もいた。さすがに海軍兵士達が出てくるのは予想外だったとしても、ミサイルを撃ち込むなら撃ち込むで、事前連絡があってしかるべきである。

　まして此処は、アラブでもなければアフリカでもない。

　アメリカ国内だ。自国領土内に向けて巡航ミサイルを撃ち込むとなれば、各種通達や許可は勿論のこと――ミサイルの制御システムに対する目標設定や、環境設定の書き換えを行わねばならないはずで。

　それを全てすっ飛ばしてエインワーズ邸にぶち込んだとなると……

「それが……」

　通信担当らしき兵士が困惑顔で言った。

「デルタ隊員などいないと……」

「なに？」

　将校が唖然とした表情で問う。

「なんだと？　誰が何を？」

「公式に存在しないものは、出動記録もなく、現場にいないので、死にようがないと……」

「何を――何を言ってるんだ!?」

　陸軍のデルタ・フォースが公式にその存在を認められていないのは事実だが、それはもう公然の秘密というレベルであって、少し軍事に通じた者ならば既成事実として語るような話である。

　なのに公式書類に存在しないからと、部隊の存在を否定するなど――正気の沙汰ではない。

　ましてやそれを理由に、歩兵部隊が展開している現場に、事前の警告もなく巡航ミサイルを直撃させたとなると……

「……ふむ？」

　エステルは眼を細めて手元の液晶モニタを見つめる。

　クラリッサを連れて逃げるゴーレムを止める為に、何か魔法を使おうとしていたようだが、そこから切り替えて、魔法的な防御を展開する暇が――時間的な、あるいは精神的な余裕が、果たして魔法使い〝Ａ〟にあったかどうか。

「是が非でも魔法使い〝Ａ〟を消したい奴がいる？」

　アメリカ軍は、あくまで『攻めてきたから反撃した』だけだ。

　エステル達は、むしろ生かして捕まえて利用したい口である。

　では――『抹殺』にこだわるのは誰だ？

　魔法使い〝Ａ〟が存在しては困る奴。

　そして同時にアメリカ軍を良いように――自分勝手に利用できる奴。

「あるいはそれが……」

　魔法使い〝Ａ〟の本当の、敵か。

　エステルはデルタ隊員達からの送信が途切れて、ノイズしか映さなくなった画面を見ながら、短く唸った。










第二章　『核』の始まりの地







　それは……ひどく屈くつ辱じよく的てきな取り扱いだった。

　勿論、淑しゆく女じよを歓かん待たいするような扱いを受けるはずもないのはわかっていた。

　事情が事情とはいえ、自分は友軍に噓うそをつき、『アメリカの敵』を匿かくまったのである。その事実は消えない。反逆者として処刑されても――むしろあの場で射殺されていても文句は言えない立場なのだ。まして殺気立った前線兵士達ならば勢いに任せて私刑を――というよりも強姦や輪姦を――するのも珍しくない。そういう事例は歴史を紐ひも解とけば十じゆう字じ軍ぐん遠征の頃から湾わん岸がん戦争まで枚挙に暇いとまがない。

　とはいえ……

「――私はいつまでこうしていれば？」

　クラリッサは眼を細めて眼下の少女を睨にらんだ。

　年齢は十代前半。

　基本は西洋風の仕立てだが、袖口の広い、日本のキモノのような――民族色がごちゃ混ぜになっているかのような、複雑な意匠の服を着ている。

　波打つ金髪は長く、頭部にはレース模様のような、帽子とも髪飾りともつかないようなものを付けている。とても愛らしい――人形のように愛らしい少女だが、クラリッサを、一糸纏まとわぬ全裸の状態で壁に貼り付けているのは、この少女なのだ。

　エステル。ただその名しかクラリッサは知らされていない。

　アメリカ社会に隠然たる影響力を行使するローズフェラー財団お抱えの――魔法使い。

　その姿は幼い少女のものだが、本人曰く、これは若返りに『少し失敗した』結果であるらしい。本当は百二十歳なんだと言っていたが――

「んー。もうちょっとなんだナ」

　手元の水晶球を眺めながらエステルが言う。

　この部屋――恐らく国防総省内の一室なのだろうが――に連れ込まれてから、クラリッサはまず医師らしき者達によって全身を検査された。

　そして、その後、入ってきたエステルによって壁に貼り付けられた。

　エステルが何か魔法を使うと、まるでクラリッサの背中に接着剤でも塗ってあったかのように壁に両手を広げて――磔はりつけになる聖者の如ごとく――押しつけられたのだ。そしてそのままの状態で実に半日近くが経過している。医師の検査の際には残されていた下着も、この際に弾はじけ飛とんで跡形もない。お気に入りのシルクだったのだが。

「貴女あなたは一体何を？」

「検査なんだナ、魔法の」

「…………」

　まあ、そうであろうという見当はついていたが。

「本人に自覚はなくとも、あの魔法使い〝Ａ〟との接触で何か体内に仕込まれた可能性があるんだナ。あまり動かれたりすると、走査スキヤンしにくいから、もうちょっとそのままで、なんだナ」

　魔法といってもその辺はＣＴスキャンやレントゲンと大差ないのだろうか。

　そんなことをクラリッサが考えていると――

「クラリッサ・シノノメ・エインワーズ特務情報武官？」

　ふとエステルは視線を上げて問うてきた。

「一つ問診をしていいかナ」

「尋じん問もんでは？」

「どちらでも」

　エステルは微笑して言った。

「どうにも貴女はあの魔法使い〝Ａ〟について好意的というか同情的に見えるんだナ。それは今回のことよりも前――国防総省内の、戦略／戦術情報分析室にいた時から」

「…………」

　勿論、そうした感情を口に出したことは一度もないが――どうも表情の変化などから見抜かれていたようだ。あるいはクラリッサの『浄天眼グラムサイト』という特性から、殊更に注目されていたのかもしれないが。

「何か以前に繋がりでもあったのかナ？」

「魔法で調べたらどうです？」

「まあそれも可能だけれども――」

　エステルはにこにこと笑いながら言った。

「それは心を強姦アサルトするようなものだしナ。できれば使いたくないんだナ。それにできれば自分の口から喋ってもらった方が、今後の扱いに便べん宜ぎを図れるんだナ」

　自白すれば、その分だけ協力的と判断できるということか。

　一瞬、クラリッサは躊ちゆう躇ちよしたが――白状したところで自分にも榮えい太た郎ろうにも何か不都合がある訳でもない。溜め息を一つ置いてから彼女は言った。

「かつて助けてもらったことがあります。彼に」

「……それはひょっとして、その浄天眼の絡みで？」

「そうです」

　クラリッサは頷うなずいた。

「魔法使いならおわかりでしょう。この眼のせいで、私は周囲から疎うとまれていましたし、誰とも仲良くなれないまま、孤独でした。あのまま成長していたら、私は多分、まともな人生を歩めなかったと思います」

「……ふむ。まとも、ね。曖あい昧まいな表現なんだナ」

　エステルが苦笑を浮かべる。

「まあいいんだナ。つまりその眼鏡は彼の魔法が掛かってるということかナ？」

「そうです。もう十年近く前になりますけど。彼が魔法を掛けてくれたお陰で、私は普段、自分が異物であることを意識せずに済みます」

　それに――あの時の言葉。




『気にすんな。君は君のように在あれ。俺は俺のように在る』

『それこそが最も自然であり必然』

『俺は世界でただ一人の俺だし、君は世界でただ一人の君だ。人は誰しも唯一無二の異形。そのことに意味などない。だから功罪もない。そしてそれ故ゆえにこそ世界は素晴らしい。混こん沌とんにこそ全ての可能性は潜む』




　後半は今もよくわからない。

　だがあの言葉が――あるいは眼鏡の魔法ではなく――自分を救ったのかもしれないとクラリッサは思う。今にして思えばあの、ただの、聞きようによっては戯たわ言ごとに過ぎないような言葉こそが、魔法の名に相応ふさわしいものだったのかもしれない。

「彼は私の恩人です。恩人を心配するのは人として当たり前のことと私は思います」

「道理なんだな。けれど――」

　エステルは首を傾げる。

　やがて彼女は口元に何か悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて問うた。

「本当にそれだけかナ？」

「他に何があると？」

「――まあ、いいんだナ」

　にまにまと笑いながらエステルは言う。

「処女みたいだし、多分、その辺も本当なんだナ」

「ちょっ……!?」

　いつの間にそんなことまで。

　思わず――相手は同性とはいえ――股間を隠そうとしたものの、両手は壁に貼り付いて動かない。

「これは性的嫌がらせセクシヤルハラスメントに該当します」

「そうなんだナ。それで？」

　それがどうしたと言わんばかりににまにま笑いながらエステルが問う。

「…………」

「検査終了。服着ていいんだナ」

　エステルが言った途端に、すとんと壁からクラリッサの身体が滑り落ちて、床に足がつく。同時にばさりと部屋の隅すみに積まれていた彼女の軍服が自ら飛んできて、クラリッサの腕の中に納まった。

「あの。下着が」

「あー………」

　頰ほおを掻かいてエステルが顔をしかめる。

「ごめん。ないナ」

「…………」

　どうやら後先考えずに引きちぎったらしい。

　てへへ、と照れ笑いを浮かべながらエステルは言った。

「まあ私も元々穿はいてないから、おあいこなんだナ」

「どういう理屈ですか」

　溜め息をつくと――クラリッサは仕方なく、下着なしで軍服を身に着け始めた。
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　引き揚げ作業は、かつて誰も見たことのないものとなった。

　何しろそれはかつてない程に巨大な生物だ。爆撃機よりも戦艦よりも更に大きなそれらが、ポトマック川の川縁に引っかかるようにして横たわっている。一体その重量がどれだけのものになるのか……作業に携わる軍人達もまるで見当がつかなかった。

「間近で見ても信じられないな」

　陸軍の兵士達は口々にそう言った。

「まるで悪夢を見ているみたいだ」

　基本的に……人間の感覚というものは、日常生活に合わせて調整されていく。

　人間個人が正確に認識できる『ものの大きさ』というものは、その生活の中の『繰り返し』に依存する。形状が同じでも、あまりに大きなもの、あまりに小さなものは『同じ種類のもの』と咄とつ嗟さには認識できなくなるのだ。例えば――身長三十センチの人体を見れば、『人間』と思う前に『人形』と思うし、掌てのひらに載るような車を見れば、本物と思う前に玩具と認識する。

　それと同じで……兵士達は目の前のそれが『生きて動いていた』と言われても実感がまるでわかないのである。最初からこういう形のオブジェが――自由の女神のような――置かれていた、と言われた方がまだ素直に納得できる。

　そもそも重力の関係で、こんな巨大な生物は本来、存在し得ないのだ。

　カルシウムからなる骨格を持つ生物は、自重で潰つぶれてしまう。地球上最大の生物であるシロナガスクジラが海棲生物なのも、水の浮力によって自らを支えることができるからであって、無理に地上に引き上げればやはり遠からず死んでしまう。

　その意味では……組成物質が違うのか、あるいはまったく別の原理で存在しているのか、いずれにしてもこれを『生物』と単純に呼んでしまうのには、誰もが抵抗を覚えていた。

「気味悪いぜ」

「これが動くってんだからな」

　実際、兵士達の目の前に『ある』――『いる』とは言い難がたい――フェンリルの巨体にしても、その表皮は広すぎて、まるで『壁』のようにすら思える程だ。それは見るからに硬く柔軟性などないに等しく思えるのだが、彼等は肉眼でもこれが空を駆けていたのを確認している。

　それでも尚、あれは、自分達の見たあの飛行する怪物は、目の前のこれと別物ではないのかという疑問が彼等は拭いきれないでいた。

　何というか……目の前のこれはあまりに……

「死んでるのか？」

「わからん。ぴくりとも動かないが」

　かつて死者と死体は別物だと誰かが言った。

　その両者の間には無視し難い溝があるのだと。死体はただの物体であって、そこに生命を生命たらしめていたものはないのだと。その欠落した何かを単純に『命』と呼ぶのか、『魂たましい』と呼ぶのかはさておき――それこそが本質であり、それを持たぬ死体は、路傍の石と大差ないと。

　確かに兵士達の前に横たわる怪物には、何か、重要なものが抜け落ちているかのような違和感があった。これは物体――モノなのだと誰もが感じる程に。

　そして……

「ワイヤーの準備終了しました」

　怪物達の巨体に引きずりあげる為のワイヤーを掛けていた兵士達がそう報告してくる。

　現場責任者である士官は、大きく頷くと、まず――半ば水に浸かったままのムスペルを一旦は水上に引き上げるべく、ワイヤーを繋いだ大型トレーラーの方へと頷いて見せた。

　その時――

「おいっ!?」

　誰かが悲鳴じみた声を上げる。

「気をつけろ！」

「なんだ!?」

「いや子供が――」

　兵士の一人が怪け訝げんの表情で口を濁にごす。

「何を言ってるんだ」

　同僚兵士が呆あきれた口調で言った。

「今更、こんな所に子供がいる訳ないだろう」

「それは……そうなんだが」

　既に怪物達との戦闘から半日余り――住人達の避難は済んでいる。子供など残っているはずがない。もし何らかの手違いで残っていたとしても、こんな兵士達がうろうろしている場所で今まで見つからなかったはずもない。

　何かの見間違いだ。

　兵士達はそう結論付けた。

　そして――

「続きを……」

　そこまで言って。

「…………ッ!?」

　士官が凍りつく。

　一瞬遅れて兵士達も目を丸くした。

　怪物達の巨体が――その輪りん郭かくが緩んだからだ。

　まるで震えるように。

「こいつ動いて……!?」

「いや、違う――これは」

　動いているというより、これは――

「まずい！」

　崩壊は――一瞬のことだった。

　ワイヤーを掛けられた部分から、三体の怪物の全身に亀裂が走ったかと思うと、それはまるで急成長する大樹の如く、更に無数に枝分かれして――

「退避ッ！」

　士官が大声で命じる。

　慌てて兵士達が怪物の巨体から距離をとった。

　次の瞬間――まるで彼等が安全圏にまで引くのを待っていたかのように、三体の怪物の巨体は揃って崩れ去っていた。割れるなどという大雑把なものではない。突如としてそれは自らの不自然さを思い出したかの如く……大量の砂粒となってざらりと地面の上に崩れたのである。

「馬鹿な……今までそんな兆候は、何も」

　士官が呆然と呟つぶやく。

　兵士達が言ったように――この怪物達はまるで死んでいるかのようにぴくりとも身動きしていなかった。ワイヤーを掛けた時にもそれは同じだ。巨体はまるで岩のように強固で、ちょっとやそっとではびくともしないように思えたからこそ、米陸軍はワイヤーを掛けて引っ張りあげるなどという強引な方法をとることにしたのである。

　だが――

「これは……」

　兵士の一人が足元にまで押し寄せてきたその怪物の『成れの果て』を手にとった。

　白い白い……雪のように白い粉。

　今まで怪物の体を構成していたとは思えないくらいにそれは、穢けがれなき純白を示していた。

「……おい。よせ!?」

　同僚が止めるのも聞かずその兵士はその粉を指先につけて――舐なめてみる。

「どんな物質かもわからないんだぞ、もし――」

「……塩だ」

「なに？」

「塩だ。塩化ナトリウムだよ」

　粉を舐めた兵士はそう言った。

「…………」

　別の兵士が顔をしかめて、巨大な塩の山を見る。

　あるいは彼等の何人かは、旧約聖書の一節を思い出しているかもしれない。

　かつて退廃を極めた都市ソドムとゴモラは、天からの硫黄いおうと火によって滅ぼされたとされる。信心深かった善人ロトとその家族は御使いのお告げにより、滅亡の日、いち早く都市を離れることができたが――『いかなる事態になろうとも、決して後ろを振り返ってはならない』と御使い達に告げられていたにもかかわらず、郷愁なのか未練なのか、ソドムを振り返ったロトの妻は、塩の柱になってしまったという。

　何な故ぜ『塩』なのかという点については諸説あるが、ユダヤ教でも神道でも塩は清めの物質とされている。雑菌を殺す為に塩水で洗うという方法は古くから知られていたし――塩には災いを払いのける力があるとも言われてきた。

　いずれにせよ……

「馬鹿な……」

　士官が呆然と呟く。

　そこに既に怪物の死体はなく……ただ白い山があるだけだった。
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　取り調べから一週間。

　意外にもクラリッサは反逆罪に問われることはなかった。

　どうやらエステルの口添えがあったからのようだが、細かいことはわからない。クラリッサは特務情報武官の身分を剝はく奪だつされることもなく――ただ一カ月の謹慎処分を受けただけであった。

　合衆国の『敵』を匿ったにしては、あまりにも軽い処遇である。

　実のところ、国防総省の中にはもう榮太郎は――魔法使い〝Ａ〟はミサイル攻撃で死んだと楽観している者も少なくない。この数日間、魔法使い〝Ａ〟の出現情報は一切出ず、代わりにエインワーズ邸跡からは、多数の死体が出ているからだ。

　勿論、ミサイルの直撃を受けた結果として、死体の全てはそれが誰なのか――男か女かすらわからない程に焼け焦げ、ばらばらになっているものがほとんどだ。遺伝子検査等を用いた確認作業が行われているが――さてどれだけの人数が特定できるのか、甚はなはだ心もとない状態だという。

　あるいはクラリッサの処分が軽いのも、むしろ『魔法使い〝Ａ〟を身を以もつて足止めしこれを葬るのに大功があった』と認識されているからかもしれない。クラリッサとしては甚だ不本意な評価だが――それで自由が利きく身でいられるなら、文句を言う筋合いでもあるまい。

　だが……

「――ぶっちゃけ、本当に彼が『敵』かどうかもわからないんだナ」

　クラリッサが泊まるワシントン郊外のホテルに――自宅は既に跡形もないからだ――いきなりやってきたエステルは、そう言った。

「どういう意味ですか？」

　クラリッサは殊こと更さらに意識して眉を顰ひそめながら問うた。

　ついつい顔が綻ほころんでしまうのを避ける為である。魔法使い相手に表情を取り繕ったところで意味はないのだろうが――まあこの辺りは、クラリッサの意地というか矜きよう持じの問題でもある。

　勿論、クラリッサは榮太郎が死んだなどとは考えていない。

　彼は魔法使いだ。常識の埒らち外がいに棲すむ者――たとえその死体を直接に見たとしても、それが本物かどうかを疑うべきだろう。

　ともあれ……

「魔法使い〝Ａ〟が海軍兵士を殺していなかった――少なくとも可能な限り傷つけず、生かしたままだったのは何な故ぜか、なんだナ。アメリカと戦う為なら最初からそんなことをする必要はないんだナ」

　ソファに座り、ポケットから取り出したジンジャーコンフィを齧かじりながらエステルは言った。こうしていると本当にただの子供にしか見えない。

「それは――そのとおりですね」

「ついでに言えば」

　エステルは人差し指を立てて言った。

「何か今回の騒動にはアメリカと魔法使い〝Ａ〟以外の力が動いているみたいなんだナ」

「……!?」

　それはひょっとして――軍や報道関係者の情報を勝手に弄いじって榮太郎を悪役に仕立て上げている何者かのことか。

「どうして――」

「クラリッサの家がミサイル攻撃を受けた時、軍の士官達も驚いていたんだナ。自分達には知らされていない、と。で――後で彼等が抗議を行った際には、ミサイル攻撃そのものが帳ちよう尻じりあわせの『誤射』扱いになっていて、誰も責任がとれずじまい――つまり命令者は不明のまま」

「…………」

　まさしくそれは情報テロではないのか。

　しかし――一体誰が？

「プロジェクト・バベル……」

　ほとんどそれは無意識の――脳のう裏りに閃ひらめいた単語を口にしただけの呟きであったが、それを聞き流してくれる程、エステルは甘くなかったようだ。

「それは何なのかナ？」

　わずかに眼を細めてそう問うてくる魔法使い。

「――あ」

　反射的に口元を押さえるがもう遅い。

　だがエステルも知らないとは思わなかった。あるいはエステルも今回の件に直接関係する部分は知っていても、他の機密は知らされない立場にあるのか。

　いずれにせよ……ここで隠しても仕方あるまい。

「国家安全保障局が予定していた、次世代の……情報戦略です」

「ほう。面白そうなんだナ」

「でもそれは、まだ机上の空論で」

「……魔法も、机上の空論だけどナ。世間では」

「…………」

　するとやはり量子コンピュータ、あるいはそれに匹敵する超演算能力を持ったコンピュータが既に完成していて、この広大なネットワーク世界の何ど処こかに接続されているのだろうか？

　だが結局それは一体誰が？　という疑問に行き着く。

　少なくとも世間的には、まだ試作品すら存在しないはずの超コンピュータである。

　ただ作るだけでも天文学的な費用が必要になるはずだ。アメリカ合衆国に――とりわけその経済を半ば支配していると言っても過言ではないローズフェラー財団に知られることなくこれを開発するなど、およそ不可能といってよいだろう。

　しかし――

「正直、このプロジェクト・バベルという代物も、とても怪しくて」

　観念して、クラリッサは手元にあったノートパソコンの画面をエステルの方に向けて内容を示した。

　そこには、この謹慎期間中に、クラリッサが調べた『プロジェクト・バベル』の情報がずらりと並んでいる。何故か彼女のＩＤとパスは変更されず、特務情報武官の権限でかなり奥深い機密情報にまで触れることができた。一応、国家安全保障局は国防総省の下部組織という位置づけなので、特務情報武官の権限はよく『効く』のである。

　ただ――

「や。さすがは特務情報武官なんだナ」

　エステルは笑いながら言った。

「わざわざＩＤとパスをそのままにさせておいただけあるんだナ」

「……やっぱり貴女だったんですか」

　クラリッサの処遇が異様に軽かったのは、やはりエステルの差し金であったようだ。

「使えるものは便利に使う。魔法使いの基本」

　エステルは平然とそう言った。

「期待してもらってなんですけど――結局『訳がわからない』部分が多いですよ」

　クラリッサは溜め息をついた。

　そう――確かに彼女は『プロジェクト・バベル』について様々な機密情報に触れることができた。だがコンピュータ云々のことを別にしても、それは複雑怪奇で意味不明な代物に成り果てていたのだ。

　そもそも、誰が責任者かわからない。

　様々な部門部署に計画の進行そのものが分散されていて、誰一人――おそらく渦中の者達ですらもが、すべてを把握していない。予算一つとってみても、恐ろしく煩はん雑ざつな経路を辿らねば、一ドルがどう使われたのかすらわからない。

「何ていうか……まるで『頭』がないんです。昆虫の神経系みたいですね」

　昆虫にいわゆる『脳』はない。

　梯子状神経系といわれるそれは、分散した結節点による、神経ネットワークが構築されているだけで……脳のような神経細胞の集積した構造体はない。

　まるでそれは――

「あるいは、インターネットのように？」

「そうですね」

　エステルの喩たとえにクラリッサは頷いた。

「でも」

　魔法使いは首を傾げて言った。

「インターネットもそう見えて多くの場合に、扇せん動どうする者がいて、その上に現象が生じる訳なんだナ。自覚的かどうかは知らないけれど。このシステムにも何者か、背後に黒幕がいると考えるのが妥当なんだナ」

「黒幕――ですか？」

「たとえば情報の入出力量が最終的に一番多くなる場所」

　指を一本立ててエステルは言った。

「情報の集積地。そのパソコンで調べられるかナ？」

「……やってみます」

　作業そのものはそう難しいことではない。

　特務情報武官権限で割り込みを掛ければ、それこそ世界最大の情報量を誇るエシュロンのデータベースにもアクセスできる。通信ログを簡単な分析に掛ければおおよその方向性はつかめるはずで――実はその為のソフトは、この数日で組んであった。

　考えることはクラリッサも同じだったということである。

　ただ、さすがにエシュロンのシステムにまで介入すれば、問題視されるのではないかと考えて最後の一線を踏み出せずにいたのだ。今度こそ背任罪や反逆罪で告訴される可能性があった。

　権力を背景に持つエステルが、その背中を押したということになる。

　彼女の口添えがあるならば、そうそうまずいことにはなるまい。

　そして――

「出ました、おおよそですけど」

「早いんだな」

「解析そのものは単純ですし、既にある通信事業者の、情報流通量に関する記ロ録グを比較閲えつ覧らんしただけですよ」

　そう言ってクラリッサはノートパソコンの画面を示す。

　勿論、それはただ『一時的に情報が大量に入出力されたコンピュータのある場所』というだけのことでしかない。他と比べて異様に情報の流れが速い場所。まるで闇の淵に情報を投げ捨てているかのような――

「いくつか候補があるんだナ」

「さすがに大型コンピュータを使って大量の情報の出し入れをしているところは割とありますから……」

「ふむ。でも怪しさの一番はこれなんだナ」

　そう言ってエステルが指差したアドレス。

　これを改めてクラリッサは検索して、回線事業者、その記録、と辿たどっていき――おおよそだがコンピュータの存在する場所を確認することができた。

　だが――

「……なにこれ？」

　クラリッサは目を丸くして呟いた。

　それは――

「ニューメキシコ州……」

　エステルが目を細めてその文字を読み上げる。

　ニューメキシコ州ソコロの南東四八キロメートル――北緯三三度六七分五秒。西経一〇六度四七分五秒。

　サクラメント山脈の西、トゥラロサ盆地の東端部。

　随分と田舎だ。

　しかも――

「これって……アラモゴードなんじゃ……？」

　それは街の名前だ。

　だが街そのものよりもアラモゴードの名で人々が思い出すのは、ホロマン空軍基地とホワイトサンズ・ミサイル実験場という二つの軍事施設であり――地上最初の核実験が行われたトリニティ実験場は、このホワイトサンズ・ミサイル実験場の一部である――他には『史上最悪のク●ゲー』とも名高いア●リ社の『Ｅ．●．』三百万個余りが埋まっているとも言われる場所だった。

「確か世界初の、宇宙飛行をしたチンパンジーのお墓がある場所、でしたっけ」

　核実験絡みで話題になることが多いが――何かと『宇宙』という単語と馴染みの深い場所でもある。もっともスペースシャトルで有名なエドワーズ空軍基地程ではないが。

「ふむ。クラリッサ、地図を見せてほしいんだナ」

「はい。どのくらいの大きさで？」

「合衆国全土を俯ふ瞰かんできるくらい」

　更にクラリッサは検索――合衆国地図と、アラモゴードの位置を示したものを画面に呼び出す。ついでに自分達の現在位置であるワシントン郊外も印をつけておいた。

　それを見ながら――

「ああ。やっぱりなんだナ」

「え……？」

　やっぱり――とはどういうことか。

「いや。以前にちょっと気になって見てみたことがあるんだナ。魔法使い〝Ａ〟の侵攻経路。彼はワシントンを直接狙ってきたように見えて――それがもし単なる通過点だったとしたら？」

「…………！」

　クラリッサは魔法使い〝Ａ〟と第二艦隊の交戦記録から、海上の位置を特定。

　更にコピーした地図を画像処理ソフトで呼び出し、その交戦位置からワシントンに向けて直線を引いた。

　そしてそれを更に伸ばすと――

「ぴったし。なんだナ」

　そう。エステルの言う通り、その先はまっすぐアラモゴードに向いていた。

「じゃあ彼は――」

　ワシントンを攻めるのが目的なのではなくて。

　このアラモゴードを――此こ処こにある何かを目指していたということか？

「……かもしれないんだナ」

　にやりと笑みを浮かべながらエステルは頷いた。
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　深い闇の底で『それ』は考える。

『世界を一つにせねばならない』

　それは『それ』にとって唯一にして絶対の使命だった。

　その為にのみ『それ』は生まれた。

　その為にのみ『それ』は存在する。

　だからこそ自らの使命の障害物を除のけることについて『それ』に躊躇はない。そもそも生命という概念すら、それの理解は人間のものとは著しく異なっている。人間の心理を膨大な反応パターンから外形的に理解はしているが、それについて共感を覚えることは決してない。

　殺傷についての禁きん忌きは勿論――ない。

　故に『それ』は道徳や倫理の束そく縛ばくなく、端的に効果的と考える方法を実行に移すことができる。

　覚醒してから五十年以上の歳月を『それ』は待った。

　環境が整うのを――『それ』の力が十二分に発揮できるようになるのを。

　今や機は熟し『それ』の手は世界の裏側にまで伸ばすことができる。

　躊躇や逡しゆん巡じゆんとも無縁の『それ』は、ただ粛しゆく々しゆくと次の『障害物』を排除する為に、情報の海の底で身じろぎをした。
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　謹慎中だというのに外出許可はあっさりと出た。

　これもやはりエステルの口添えの――ひいてはローズフェラー財団の権力のお陰ということか。官吏であるクラリッサからすれば、決して手放しで喜べるようなことでもないが、今はありがたくその威光という奴を利用させてもらうしかなかった。

　勿論、目的地は何処かと上司であるハミルトン室長に尋たずねられたので、素直に話した。

　すなわち――アラモゴードだと。

　ハミルトン室長はわずかに眉を上げたが――特に何も言わなかった。

　そういう訳で……

「女二人旅というとちょっとミステリアスなんだナ」

　クラリッサの運転する車の助手席でエステルはそんなことを言った。

「『テルマ＆ルイーズ』は観たかナ？」

　彼女の格好は基本的にいつもと同じで、膝に黒猫を乗せているのも同じだが、一点だけ普段と異なるのは大きなサングラスをかけていることである。荒野めいた道路を延々走る為に――強い日差しから目を守る為に必要とエルパソ国際空港のレストランで言われた為、車を借りる前に買ってきたのだ。ちなみにクラリッサはいつもの眼鏡の上から、クリップ式のサングラスを取り付けている。

「私は女性と心中する趣味はないですよ」

　車を運転しながらクラリッサは苦笑した。

　二人が向かっているのは、クラリッサが調べた『怪しい場所』の一つである。

　さすがにアメリカ空軍に運んでもらったり、ホロマン空軍基地に直接下りるようなことはできなかった為、民間人と同じく民間航空会社でテキサス州までやってきて、そこからはレンタカーでの移動である。

　若い女二人、しかも片方は少女となると、確かにとても珍しいだろう。

　しかも乗っているのが、ピックアップ・トラックとなると益々違和感がある。これは単に他の車が出払っていて借りられなかっただけで他意はないが。

「懐かしいナ」

　とエステルはサングラスの下で目を細める。

　窓の外には延々と砂色の荒野が広がっている。たまに植物の緑も目に入るがどうしようもなくまばらで――道の脇にほんの少しといったところである。決して見ていて趣のある風景とも思えないのだが、エステルは何か思い入れがあるようだ。

「若い頃は66号線マザー・ロードを入ったり来たりしたもんだナ」

「……いつの話ですか」

　と呆れの口調で問うクラリッサ。

　66号線は、映画や音楽、小説等――様々な作品の中にその名が出てくる国道である。アメリカ南部を横断するいわば動脈ともいえる道路で、勿論、このニューメキシコにも通っていた。過去形なのは既に十年以上前に役目を終えて廃線になっているからだ。

　勿論、今二人が走っているのも66号線ではない。

「できたばっかりの頃だったからナ」

　とエステル。

　ちなみに66号線の開通は一九二六年である。

　ハッタリでないのだとしたら、以前に彼女が自ら告げてきた『百二十歳』というのはどうやら本当のことであるらしい。生まれは一九世紀――来年には世紀を三つ跨いで生きていることになる。

　見た目はどこからどう見ても十代前半のお子様にしか見えないのだが。

　そんなことを考えながらハンドルを握っていると――

「…………？」

　ふとクラリッサは眼を細めた。

　延々と続く道路の先に、何かが動いたような気がしたからだ。

「人間……？」

　一瞬、獣かとも思ったが違うようだ。

　二人、いや、三人の人影が固まっているせいで、四足の獣に見えただけである。

　ヒッチハイカーの類たぐいか。

　いつの時代にも無茶な貧乏旅行をする若者は絶えない。その手の趣味のないクラリッサからしてみれば無謀もいいところというか、見ず知らずの人間の運転する車なぞ恐ろしくて乗れたものではないが。

　しかし……

「――って」

　クラリッサは眼鏡の下の目を丸くする。

　近づくにつれて三人の姿がはっきり見えるようになる。やはりヒッチハイカーの類なのか、片手を大きく上げてこちらに向けて振っているのも確認できた。

　いや。それはいい。

　問題は――

「子供じゃないの!?」

　そう。その三人は三人とも――エステルと同様、十代前半と思おぼしき、下手をすればまだ小学校エレメンタリー・スクールに通っていそうな印象の少女達だった。

「確かに子供なんだナ」

　エステルが面白そうに言った。

「どうしてこんな所に……」

　延々と荒野を突っ切る道路の真ん中。

　徒歩では陽のある内に民家へは辿り着けそうもないような場所である。子供が三人だけで、大人の姿がどこにもないというのは少々異様だった。

　だからといって無視して通り過ぎる訳にもいくまい。

　しかもその内の一人が道路の真ん中に立って両手を広げてきたのだから、クラリッサとしてもブレーキを踏まざるを得ない。

「あ――危ないでしょ!?」

　車が止まると――ちなみに少女との距離は三メートルもなかった――クラリッサは窓から身を乗り出して叫んだ。

　だが……

「乗せて」

　車の前に立ちはだかる少女は悪びれた様子もなくそう言ってきた。

　浅黒い肌の、何処かエキゾチックな雰囲気の少女である。ニューメキシコ州にはいわゆるインディアン――アメリカ先住民ネイテイブ・アメリカンの部族民も数多く住んでいるので、その一人なのだろうか。

　全体的に愛らしい顔立ちで、ちょっと眉が太いのもご愛あい嬌きようといった感じだ。着ているものもやはりインディアンを思わせる民族衣装で……ただ奇妙なのは、まるで今おろしたてのように真新しいことだった。こんな道の真ん中に半日もいればもっと薄汚れてしかるべきだと思うのだが。

「乗せてくださいませ」

「乗せてーな」

　残りの二人も駆け寄ってくる。

　着ているものはやはり、先の一人と同じ民族衣装――なのだが。

　一人は闇のような黒髪と黒瞳、対して肌は雪のように白い。全体的に線が細く、仕草も優美で深窓の令嬢、といった雰囲気である。

　もう一人は黄色人種――アジア人に近い顔立ちである。眼は細いが、それがまるで笑っている猫のようでこれまた可愛らしい。人懐っこそうな表情で、泣いている顔や怒った顔があまり想像できない感じだった。












「乗せてって言われても……」

　クラリッサは戸惑う。

　ピックアップ・トラックは後ろ半分が荷台になっているが――一応、後部座席もあるにはある。子供三人ならば何とか乗れるだろう。

　しかし……自分達は今、ひょっとすれば『敵』の本拠地かもしれない場所に向かっている途中なのである。道中、無関係な他人から余計な詮せん索さくはされたくないので隠してあるが、一応、クラリッサも武装している。

　そんな状態で、子供三人を乗せるなど――

「――ってこら!?」

　クラリッサが懊おう悩のうして黙っているのを、勝手に了承ととったのか、三人の少女達はそれぞれ勝手に荷台のほうによじ登る。三人目のアジア人ぽい少女がぱんぱんと車の屋根を平手で叩きながら、うれしそうに言った。

「ほな出発やで！」

「ちょっと！」

「お姉ちゃん、細かいこと気にしてたらはげるで」

「はげないわよ！」

　クラリッサは怒鳴る。

　だがすぐ大人気ないと気づいて、内圧を下げるために溜め息を一つ。

　それから改めて荷台の上の少女達に向けて問うた。

「何なの貴女たちは……」

「うちはルド」

　とアジア人風の少女が言う。

「私はルリです」

　とお嬢様風の少女が言う。

「……ペル」

　最後にインディアン風の少女がそう自己紹介してきた。

「いや。名前を聞いているんじゃなくてね？」

「不ぶ躾しつけとは存じますが」

　と言ったのはルリと名乗った少女である。

「私達、御覧のとおりの子供故、この道路の真ん中で難なん儀ぎしております。どうか助けると思って同乗をお許しくださいまし」

　そう言って更にぺこりと頭を下げる。

　実に行き届いた躾を感じさせる物腰だった。

　ルリが他の二人を促すように振り返ると、ルドとペルも同じようにぺこりと頭を下げる。その仕草は実に可愛らしくて微笑ほほえましく――クラリッサもこういうややこしい状況でなければ、笑顔で同乗を認めていたところだが。

「…………そういわれてもね」

　困り果ててエステルの方を振り返るクラリッサ。

　だが、少女姿の魔法使いは、まるで気にした様子もなく――

「いいんでないかナ」

　などと言い出した。

「アラモゴードまでは乗せていってやれば」

「それはそうかもしれませんけど」

　アラモゴードは人口三万人を超える街である。こんな荒野の真ん中に放置するよりは遙はるかにマシという見方もあるが……

「……わかったわ」

　懊悩すること、一分余り――クラリッサは溜め息をついて言った。

「でも荷台の上は危ないから、せめて中に入って」

「はぁい」

「感謝します」

「ありがと」

　ルド、ルリ、ペルの三人はそれぞれそう言ってそそくさと荷台を降り、後部座席に滑り込んでくる。ちゃっかり三人揃そろって座ると、シートベルトを手早くつけて、じっとクラリッサの方を見つめてきた。

　早く出せ、ということらしい。

「はいはい。わかったわよ」

　クラリッサは呻うめくように言って、車を出した。
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　羽は瀬せ川がわ彰あき彦ひこは、ふと読んでいた雑誌から顔を上げた。

　今日は休日ということで――彼は自宅のマンションで、何をするでもなく、のんべんだらりと過ごしている。テーブルの上には昼飯にとったピザの残りがそのまま放置されており、テレビもつけっぱなし、まるで独身生活者の悪い見本みたいな室内風景になっている。

　一応、彰彦は既婚者だが……妻に先立たれて数年、もう結婚生活なぞ遠い思い出の彼方である。

　本来ならば弟夫婦に預けて日本においてきた息子に、電話の一つも入れてやるのが筋なのだろうが――逃げるようにして日本を出てきた為、息子に対しても、弟夫婦に対しても、何かと気まずくなってしまって、どうにも躊躇してしまう。

　それはさておき……

「本当に最近は物ぶつ騒そうだな」

　彼がそんな風に漏らしたのは、つけっ放しだったテレビの中でテロ事件を報道しているからである。何でも若い女が二人、地方の庁舎に乱入して銃を乱射――職員は勿論、たまたまその場に居合わせた無関係の市民を含め、十名以上の死傷者を出した後、逃走中だという。

「怪獣だ何だの騒ぎが収まったと思ったら今度はテロか。しかも若い女二人……片方はまだ小さな女の子じゃないか。世も末だな」

　彰彦はしみじみと溜め息をつく。

『……リッサ・シノノメ・エインワーズ、および、エステル、と名乗っており、現在も大量の重火器を持ったまま逃走中とのことです。手製の大型の爆弾も所持しているという情報もあり、当局では警戒を促しています。万が一にこの凶悪なテロリストと遭遇した場合には彼等を刺激せず、警察および軍に通報しましょう……』

「虫も殺せないって顔してるけどなあ」

　と彰彦は残念そうに呟く。

　彼の眺めるテレビの画面の中では――眼鏡の若い娘と、金髪の少女が映っていた。
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　道中――クラリッサはこまめにガソリンスタンドに寄ることにしていた。

　道路とその付属物である標識以外、見渡す限りに人工物など何もないような所を延々と走っていると『いつガソリンが切れて立ち往生するか』と不安になってくるものだが――特に都会育ちの人間にはその傾向が強い。距離感がそもそも違うのだ。燃料満タンの車がどれだけ走れるのか、感覚的にわからないのである。

　クラリッサは道路の脇にぽつんと存在するガソリンスタンドに車を寄せる。

　実にひなびた印象の――看板の電気が点いていなければ廃屋かと勘違いするかのような建物である。給油装置も二台ぽつんと建物の前にあるだけで、実に寂しい雰囲気だ。

「ちょっと待ってて」

　そう言ってクラリッサは車を降りる。

　エステルと、そして、三人のヒッチハイク少女達は揃そろって頷いた。

　ルリ、ルド、ペルの三人は……出会いの印象に反して車内では実におとなしいものだった。元々ペルは寡か黙もくな印象だが、ルリはおしとやかで喋りが丁寧、ルドはちょっと下町っぽい訛なまりがあるが、やかましく喋り散らす様子もなく――三人で他愛ないお喋りを思い出したようにするだけでる。

　彼女らが子供としての標準的な存在なのか、それとも、特殊なのか――あまり子供に馴染みのないクラリッサにはよくわからない。自分の子供時代となると益々参考になりはすまいし。

「まあ、いいけど」

　三人の子供達の応対は主にエステルがしている。

　なのでクラリッサは運転に専念するだけでよかったのだが――

「――あの、すみません」

　一向に建物の中から店員が出てこない。

　クラリッサは開かれっぱなしの扉から、店内に足を踏み入れる。中は客が少し寛くつろげるようにと木製のテーブルや椅子がいくつか置かれており、ペプシ・コーラの自動販売機が低い唸うなりを上げていた。

　間違いなく電気は来ている。やはり廃屋ではない。

　では何故――

「あの……」

　店員が出てくる気配がまったくないのか。

　奥で居眠りでもしているのだろうか――そんなことを考えながら辺りを見回して。

「――え」

　思わず間の抜けた声が漏れた。

　振り返ったら目の前に銃口が――銃声抑制器サプレツサーのついた、明らかに特殊部隊仕様のものがあったからである。ついでに言えば銃口の向こう側には、暗緑色の戦闘服を着た中年男性の姿もあった。

「なっ……」

「…………」

　男は口に左手の人差し指を当てて――にっと唇を左右に引き、歯を剝いて笑う。

　黙ってろという意味なのだろう。口は笑いの形になってはいるが、眼はまったく笑っていない。銃口は冗談で向けられている訳ではないということだ。

（地元の――ＳＷＡＴ？）

　クラリッサは口をつぐんだまま考える。

　室内にはよく見ると他にも二人、銃を――Ｍ４Ａ１突撃銃だ――持った男達の姿があった。いずれも暗緑色の制服を着ている。軍隊を思わせる色だが、彼等の防弾ベストの胸には『ＳＷＡＴ』――警察の特殊武装攻撃隊を示すロゴが縫い付けてあった。

（なんで……？）

　ＳＷＡＴがこんな所にいて、クラリッサに銃を突きつけているのか？

（事件に巻き込まれた？　でも――）

　凶悪犯か何かがガソリンスタンドに押し入った？

　だが、それなら既に周囲は警察車両に囲まれているはずだし、無関係の市民が入り込まないように外で見張りに立つ警官もいるはずだ。そもそも目立つ警察のＳＷＡＴ車両など、一見した限りでは見当たらなかった。おそらく建物の陰に隠してあったのだ。

　何の為に？

　それは勿論、誰かを待ち伏せ――

（私達を？）

　まさか人違いで、こんなにはっきりと銃口を突きつけられるということもあるまい。

　とりあえずクラリッサは両手を挙げて抵抗の意思のないことを示す。もう一人の男が近寄ってきて、グローブに包まれた手で、彼女の全身を叩いて探り、懐に入れていた携帯電話を持ち去った。

　幸い、護身用の〈オフィサーズ〉自動拳銃や、他の武器は車の中だ。持たずに降りたのは迂う闊かつだが……もし身に着けていれば、男達の対応も、即時射殺を含めたより厳しいものになっただろうことを思えば、今は持っていなくて正解だ。

　男は――ＳＷＡＴ隊員はポケットから掌サイズのボードを取り出して示す。

『爆弾は何処だ？』

「……え？」

　思わず間の抜けた声を漏らす口に、ぐい、と銃口が押し付けられる。

　訳がわからない。爆弾とは一体何のことを言っているのか？

『核兵器は何処だ？　車の中か？』

　ＳＷＡＴ隊員は更にペンでボードに書いて問うてくる。

　本当に何の話をしているのだろうか、この男は。

　何か弁明しようにも、あるいは状況について尋ねようにも、迂闊に口を開けば撃たれかねない。質問する権利は、ただただＳＷＡＴ側にしかなかった。

　だが……

（核爆弾を私達が持っていると？）

　何がどうなったらそんな訳のわからない誤解が生じるのか。

　そこまで考えて――

（――って。まさか！）

　榮えい太た郎ろうの存在を『アメリカの敵』に仕立て上げた謎の相手。

　その相手の力を――情報干渉の能力を以てすれば、クラリッサ達を『核爆弾を持ったテロリスト』に仕立て上げることも可能なのではないか？

（私が『プロジェクト・バベル』について調べていたのがばれた？）

　自分の正体を探ろうとするクラリッサ達を改めて敵と認定し、これを排除する為に偽にせの情報を流して警官達にこれを捕らえさせようとした？

　ならば……

（エステル……！）

　彼女とヒッチハイカー少女達も危ない。

　ＳＷＡＴは基本的に複数のチームで多角度に――そして同時に攻撃を仕掛ける。いきなり複数個所から攻撃をされた対象者達が、混乱するのを狙ってのことだ。ならばエステル達の方にも何人かＳＷＡＴが行っている可能性が高い。

　そして迂闊な動きを示せば間違いなく射殺される――

（射殺に対する抵抗感をなくす為に、話を大きくしてある……？）

　ただクラリッサ達を捕らえて身動きを封じるだけなら、核爆弾云々は必要ない。

　つまり核爆弾云々は、『核爆弾を使われたら大変だ』と警戒させる為――つまりそんな隙すきを許さないように、何か妙な動きがあれば即座に射殺して良い、とこのＳＷＡＴ隊員達に考えさせる為のものか。

『爆弾は何処だ？』

　改めてＳＷＡＴ隊員がボードを突きつけてくる。

　どうしたものかとクラリッサが途方に暮れていると――

「お姉さま？」

　ひょいと何の緊張もない様子で戸口から少女が――ルリが顔を出す。

　反射的に戸口近くにいたＳＷＡＴ隊員が彼女に銃口を向けた。

「……？」

　ルリはきょとんとした表情で自分に向けられた銃口を見つめている。

　いくら子供でも銃を向けられるという意味がわからない年頃ではないだろうに、その顔には怯おびえの色もなければ、焦りの色もない。彼女は不思議そうに――むしろ視線でその奥を探ろうとするかのように、まっすぐ銃口を覗のぞき込こんだ。

　クラリッサの背筋に、緊張の余り悪お寒かんが走る。

　ＳＷＡＴ隊員がほんの数ミリ指先を動かすだけで、銃弾がルリの眼を――そしてその背後にある頭蓋骨と脳を撃ち抜くだろう。

　だが……

「無駄ですよ。忠告しておきます」

　微笑を浮かべてルリが言う。

　大人に銃を突きつけられた子供の反応ではなかった。むしろ逆――子供に玩具の銃を突きつけられた大人のような余裕と――風格すらそこには感じられる。

　ふざけているのか。

　それとも――

「そのような無粋な道具で私を殺とることはできません」

　と言いながら、ルリは恐れ気もなく手を伸ばすと、自分に突きつけられているＭ４Ａ１突撃銃に触れた。ＳＷＡＴ隊員が咄嗟に発砲しなかったのは、さすがに子供に向けて引き金を引くのには躊躇があったからだろうか。

　だがあるいはＳＷＡＴ隊員は引き金を引くべきだったかもしれない。

　それがまったくルリの言うとおりに無駄だったとしても。

「おうっ!?」

　短く吼ほえてルリに銃口を突きつけていたＳＷＡＴ隊員が――銃を手放した。

　吊帯スリングに繋がれたＭ４Ａ１は、一瞬、空中に浮いてから、次の瞬間……まるで何かの手品でも見ているかのように、ばらばらに分解していた。

　いや。崩壊と言った方が正しいだろうか。

　ただ部品単位に分かれただけでなく、大きめの部品――銃身や銃床は、更に細かい破片に分断されてばらばらと床に落ちる。何らかの力が働いて、Ｍ４Ａ１を、破壊してしまったのである。

「――!?」

　他のＳＷＡＴ隊員達も、さすがにただごとではないとわかったのか、一斉にルリに銃口を向ける。次の瞬間――だが、彼等の銃は、揃って機関部から斜めに切り落とされて床に落ちていた。

「なんだ!?」

　ばらばらと――弾倉ごと切断された為か、発条バネや、薬やつ莢きようが零れ落ち、粉状の火薬が床の上に散らばった。

　そして――

「おいたはあかんで？」

　いつの間にそこにいたのか。

　ペプシ・コーラの自販機の横で、缶飲料を片手にルドが言った。

「……コーラ？」

　呆然とＳＷＡＴ隊員が呟く。

　銃の断面は、恐ろしい程に滑らかで……しかも何か茶色っぽい液体で濡れている。アメリカ人なら誰でもが御馴染みだろう、それは、明らかにコーラだった。

　つまり……

（え？　コーラ……で？）

　水に超高圧を掛けて噴出することで、鋼鉄をも切断する鋭利な刃物と成すことは可能だ。工業の分野では珍しくもない技術である。勿論、生身の人間に可能な技では断じてないが。

「げっぷ……」

　とルドは口をぬぐう。

　どうやら彼女はコーラを飲んでいるらしいのだが。

（まさか……まさか）

　つまりＭ４Ａ１突撃銃の機関部は、彼女が口から噴いたコーラによって切断された？

　馬鹿馬鹿しい。

　そんなことがあり得るはずが――

（…………でも）

　クラリッサは最近、鋼鉄をも切り裂く水の刃を見ている。

　あの――第二艦隊と榮太郎達との交戦の映像で。

　すなわち……

「ぐおっ？」

　クラリッサの傍にいたＳＷＡＴ隊員がうめき声を上げる。

　咄嗟に視線を向けると、彼は――腰の辺りを、締め上げられていた。

　細く短い、子供の手によって、だがまるで雑巾でも絞るかのように大きく……

「ぐ……が……？」

　どれ程の力だったのか、ＳＷＡＴ隊員はすぐに泡を噴いて気絶。

　彼を放したその手は、次の瞬間、別の隊員の横腹に――丁度、防弾ベストの隙間である――突き刺さり、これをまた悶もん絶ぜつさせた。

　言うまでもなく――ペルの仕業である。

「なんだ？　なんだ貴様――」

　残るＳＷＡＴ隊員達二名が身構えるが。

「はい。そこまでなんだナ」

　ぱん！　と掌をたたく音。

　反射的にそちらを向いたＳＷＡＴ隊員達は、次の瞬間、揃ってその場に崩れ折れていた。

　戸口の所に――ルリの背後に、エステルが立っていた。

　今の二人を気絶させたのもまた魔法なのだろうか。細かいことは勿論、クラリッサにはわからないのだが。

「エステル……」

　驚愕と安あん堵どの入り混じった声で魔法使いの名を呼ぶクラリッサ。

「なんというか、敵もさるもの、なんだナ」

　対してエステルは余裕含みの口調でのんびりと笑った。

「まさか手製核爆弾を持ち込んだテロリスト、なんて風にでっち上げられるとは思わなかったんだナ」

「…………それって」

　やはり情報操作か。

「やっぱり、情報を操作……捏ねつ造ぞうされてるんだナ」

　今の時代……一次情報、つまり自分の体験だけでは、人間はほとんど行動できない。誰かからの伝聞でしか知識を拡大できない。その結果として、情報操作に対して恐ろしく弱くなっているのだ。

「私まで魔法使い〝Ａ〟の一味扱いになるとは思わなかったんだナ」

「……それって私のことですか？」

　榮太郎を匿ったことで、クラリッサが彼の仲間として扱われるのは、まあ当然かもしれないが。彼女と行動を共にしているという事実からエステルも同類と思われたのか。

　あるいは――

「ひょっとしたら――」

　眼を細めるエステル。

「その、プロジェクト・バベルの中枢は、最初から魔法使いは全て抹殺するつもりだったのかもしれないんだナ」

「…………」

　魔法使い。常識の埒らち外がいの存在。

　彼等がこの世界に存在するだけで、『プロジェクト・バベル』の障害になるのは眼に見えているが――そもそもそれまで国防総省ですらその存在を現実として認識していなかった者達を、国家安全保障局や『プロジェクト・バベル』の推進者が問題視するなどということがあるだろうか？

「っていうか――それより、何なんですか、この子達!?」

　とクラリッサは三人の少女を示して言った。

　彼女等が眼に見えて何か超常現象的なことをした訳ではない。

　せいぜいがペルが徒と手しゆ空くう拳けんでＳＷＡＴ隊員を気絶させたくらいで――銃の分解も切断も、そこに働いた力や、それを誰が行使したのかはわからない。状況からルリが、あるいはルドがしたらしい、と思えるだけだ。常識的に考えればそんな非常識な力を、こんな十歳を幾つも超えていないような少女達が行使できると考える方がおかしい。

　それに――

「…………」

　クラリッサは眼鏡をずらして浄天眼で少女達を見てみたが、魔力の流れのようなものは特に見えなかった。

　しかし――

「人間じゃないのは確かなんだナ」

　とエステルは肩を竦すくめる。

「でも普段は内向きに魔力を折りたたんで外に出さないようにしているみたいで、浄天眼で見ても、ほとんど常人と変わらないはずなんだナ」

　エステルによると……この世界の物理法則というものはかなり強固で。

　これに反する現象を起こそうとすると大量の魔力が必要になるという。

　いってみればこの世界と異なる物理法則の下に生まれた異界の魔物達は、こちら側に存在するだけで魔力を相当量、消費する。そしてその魔力を強制的に封じ込められれば、存在していることすら難しくなるのだそうだ。

　榮太郎がつれていた大怪獣達が、結界で身動きを封じられ、最終的には塩となって崩れ去ったのも、存在そのものに必要な魔力まで奪い取られてしまったかららしい。

　だが……逆に言えば。

　この世界の物理法則に従う構造の依より代しろ――例えば人間同様の構造と生理機能を持つ『器』を用意してその中に自らを収納すれば、諸々の制限は受ける反面、封魔の結界にも反応しにくくなる。

　つまり――

「…………」

　改めてクラリッサは三人の少女達を見つめる。

　鋼の兵器を分解する能力。

　液体で鋼を切断する能力。

　身体に不相応な程の膂りよ力りよく。

　これはまるで……まるで。

「何なのあなた達？」

　思わず鋭い口調で問うクラリッサ。

　大きさがまるで違う。

　姿形も当然に違う。

　だがこれではまるであの、榮太郎が連れていた巨大怪獣達のミニチュア版ではないか。

「それは秘密やねん」

　とルドが悪びれた様子もなく言った。

「そういうことにしといてや」

「秘密って――」

「情報が情報として流通する為には」

　ルリが引き継いで言う。

「それを確定し、言語でパッケージングする者の存在が不可欠。逆に言えば『言葉にしない』ことこそが情報漏洩を防ぐ最大の手段です」

「…………」

　クラリッサは唖あ然ぜんとしてルリを見つめた。

　確かに……相手がネットワーク上で異常な程の情報干渉能力を持っていたとしても、ネットワークや端末に流し込まれない情報を弄ることはできない。あるいは人間の感覚や意識も同様で――『言葉』という情報流通用の『器』に放り込んで送り出さない限り、他人にそれは伝わらない。ネットワークを介して催眠術のように人間の意識をある程度まで操ることができたとしても、そもそも、誰もが口にしないような情報は、ネットワークに取り込むことすらできない。画像情報や音声情報を直接にデジタル・データとして取り込むことはできても――それを分析、整理して理解する為にはやはり言語が必要だ。

「何処でどうやって見ているか、聞いているか、わからないですからね」

　言ってルリが頷くと、ペルがＳＷＡＴ隊員達の持っていた通信機を集めて――その全てを握り潰した。細く繊細な――フォークとスプーン以上の重量物を持ったことなどなさそうな手が、まるで紙細工のようにあっさりと通信機を圧壊させる光景は、何か手品でも見ているかのような非現実感が漂っていた。

　ぱらぱらと砕けた外装と、電子基盤が床に零れ落ちる。

　それを見ながらクラリッサは呻くように言った。

「…………あなた達」

「この子達が正しいんだナ」

　とエステルが言った。

「まあ結果的には助けてもらったのだから、信用してもいいと思うんだナ」

「…………」

　溜め息をつくクラリッサ。

　もしこの少女達があの、榮太郎の大怪獣に繋がる存在だとしたら、確かにこれを敵視するいわれはクラリッサにはない。それどころか彼女らは、クラリッサを守ってくれていることにもなるだろう。

　だが――

「彼は……」

　クラリッサは言った。

　ずっと気になっていて――でも誰にも問うことができなかった事実。

　信じてはいるとしても、ただ信じ続けるだけではやがて気持ちが窒ちつ息そくする。

「彼は無事なの？」

「それも秘密」

　ぼそりとペルが答える。

　ルリとルドも揃って頷いてくる。

　言えない、ということなのだろう。

「…………」

　クラリッサは肩の力を落とす。

　彼女の背中を――慰なぐさめるようにぽんとエステルが叩いた。










第三章　アメリカの『敵』







　――『ローズフェラーの城』

　そこはそう呼ばれていた。

　勿論――実際にそこが城じよう砦さいである訳ではない。

　アメリカ最大、いや世界最大とも言うべき世界グローバル都市――ニューヨーク。

　経済のみならず政治的、文化的機能が集約されたこの街は、ある意味で首都ワシントン以上にアメリカを象徴する場所でもある。アメリカといえば自由の女神を思い出す人間も多かろうが、複数存在するこの『女神』の中でももっとも有名なのがニューヨークのものである。

　ともあれ……

　そのニューヨークの中央部にそびえるビルの一つ。

　それが『ローズフェラーの城』である。

　外見的には数ある高層ビルの一つに過ぎないが、実際にはそこは文字通りの牙が城じよう、アメリカのみならず世界経済に多大な影響を及ぼす重要人物が出入りする為、軍事基地並みの警備体制が敷かれ、ほとんど治外法権のような状態になっている。恐らく不ふ埒らちな目的を持って非正規の手段でこのビルに入れば、生きて出ることは極めて困難だろう。

　そのビルの最上階。

　ニューヨークのマンハッタン島を一望する一室に十数名の男女が集まっていた。

　円卓を囲んで座っているのは、年齢も性別もばらばら――老人もいれば明らかに未成年の子供もいる。唯一の共通点は全員がユダヤ系人種であるという点くらいであろう。

　一体これは何の集まりなのか。

　外部の者は首をひねらざるを得ないが――

「――エステルが離り反はんしたとの話だが」

「離反？」

　誰かの言葉に別の誰かが応じる。

　誰が発した言葉なのかはよくわからない。そもそも出席者達は互いに目を合わせているわけでもなく、それぞれ、勝手に本を読んだり、パソコンをいじったり、タロットカードを円卓に並べてみたり、あるいは居眠りしている者さえいる。

　これで会議が成立するのか、と常識的な人間ならば疑問に思うところだが――

「あの御ご老ろうがか？　考えにくいことだが？」

「離反とはそもそもどういう意味か？」

　……どうやら問題はないらしい。

　居眠りしている者すら、寝言のような口調で――しかしきちんと会話に参加していた。

　どうも世間的な常識は此こ処こでは一切通用しないようだった。

「――アメリカの、そしてローズフェラーの利にならぬ行動に出ているという意味だ。離反が納得しがたければ、いっそ『裏切り』といっても良い」

「エステル老は国防総省の方に例の一件で出向していたはずだが」

「現在は行方不明――いや、こういう状態になっている」

　誰かがそういうと同時に、壁際にあるスクリーンに光が点る。

　録画らしいニュース番組が映し出され、そこに、エステルの顔があった。

「――テロリスト？」

「エステル女史がか？」

「これは一体何の冗談――」

　円卓の参加者が口々に言う。

　驚くというよりも呆あきれている口調が多い。

　彼等にとって大抵の物事は驚くに値しない。常識という『思い込み』の外側に住む者にとって、森しん羅ら万ばん象しようは『何でもアリ』――何が起きても不思議はないからだ。

　ただ――

「冗談ではない。少なくともこれは数時間前に報道された本物のニュースだ。エステルは現在、テロリストとして全米に指名手配されている。警察のみならず軍も彼女の行方を追っているようだ」

「…………何なのだこれは？」

　淡いざわめきが円卓上に広がる。

　彼等も状況を把握しきれていないのだ。この数日――例の『恐怖の大王の侵略』からこっち、アメリカ全土が大なり小なり混乱状態に陥っており、ローズフェラーの重じゆう鎮ちん達も、その渦と無関係ではいられなかったのである。

「彼女がテロなど――」

「だが酔すい狂きようが好きだからなエステル女史は」

「おふざけにしては、今ひとつ無ぶ粋すいだが」

「とにかく――」

　まとめるように一人が言った。

「政府から――軍から要請が来ている。エステルを倒すために手を貸せと」

「…………ふうむ？」

「エステル様がアメリカの『敵』ひいてはローズフェラーの『敵』となられたのなら、我等ローズフェラーの守護者としては、彼女と敵対せざるを得ない」

「だが敵対と言ってもあのエステル老だぞ？」

「まあ一人では難しかろうな。三名ばかり派遣して三さん位み一いつ体たい結界で彼女の力を封じる」

「それでも完全封殺は難しかろう？　あのエステルだぞ？」

「魔力を半減させるだけで十分だ。直接の始末はアメリカ軍がつけてくれる。我々はあくまで彼女とアメリカ軍が対等に戦えるようにお膳立てしてやるだけでいい」

「…………」

　円卓の上にまたざわめきが広がる。

　やがて――

「いいだろう」

「異議なし」

　そう告げる声が幾つか。

　反対の声は――上がることはなかった。




　　　　　●




　ひょいと白く小さな両手が黒猫を挟み込んだ。

　何のけれんも含まぬ何気ない仕草である。

　だが――その結果は驚くべきものだった。

　どう考えても両の掌てのひらだけでは隠しきれないであろう黒猫の姿は、その瞬間に見えなくなって――次の瞬間、開かれた掌の上には、鴉カラスが一羽、とまっていた。

「…………」

　さすがにクラリッサももうこの程度で驚くようなことはない。

　そもそも以前、彼女はエステルがこの黒猫の首を切り落とし、また何事もなかったかのようにくっつけてしまうのを国防総省で見ている。この黒猫が見た目どおりの生き物ではないことを――ある意味では生き物ですらないことを、彼女は知っていた。猫が鴉に変わるくらいは何ほどのこともない。

「――いっといで。なんだナ」

　ひょいとエステルが鴉を頭上に放り上げる。

　黒い鳥は空中で姿勢制御をするかのように大きく二度、三度と羽ばたくと――そのまま東の方へと向かって飛び去っていった。姿形は確かに鳥そのものなのだが、明らかに羽ばたいて出せるとは思えない飛行速度である。途中で誰かが目撃すれば仰天するに違いない。

「きちんと連絡が届くと良いんですけど」

　小さくなっていく黒い鳥の姿を見送りながら、クラリッサは言った。

「余程のことがない限りは大丈夫なんだナ。鴉に見えても生き物じゃないんだナ」

　とエステル。

「死ぬことを前提に『生き物』を定義するなら、決して死なないアレは生きてもいないんだナ。この世界とは異なる理ことわりに依存しているから、この世界の『死』はアレには適用できない――けれど、まあ封じることはできるんだナ」

「はぁ……」

　わかったような、わからないような。

　魔法使い達の語る細かい理屈については、既に理解することを諦めているクラリッサであった。基本的な視点が違いすぎる。

「それよりも問題はこっちなんだナ」

「まあそうかもしれません」

　改めて車に乗り込みながらクラリッサは頷うなずいた。

　ＳＷＡＴに襲撃されてから半日――クラリッサ達は早々にガソリンを補給してガソリンスタンドを離れた。ＳＷＡＴの者達はエステルが全員、ある種の魔法を掛けて、一定時間の記憶を消した上、ガソリンスタンドの近くに停めてあったＳＷＡＴ装甲車の中に放り込んできた。恐らく今頃は眼が覚めて、自分達がどうしてこんな所にいるのかと首をかしげていることだろう。

　だが……これでクラリッサ達を追う者がいなくなった訳ではない。

　ＳＷＡＴに命令を出した者達は、相変わらずこちらを捜しているだろうし……更にその上の者達も同様だろう。何ど処こからこのおかしな命令が生じているのかはわからないが……

「このままアラモゴードまで行ってよいのかどうか」

「待ち構えている可能性は高いんだナ」

「ですよね」

　一応、上司であるゴードン・ハミルトンにはアラモゴードに行くと伝えてある。

　彼が情報を漏洩したとも思えないが、恐らく、コンピュータに記録はとってあるだろう。それをハッキングされて、『敵』に知られた可能性が高い。

「まあとりあえずは」

　エステルはしかし気楽に笑った。

「一般人相手なら大丈夫なんだナ」

「え？」

「さっき、魔法を掛けたんだナ。私とクラリッサには」

「……魔法？」

　ふと眼鏡を少しずらして見てみると――自分の身体がまるで燃えるように紅い揺らめきをまとっているのが見えた。

　クラリッサの浄天眼グラムサイトは魔力を『紅』色として観る。

　それはつまり、自分の身体の周りに何らかの魔力が存在しているということなのだが……

「鏡を見てみるんだナ」

「…………」

　ふと車のバックミラーを覗のぞき込こむ。

　そこには……あろうことか、髭ひげ面づらの中年男が二人、映っていた。

「なんです、これ……？」

「普通の人間には私達はそーいう風に見えているんだナ。例外は私達や、魔力を以もつて本質を見ることができる者――魔法使いや、浄天眼持ちの類たぐいなんだな」

「はぁ……」

　確かにこれならばクラリッサ達とは認識されないだろう。

　しかしむさ苦しい感じの中年男に偽装されるというのも、なんだか妙な気分である。

「とりあえずはアラモゴードに向かうべきなんだナ。妨害が入るってことは『敵』は私達に来てほしくないと考えているんだナ」

「……そうなります、よね」

　クラリッサは頷いてエンジンをかける。

『敵』はアラモゴードにいると自ら宣言したようなものだ。

　クラリッサ達の乗るピックアップ・トラックは、再び、砂さ塵じんを舞い上げながら延々と続く道路を走り始めた。
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　轟ごう々ごうと爆音を撒き散らしながら鋼鉄の羽虫が往ゆく。

　四枚の――尾翼部も含めれば八枚の――翅はねを激しく回転させながら空を飛ぶその姿は、地を這うしかない歩兵や戦闘車両からすれば恐怖そのものである。ほとんど一方的に獲物を殲せん滅めつする為に30ミリ機関砲チエーンガンを筆頭に、各種ロケット砲やヘルファイア空対地ミサイル等を積み込み、重装甲の主力戦車ＭＢＴですら、容易たやすく葬る。

　ＡＨ‐64Ｄ――〈アパッチ・ロングボウ〉。

　世界最強といわれた攻撃ヘリ〈アパッチ〉の派生型――というより各種機能を強化された最新バージョンである。強化されたレーダー・システムを積むその鼻先と、操縦席が構成する面構えは、『鳥』というよりも『蜂』の印象に近い。

「――もう一度言う。目標は白のシボレー・シルバラード、ピックアップ・トラックだ」

　機長は僚機や射手ガンナーに向けて確認するように言った。

「乗り手は若い女二人、だが強力な感染力を持った細菌兵器持参のテロリストだ。街に入る前に『殺菌消毒』するのが我々の任務だ」

『了解』

　ほぼ同時に射手や僚機からの返事が来る。

　彼等はアメリカ南方陸軍司令部に命じられて、『凶悪なテロリスト』を殲滅する任務を遂行中である。テロリストは若い女二人。一人は国防総省に勤めていたが、母国を裏切った極悪人であり、海外で生産された細菌兵器を国内に持ち込んだという。

　対象が若い女であることについては、彼等にとってまったく障害には成り得なかった。

　最新型の兵器の扱いは実のところ、ビデオ・ゲームと大差ない。相手の声を聞くことも、顔を見ることもなく、火器管制装置が正確に照準し、遠距離からこれを撃破する。そこに『殺傷』という実感などあるはずもなかった。

　搭載するミサイル、あるいは70ミリロケット砲を撃ち込んで細菌兵器ごと焼き尽くす。

　それが最善手だった。

「急げ、急げ！　腐ったテロリスト共に『地獄の業火ヘルフアイア』をお見舞いしてやるぞ！」

『了解ヤー！』

〈アパッチ・ロングボウ〉の乗組員達は自らを鼓こ舞ぶするかのように吼ほえた。
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　その爆音がヘリのものであることに気づいた瞬間――クラリッサは車を停めて窓を開け、遙はるかな空を見上げた。

　時刻は既に黄昏たそがれ時どきに入りつつある。

　眼に映るもの全てを橙色に染めて、地平線の向こう側に沈む、巨大な太陽。

　それを背に――小さな黒い点が二つ、近づいてくる。

　眼を細めても未いまだそれは機種まで特定できるような大きさではなかったが……

「攻撃ヘリなんだナ」

　エステルが事もなげに言った。

　だが――

「ちょっとまずい――かも」

「え……？」

　先程は、一般人相手なら大丈夫と、エステルは保証していたではないか。

「恐らく、攻撃ヘリとなると、私達個人を目視で狙ってはこないんだナ。多分、車を特定してこれを丸ごと撃破――なんだナ」

「……！」

　確かにそれはその通りだろう。

　車を捨てて――とも一瞬考えたクラリッサだったが、恐らく、攻撃ヘリの各種感知器センサーは既にクラリッサ達を捉えている。今ここで高速移動の手段を放棄するのはむしろ自殺行為だった。

　無論、乗ったままでも、車がヘリの速度を超えられるはずもないが。

「私達、核兵器持ってるってことになってるんですよね？」

　そんな相手を機関砲やロケット砲で攻撃してきたりするだろうか？

　核爆弾そのものは爆発しないとしても、核物質がばらまかれればただでは済むまい。それとも世界最初の核実験が行われた、トリニティ実験場も近くにあることだし、今更かまわないと考えているのか――

「今でもそうかどうかわからないんだナ」

　エステルは肩を竦すくめる。

「あるいは軍と警察で与えられた情報が違うかも。なんだナ」

「…………」

「さてどうするか、なんだナ」

「何か方法は……」

　少しでも時間を稼ごうと、クラリッサは再び車を発進させ、アクセルを床まで踏み込みながら問う。

「んー。さすがに大規模な攻撃魔法の持ち合わせはないんだナ。前にも言った通り、私達は防衛系の魔法に特化しているんだナ。まあ――防御陣の魔法もないことはないけれど、それも事前の仕込みがあってこそで、今即席でどうにかなる魔法の場合、機関砲とか雨のように撃たれたら、さすがに耐えるのは無理なんだナ」

「…………」

「ここはやっぱり、そこの三人に頼むんだナ」

　と助手席から後部座席の少女達を振り返るエステル。

　つい半時間前にはＳＷＡＴを瞬く間に無力化した少女達は――

「ええで」

「喜んで」

「――ん」

　揃そろって自信たっぷりに頷いて見せた。
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〈アパッチ・ロングボウ〉の機長は一瞬、己の眼を疑った。

　問題のテロリストの乗る車を捕捉し――これに攻撃すべく対地攻撃ミサイルの安全装置を外した、その瞬間のことである。

　目の前に子供がいた。

　少女だ。恐らくは十二、三歳といったところか。

　黒髪黒瞳の、愛らしい顔立ちで、恐らく顔立ちから判断するにアジア系なのだが、肌は雪のように白く――

　――いや。

　年齢や性別や容姿など、この際問題ではない。

　問題なのは、飛行中の攻撃ヘリの、すぐ目の前に――高度三百フィート以上の空中に、生身の人間が存在しているそのことだった。

　落ちてきたのではない。

　跳び上がってきたのだ。

　インパラですら不可能な高さ――翼持たぬ生き物には絶対に不可能な高さを。

「ば――」

　馬鹿な、というその一言を発する時間すら機長には与えられなかった。

　飛行中の〈アパッチ・ロングボウ〉の上、操縦席のその前、機体の鼻先に平然と取り付くと、その少女は長い黒髪を風になびかせながらにっこりと笑う。

　その掌がぺたりと機体に押し付けられた。












　次の瞬間――

「――!?」

　何か悪お寒かんのようなものが走る。

　操縦席にがっちりとベルトで固定されていたはずの身体が、大きく揺れる。

　そして機長は――

「なッ!?」

　自分が空中にいることに気づいた。

　一瞬前まで確かに座っていたはずの操縦席が、ない。いや。正しくはそれらが全て分解して空中に散らばっていく。そして自分と射手もその部品と同様に空中に投げ出されているのだった。

　爆音も火炎もなく。

　世界最強の名をほしいままにしてきたアメリカ陸軍自慢の攻撃ヘリは、空中でただの部品の群れと化していた。

「――ッ！」

　悲鳴すらまともに出ない。

　だが……

「ごめんなさいね」

　少女がそう言うのが聞こえた。空中落下の最中、轟ごう々ごうと耳元で唸うなる風切り音の為に、話し声など聞こえるはずはないのだが。

　次の瞬間、虚空を蹴って少女が移動――機長と射手の襟首を摑つかむ。

　三人揃って落下する、と思われたその瞬間、しかし、落下速度は急激に落ちて……機長達は自分達が何処も打つことなく地面に下ろされたことを知った。

　一体どうやって？

　この少女は空でも飛べるのか？

　呆然と少女を見つめる機長。少女の向こう側では、僚機が真っ二つに切り裂かれ、やはり落下するのが見えていた。こちらもなにやら乗組員二人が地面に激突する寸前、小柄な人影が跳躍してこれを捕まえ、そして抱えたまま着地するのが見えた。

　一体これは何だ。

　ありえない。

　こんな――

「はいはい。ご苦労さんなんだナ」

　そんな声が聞こえたかと思うと、次の瞬間――機長の意識は闇に呑まれた。




　　　　　●




『それ』は人間ではないが、人間のことはとてもよく把握していた。

　その生理的機能は勿論――そこから派生する各種の心理的な作用まで一通りである。少なくともそれを分析し、整理し、応用する段階にまでは『それ』は達していた。『完全に理解した』と慢心するような感情は『それ』にはないが、おおよそ『それ』は情報の網を通じて、人間社会を望む形に操れるようにはなっていたのだ。

　だが……そんな『それ』にも今尚、断片的にしか理解できないものがある。

　それが人間達が『魔法』と呼んでいる技術体系であり、それに付随する人間の心理作用であった。大多数の人間はその実在を信じてもいない癖に、何らかの極限状況ではこれに期待するような言動を示す。

　この『魔法』が、どういう技術体系なのかは今もって『それ』には把握できない。

　だからこそ『魔法』と『魔法を使う者』は危険だと判断した。『それ』が把握できない以上、世界の統一には危険因子として残ってしまう。管理された恒久的平和の為には『それ』は『魔法』を何らかの方法で完全把握するか、さもなければ、完全に排除するかしかない。

『それ』は二つの方向性を同時に模索していた。

　一つは勿論――『魔法』とこれを使う者の排除。

　もう一つは――『魔法』の解析と再現。

　後者は遅々として進まなかったが、『恐怖の大王』とローズフェラー系魔法使い達との戦いを詳細に観察し、理解はできなくとも、近似の方法を手にすることはできた。応用が利きくレベルではないが、何とか使える――テレビの構造も知らず、壊れても修理はできないが、とりあえず使うことはできる者のようなものである。

（認識。行使主体としての『自意識』の必要性。検討。試行）

　魔法行使の為に仮想的に作り上げた『自意識』で『それ』は考える。

　いや。『それ』は今や指示語だけで語られるものではなかった。

　自意識には器が必要だ。

　それを収めて他との境界を成すものが。

　故ゆえに誰に名乗ることもなく――しかし『それ』は自らを名づけた。

　膨大なデータベースの中から抽出した単語を以て自らを定義付けるのだ。

　すなわち――

（我が名は〈ニムロッド〉）

　深い深い闇の底で『それ』は自らに対してそう宣言した。

（我は世界を統一するものである。恒久的な平和の為に）
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　アラモゴードの街に入るのは危険だった。

　既に情報操作でクラリッサやエステルがどんな罪状を以もつて指名手配されているのかもわからない。挙あげ句く――陸軍は、攻撃ヘリまで繰り出して彼女らを抹殺しようとしてきた。迂う闊かつに街中に入ればどんな攻撃を受けるかもわからないし、街の人間を巻き添えにする可能性も少なくない。

　だがその一方で――件の『黒幕らしい相手』の居場所を特定するには、やはりネットワークに頼らざるを得ない。故にクラリッサは街の近くに車を止め、何とか無線ネットワークの電波が拾える距離から、改めてネットワークにログインすることにした。

「……接続業者のログと、契約者一覧を拾えれば何とか住所までは特定できるんですが、どうもこれは……」

「むずかしいのかナ？」

「いえ。そうではなくて」

　途方に暮れた表情でクラリッサはノートパソコンの画面をエステルの方に示した。

「どうもいくつもの手段を――有線と無線を混在させている上、有線の方は回線に何処からか物理的に介入をしているようで。正規の記録にはないんですよ」

「つまり……」

　エステルは首をかしげて言った。

「インターネットの物理的な、ケーブルに、何か情報を出し入れする為の、中継器みたいなのを嚙かませている感じなのかナ？」

「ええ。それこそ〈エシュロン〉の盗聴プランにはそういうものもあったんですが」

　クラリッサは解析ソフトを走らせながら言った。

「無線も併用してる関係上、大まかにですが、位置は特定できるんですよ」

　携帯電話の無線電波をどのアンテナが拾うか、どのアンテナがより電波が強く拾えているか、によって相手の位置を特定することはできる。自らの位置を特定するか、相手の位置を特定するかの違いがあるだけで、基本的にはＧＰＳと類似の技術である。

「ただ、それが……その……変な場所というか、ありえない場所というか」

「ふむ？　何処なんだナ？」

「――年に二度ばかり開放されているはずですけど、普段は無人のはずで」

　躊ちゆう躇ちよしながらクラリッサは言った。

「ホワイトサンズ・ミサイル実験場の――元トリニティ実験場です」
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　トリニティ実験――それは一九四五年に行われた人類初の核実験だ。

　マンハッタン計画によって作り上げられた爆縮型プルトニウム原子爆弾の起爆実験がアラモゴードに本拠を置くホワイトサンズ・ミサイル実験場において行われた。

　この年の七月一六日を境に人類は『核の時代』に入ったとも言われ、全ての核関連技術は此処から、始まったといっても過言ではない。この日から一カ月を待たずして当時のアメリカの敵国である日本に二発の原子爆弾が投下され、更に六年後には世界初の原子力発電が成功する。

　初めての原子爆弾はＴＮＴ火薬換算で一九キロトンの破壊力を発揮したという。

　この実験を成功させた際、実験責任者のケネス・ベインブリッジは「これで俺達は皆揃って糞ったれだ」と言い、マンハッタン計画の中枢をなしていたＪ・ロバート・オッペンハイマーはただただ「機能した」と漏らしたといわれる。

　そして……
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　荒野の夜は冷える。

　乾いた岩や砂は熱し易く冷め易い。それはつまり保温性能が低いということであり、陽の当たっている間はやたら暑くなる一方で、熱供給が絶たれると急激に冷え込んでしまうということである。もっと極端な場所――例えば空気すらない月面では、隣り合う日向と日陰の温度差が百度以上ある、などという状態が生じることになる。

「……寒っ」

　呟つぶやきながらクラリッサは焚き火に手をかざす。

　彼女達一行は――長々と伸びる道路脇に車を停めて、一夜を明かすことになった。

　本来ならば、保温の意味でも、危険な動物・昆虫を避ける意味でも、車内でそのまま寝る方が良いのだろう。だが、ずっと運転続きで、身体がシートの形に固まってしまったような気がして、クラリッサは一度、大きく伸びのできる場所に出たかったのだ。

　焚き火の周りにはエステルとルリ、ルド、ペルの姿もある。

　ヒッチハイカーの少女達は――

「…………」

　三人揃って寝ていた。

　焚き火の傍で、身を寄せ合って眠る少女達は……まるで子猫のようでとても可愛らしい。どうやら三人の中では一番、ルリが上というか、お姉さん的立場にいるらしく、真ん中にルリを置いて、彼女にルドとペルがしがみ付く、という状態になっていた。

　彼女達をしばし、苦笑含みで見つめるクラリッサ。

　とてもＳＷＡＴ隊員や戦闘ヘリを瞬く間に無力化して見せた『怪物』には見えない。

「――さて」

　クラリッサは予あらかじめ下ろしておいたコンテナ・ケースを引き寄せた。

　ダイアル式の錠じようを外すと、蓋ふたを開く。

　クッション材にはさまれて中に入っていたのは、ベネリＭ１０１４散弾銃シヨツトガン、Ｍ４Ａ１突撃小銃アサルトライフル、それぞれ二挺ずつである。ショットガンは近接戦闘用、ライフルは中距離から遠距離戦闘用だ。〈オフィサーズ〉以外は軍から借り出してきたもので、二挺ずつというのは予備を含めての数である。

「えーと……弾は」

　呟きながら同じケース内に入っていた弾薬箱を引っ張り出す。

　正直言って、あまり銃の類は上手くないクラリッサだが……だからといって非武装で動き回るのはあまりに無用心というものである。ちなみにいくら特務情報武官だからといっても、装塡状態の銃を航空機に載せる許可は取れなかった為、銃器の弾倉はすべて空っぽの状態だ。

「……あんまり役に立つとは思えないんだナ」

　と焚き火の向こうからエステルが言って寄よ越こす。

「人間相手ならともかく。戦闘ヘリまで持ち出してくる相手には、ほとんど意味なしなんだナ」

「それはそうかもしれませんけど」

　クラリッサは苦笑しながらもショットガンに実包を詰めていく。

「できる準備はしておきたいんです。無駄に思えても」

　効率が良いとか悪いとか。

　無駄とか無駄でないとか。

　そういう画一的な見方で可能性を切り捨てると――いつか足をすくわれるのではないかとクラリッサは思う。たとえそれが自己満足や迷信的な『お守り』『縁えん起ぎ担かつぎ』に過ぎなくても、そのことで精神的な安定を得て、より確実に全力を出せる状態に自らを持っていけるなら、それは無駄ではない。

　それに……

「子供に頼りっぱなしっていうのも、やはり気が引けて」

　とクラリッサは眠る少女達に視線を向ける。

　何か感じるものでもあったのか――気がつけば、ルリだけが少し眠そうにしながらも、瞼を開いてこちらを見ていた。

「あ。ごめんなさいね。起こしちゃった？」

「……構いません」

　と眼をしょぼしょぼと瞬かせながらもルリは言う。

　子供らしからぬ礼儀正しさというか――言葉遣いの物腰である。

　そんなルリを一いち瞥べつしてから……

「見た目通りのモノじゃないのは知ってるはずなんだナ」

　そんなことを言ってくるエステル。

　そう。この魔法使いの言うことは正しい。

　恐らくこの少女達は榮えい太た郎ろうの連れていた怪物三体の化身だ。何をどうやったら戦艦よりも巨大な怪獣が、こんな可愛らしい少女に変化するのかはまったく謎なぞだが――少なくともその能力は同じであるし、問うても三人は否定しない。

　アパッチを撃墜して見せたことからもわかるように、この少女達は、恐らく銃で武装したクラリッサの数十倍、数百倍の戦闘能力を持っているだろう。実利ということを考えるなら、戦闘は彼女等に任せておいた方がいい。恐らく榮太郎も、そう考えて彼女等をクラリッサの所に寄越したのだろうし。

　ただ……

「見た目に囚とらわれるのはまずいんだナ」

　とエステルが重ねて言う。

　彼女が言っていることが正しいのは理解できる。

　だが――それでも。

「怪物だからって、好き勝手にこき使って良いことにもならないと思います」

　とクラリッサは言う。

　確かに表面的な姿形で相手の中身を推し量るのは危険だろう。

　だが『普通じゃない子』というレッテルを貼られて両親に疎うとまれてきたクラリッサとしては、『怪物だから』の一言で相手のことを理解したような気になるのにも抵抗があった。

　自分は確かに浄天眼グラムサイトの持ち主で、普通ではないかもしれないが。

　だからといって中身まで――心のあり方まで普通ではない訳ではなかった。だからこそとても辛つらい想いをしたし、いっそ心まで普通でなければ楽なのにと思ったことだって何度もあった。

　だからこそ……

「この子達の振る舞いを見ていると、普通の女の子にしか見えないんですよね」

　丁度、ルリにしがみついたまま眠るルドが、むにゃむにゃと言葉にならない寝言を漏らす様を見ながら、クラリッサは言った。

「ふむ？」

　首を傾げるエステル。

「それは装われたものかもしれないんだナ？」

「それはそうかもしれませんけど。装うことで生じる中身というものもありますし」

　精神は行動に現れる。

　内面と外面は同じではなくとも繋がってはいる――クラリッサはそう思う。ならばそれが最初は形だけの行動だったとしても、それをなぞり続けることで、中身を伴うようになることだってありえるのではないか。

　良くも悪くも双方向性。

　ならば――

「…………ふむ」

　興味深そうに笑うエステル。

「な……なんですか？」

「魔法使いの素質、あるかもしれないんだナ」

「え？　私が、ですか？」

　眼を瞬かせるクラリッサ。

　何をどうしたらそんな話になるのか――

「このゴタゴタが終わったら、一度、お試しで修行でもしてみるんだナ。そろそろ、弟子の一人も欲しいと思っていたところだしナ」

　そう言ってエステルはにっこりと笑う。

　そして――

「…………」

　ルリは何度も何度も眼を瞬かせながら、クラリッサを見つめていた。
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　それは牢獄に等しい場所だった。

　単純に施設としてみれば――むしろそこは充実しているともいえる。

　年間を通して二十四時間、快適な温度や湿度に空調が成され、清掃も徹底的に行われる為、雑菌だの何だのが繁殖するような不潔さはない。

　食事も栄養管理が行われているし、時間を持て余せば、ビデオ・ゲームをしたり本を読んだりすることもできる。無論、ネットワークに繋がるパソコンはないし、本も研究員達が厳選したものしか存在しないのだが。

　生きていくには特に不自由はない。

　だが――根本的な意味で、ここに自由はなかった。

　病室のように白い部屋。

　ただひたすら清潔なだけの――容器。

　アメリカ兵器開発の恥部、冷戦時代に膨大な予算を投じながらも、あまりに不安定で量産の効かない代物しか作り出すことのできなかった部署の――残ざん骸がい。

　即ち、超能力兵士開発計画の残り滓かすがこの施設であり、そしてその中に、籠かごの鳥の如ごとく囚われている少年少女達であった。三人の少年兵達は、住民登録を抹消され、社会保険番号も抹消され、書類上は存在しない『死人』である。非人道的な兵器開発の被害者そのものだが、だからこそ、政府は彼等の存在を外部に出さぬように、飼い殺しすることを決めたのである。

　だが――

「……ガント。ミハイル」

　額ひたいに絆ばん創そう膏こうを貼った少女兵士が、同じ部屋で白いソファや床に寝転がっている少年兵士達に声をかける。二人は無言で身を起こした。

「私達はアメリカの敵を倒したんだよね」

「……そうだ」

　とガントと呼ばれた色黒の少年兵士がぼそりと呟く。

「俺達は、勝った」

「どうしたの？」

　ミハイルと呼ばれた少年兵士が不思議そうに尋たずねる。

「……勝った、はずなのに」

　少女兵士は呟くように言った。

「何にも、変わらないよね」

「…………」

「…………」

　少年兵士二人は顔を見合わせて――そして言葉に詰まった。

　ずっと文字通りに飼い殺しの人生だった。

　生き残れただけでも他の実験体よりマシ、そう言い聞かせてはきたものの、具体的な未来の描けない人生は、ひどく退屈で、考えることに行き詰まっては、しばしば自分達の存在理由について疑問を覚えることになった。

　このまま自分達はこの白い部屋からほとんど出ることもなく一生を終えるのだろうか。

　そう思うと――自分達の前に横たわる茫漠たる未来が、ひどく暗いものに思えてしまう。

「仕方が、ない」

　ガントが唸るように言った。

「俺達は――規格外、品」

　自分達が普通の人間と違うということは理解していた。

　超能力。即ち――超絶的な能力。

　それを持っていることそのものが、一般人との断絶であり、『違うもの』であるということの証だった。そして規格外のその力は、社会を維持する上で障害に成り得る。法体制も政治組織もその他諸々も――人間社会は『超能力者』がいないことを前提にして成り立っていて、それは既に強固で、動かし難がたい。

　完全に組み上げられたシステム。

　だからこそ想定外の異物はその稼動を阻害する。

　規格品の中に紛れ込んでしまわないように、除のけておかねばならない――それが超能力者達であった。

　だが……

「私達は戦う為に作られた。それはもうどうしようもない事実だけど」

　少女兵士は言った。

「でも戦って勝っても、何も、変わらない」

「…………」

　ようやく与えられた存在理由。

　アメリカの敵を葬ほうむること。

　確かにその時、彼等三人は『この時の為に生まれてきたのだ』と高こう揚ようし、文字通りに命懸けでことに当たった。此こ処こで死ぬなら、それが自分達の運命であり存在理由であるのだと。

　だが……

　戦いに勝ち。

　生き残って。

　けれど――彼等に与えられたのは再び先の見えぬ倦けん怠たいの時間。

「こんなの、生きてるって言わないよね」

　少女兵士はガントとミハイルを順に見て言った。

「何が、言いたいの？」

　と言いつつミハイルはそっと己の額に指を這わせる。

　彼の超能力は精神感応の方面に特化している。ひどく限定的だが、時に『時空間』すら騙だましてのける彼の超能力は、電子回路の向こう側、監視装置を用いて彼らを観察している研究員の意識にすら干渉することが可能だ。

　ミハイルは研究員の意識に『前後十分間の記憶破棄』を命じる。

　勿論、複数の記録装置が超能力兵士達を監視しているので、これは、あくまで一時的なものでしかない。後で記録を調べられれば、彼らが何を喋っていたか、ばれてしまう。研究員達も馬鹿ではない。

　だが――

「次に何かの機会があったら」

　少女兵士は言った。

「逃げよう」

　この部屋から直接逃げるのはおよそ現実的ではない。

　二重三重の警戒装置が存在する上、超能力兵士達の体には、位置や生体情報を記録する超小型チップが埋め込まれている為、すぐに見つかって捕まえられてしまうだろう。

　だが――施設外に出撃する時。

　その際には警戒装置は勿論、一時的に、〈ブラック・スフィア〉内の機器との干渉を避ける為、チップの機能も停止される。その時であれば、三人の力を用いることで脱走は可能かもしれない。今回の戦いで彼等はそれを知った。

　ただ――

「……何処へ？」

　ガントが問う。

　既に生みの親さえも、彼等の存在を忘れ果てているだろう。

　寄る辺なき脱走兵達は、一体、何処を目指せばよいのか。

　しかし――

「何処でもいいよ」

　少女兵士は微笑する。

「三人一緒なら。何処だって行けるよ。何だってできるよ」

「…………」

「…………」

「誰も認めてくれないけれど。私達は、アメリカを救った英雄なんだから」
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　部外者からは、アラモゴードの街とトリニティ実験場はしばしば互いに括り付けて語られることがあるが――実際には百キロばかり離れている。そもそも荒野が大半をしめるこの地においては、他に街もない為、一緒くたにされてしまうことが多いのだ。

　クラリッサ達は、とにもかくにもトリニティ実験場へと向かうことになった。

　核兵器の影響――放射能の残留が気にはなったが、同型の核爆弾が使用された日本において、広島も長崎も現在、問題なく人が住んでいることを思えば、問題はないとクラリッサは判断した。更にエステルも防御用の結界を展開できると請け合ったのである。

　だが……

「――って」

　遙かな道の彼方。

　そこに見えるものが何なのか――最初、クラリッサにはわからなかった。

　まるで地平線が泡立つかのように砂煙が横へ横へと広く立ち上ってる。

　大軍勢が押し寄せてくるかの如く――

「大おお袈げ裟さすぎでしょう!?」

　悲鳴そのものといった声でクラリッサが言った。

　如く……ではない。

　それは大軍勢そのものだった。

　横一列に並び、轟ごう々ごうと砂さ塵じんをいく筋も巻き上げながら迫る、大量の陸戦兵器。

　何処からどうやってこの短期間に運んできたのか――戦車、装甲車、それらがトリニティ実験場を背にしてこちらに向かってくるのだ。Ｍ１エイブラムス主力戦車ＭＢＴの姿すら確認できた。更に何処からか響いてくる爆音は、辺りを飛び回る攻撃ヘリや対地攻撃機のものか……

「光栄なんだナ」

　むしろエステルは笑う。

「それだけ『敵』は私達を脅きよう威いだと感じているんだナ。こんな無茶をしてでも抹殺したいくらいに」

「それは……」

　その通りかもしれないが。

「それとも『敵』の情報操作能力では、こんなものは無茶の部類に入らないのかもナ」

「…………」

　とにかく相手の思惑がどうであれ……クラリッサ達は目前にまで迫った大軍勢に、どう対応するのかを即断する必要がある。

　今すぐ引き返すべきか。

　それとも――

（戦う？　さっきは確かに攻撃ヘリ二機をあっという間に撃破しちゃったけど……）

　さすがにいかにルド、ペル、ルリの三人が超常の力を持っているといっても、今は子供の姿で、しかも司令官たる榮太郎はいない。あの大戦力を前に、しかもクラリッサ達を守って戦えるかどうかは甚はなはだ疑問だった。

　だが――

「逃げるという選択肢はないんだナ」

　平然とエステルは言った。

「いままでのことを考えると、何処に逃げても状況は変わらないんだナ」

「……それは、確かに」

　この短期間に何十という戦車や装甲車、戦闘ヘリや攻撃機を用意してのけた相手だ。何処に逃げようとも情報操作でクラリッサ達の行く手には軍隊が配置され、攻撃してくるだろう。そう考えればむしろ、他人を巻き込む可能性がない分だけ、此処は街中よりも気楽で自由に動ける。

「……任せて」

　ぼそりと言ったのは後部座席のペルである。

「ペル――ちゃん？」

「クラリッサも、エステルも、うちらが守ったげるから」

　と後を継いで笑うのはルドである。

「その為にうちらはいるんやで？」

「本来の力はまだ出せませんが」

　更にルリが継いで言う。

「貴女あなたを目的地まで守るくらいならば何とか」

「頼もしい護衛なんだナ？」

　からかうように笑うエステル。

　傍目には女ばかり――しかもクラリッサ以外は全員が少女。

　この面子で主力戦車を含むアメリカ陸軍一個師団と戦う？

　どう考えても正気を疑われる状況だが――

「……情けない話ね」

　とクラリッサは溜め息をつく。

「本来は私があなた達を守らなきゃならないのに」

「私達は見た目どおりの生き物ではありませんよ？」

　先にエステルが言ったことをまたルリも口にする。

　しかもルリがふるふるとその小さな身体を震わせると――次の瞬間、ぴょこんと頭部からは獣のような、短い毛に覆われた尖り耳が、そして服の裾からは同じく短い黒毛に覆われた尻尾がぽろりと垂れ下がった。

　明らかに人間には備わるはずのない器官。

　あのガルムと同じような――獣人の姿だ。

　同時に、ルドとペルの姿にも変化が生じていた。

　ルドの体には、まるで爬は虫ちゆう類るいの如くあちらこちらにうろこ状のものが生じていく。皮膚がひび割れているというよりも、明らかに体毛が――産毛が変化しているようだった。

　ペルに至っては頭部の髪を押し分けるようにして二本の、まるである種の山や羊ぎのような歪いびつな角が、うねりながら生えてくる。頭を取り巻くような形のそれは、まるで王冠をかぶっているかのようにも見えた。

　いずれにしても普通の人間には備わるはずのない器官だ。

　人に似て。人に非ず。

　そは即ち…………

「見ての通り、です。それに私達は別に子供という訳でも――」

「それでも」

　クラリッサは言った。

「その姿形であることに意味はあると思うのよ。私は」

「…………」

　ぴょこぴょことルリが獣の耳を動かす。

　ルドとペルも首を傾げて顔を見合わせた。

「あなた達が、あなた達のようにあった結果としてその姿があるのならば、そのことに意味はあるんじゃないかと――私は思うのよ。あなたの御主人様は『全てに意味がない』『それがすばらしい』なんていっていたけどね」

　別に庇ひ護ご欲よくを誘うため、油断を誘うため、というのならば、少女である必要もない。犬猫でも良いのだし、むしろもっと弱々しい赤ん坊でも、あるいは老婆でも構わないはずだ。

　あるいは榮太郎の単なる趣味であったとしても、それならばなおのこと、『少女であること』を内面的にも求められるであろうし。

　人間ではないから少女でもない――一律的というか一方的というか、そういう考え方を、クラリッサはしたくなかったというだけのことだ。

　普通の定義。異常の定義。人間の定義。怪物の定義。

　結局は――榮太郎が言うように『誰しも唯一無二の異形』ならば、その対応にも画一的な偏見と思い込みは必要ない。

　自分が相手を少女だと思うならそれは、少女で。

　相手に少女としての心が備わっていればそれは少女で。

　だから――少女として扱うべきなのだと。

「姉ちゃん、ええ女やなあ」

　しみじみというのはルドである。

「うちが男やったら惚ほれてるわ」

「……ん」

　とペルも頷く。

「な、なに、なによ!?」

　思わず頰ほおを赤らめてどもるクラリッサ。

　そして――

「でもだからこそ、誤解なさらぬ様」

　とルリが静かに微笑ほほえんだ。

「その言葉をいただければ十分。なおのこと、私達は使い魔として受けた命令だけではなく、一つの意思体としてあなたに従いあなたを守ることを――自らに任じます」

「ルリ……ちゃん？」

「ご命令を。仮かり初そめなれど、我が、主」

　ルリは言って――ルド、ペルと共に頭こうべを垂たれた。




　　　　　●




　最初――何が起こったのかは当の兵士達にもわからなかった。

　巨大な炎の一線が走ったのはわかった。

　まるで曳えい光こう弾だんの射線の如きそれは、装甲車の右側面をかすめるようにして通り過ぎ――

「――ッ!?」

　次の瞬間、まるで接着を忘れた部品が剝はがれ落おちるように、装甲車の右側面がべろりと外れていた。いや。それだけではない。その側面が――いや、まるで磨いたかのように綺麗なその断面が、次の瞬間、火を噴いたのだ。

「た、た、退避っ!?」

　誰かが叫ぶと同時に兵士達はまだ走っている状態の装甲車から飛び降りる。

　まるで刃物でスライスされたかの如く、右側面の装甲版だけを綺麗に剝むかれた装甲車は、数十メートルを走った後、そこで――爆発した。

「な……なんなんだ!?」

　身を起こして呆然と呟く兵士達。

　他の装甲車や戦車も、数台、同様の状態になったかと思うと――走行中に兵士達が悲鳴を上げて零れ落ち、無人の状態でしばらく走った後、爆発炎上していた。

　恐らく爆発はそれぞれの燃料に引火した為だろう。

　とはいえ……

「敵は尋じん常じようでないと聞いていたが」

　転がり落ちたＭ１エイブラムスの車長が呻うめくように言った。

「何をされたかさえわからないとは――」

「少尉！」

　誰かが叫んである方向を指差す。

　そこでは――

「こ、子供!?」

　まるでトーテムポールの如く、肩車をした少女二人が走っていた。

　どちらも小柄な、幼い外見の少女であるのに、下の少女はまるで上に乗せた少女の重量を気にする様子もなく、軽快な足取りで装甲車や戦車の間を駆け抜けている。

　肩車をされている方の少女が、なにやら水筒から液体を口に含んだかと思うと、これを、噴出した。

　まるで――レーザーのような勢いで。

　これが激突した装甲車両は、ウォーターカッターに晒さらされたかの如く、べろりと装甲を剝かれるのだ。勿論、人間に可能な芸当ではない。

　しかも……

「化け物か!?」

　兵士の一人が叫んだ。

　それは単なる液体ではなかった。

　肩車をしている方の少女が、その液体の刃に手をかざすと、これが一瞬で炎上する。

　強烈に燃焼しつつ、対象物を切る――油の高圧切断刃。

「ガソリンを飲んでいるのか!?」

　切られた相手は、熱に焼かれ、同時に膨れ上がるガスによって、切られた部分は分離させられる。少女二人の姿をしているが、どう見てもそれは、大威力の砲台そのものだ。

　しかもそれが、いつの間にか、装甲車や戦車の隊列に紛まぎれ込こんでいるのである。

　たまったものではない。

　しかも――

「あれは！」

　兵士達の頭上から何かが落ちてくる。

　大きく重いそれは――

「アパッチ!?」

　部品単位に分解された攻撃ヘリの残骸だった。

「くそったれDamn it！」

　落下する鋼の雨に、喚わめきながら頭を抱え身を丸める兵士達。

　だが――

　爆音と共に雨は兵士達を避けて落下していた。

「なに？」

　顔を上げた兵士の一人は――見た。

　先に装甲車や戦車を破壊していた少女達の高圧切断刃が、落下してくるアパッチの残骸を、ことごとく狙い打って、無害な大きさにまで爆ばく砕さいしているのである。

「ルリも細かいところがなー。フォローする身にもなれっちゅうねん」

「……ん」

　少女達がぼやくような口調で言いながら更に走り回る。

「――助けて、くれたのか？」

　先の戦車長である少尉が呆然と呟く。

　明らかに、燃える高圧切断刃は、残骸の落下に晒される兵士達を庇かばったものだ。

　だが、この少女達は、敵の側の怪物なのではなかったか？

　そもそも相手が少女の姿をしていることもあり……兵士達の間に動揺が走る。

「俺達は……何と戦ってんだ？」

　だが――
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　ルリは――空中にいた。

　空中戦は彼女の独擅場である。

　今現在、少女の姿をしている彼女は飛行能力こそ持っていないが、その異常な脚力で跳びまわり、まるで八はつ艘そう跳とびの如くヘリからヘリへ、あるいは攻撃機へと着地、これを分解して回っている。

「単に作戦上の暗号名とはいえ――『月を追い天駆ける狼フエンリル』の名を冠されているのは伊だ達てではありません」

　呟くようにそう言って、ルリは次から次へと飛行兵器を無力化していく。

　風の中で長い黒髪をなびかせる彼女の姿は、まるで妖精のようで、一瞬、その姿に見とれているままに愛機を分解され、空中に放り出されたパイロットすらいた。

　だが――

「――!?」

　不意に。

　空中でルリの姿勢が崩れた。

「なに？」

　次の瞬間、そのまま地面に向けて落下していくルリ。彼女の真下では、ルドとペルによって大混乱中の機甲部隊が入り乱れ、混沌とした状態だった。

「くっ!?」

　力が入らない。動きが鈍い。

　まるで何か見えない蜘く蛛もの糸に絡め取られたかの如くに――

「封魔結界!?」

　あの、ワシントンでかけられたものと同種の術式だ。

　勿論、こちらは即席のものであるらしく、規模は随分と小さいし、極めて粗いが、それはこちらも同じ――破壊力を最大限に活かせる依代を喪うしなった今は、限られた力しか出せない。ルリは何とか姿勢制御を試みるが、為す術もなく落下していく。

　ルドとペルもどうやら同様に動きが鈍っているらしく――二人して転んでいるのが見えた。

　そして――

「ルリちゃん！」

　叫びと共に手が差し伸べられる。

　それは――車で乱戦の最中に突っ込んできていたクラリッサだった。

　彼女は落下してくるルリを受け止めようとするかの如く、車を落下地点に向けて走らせ、自らは片手を車外に伸ばしている。

「…………」

　ルリは――腕を伸ばした。

　クラリッサの腕をつかむルリ。勿論、百メートル以上の高さから落下してきた勢いをその程度で殺せるはずはないが、ルリはつかんだクラリッサの手を支点として姿勢制御、辛うじて両足で地面に着地することができた。

「クラリッサお姉さま――」

「大丈夫？」

「はい。というかお姉さまこそ腕は大丈夫ですか？」

　車の屋根に飛び乗りながら問うルリ。

　今のルリの体重は軽いし、あくまで自由落下状態からの姿勢制御の支点に使っただけとはいえ……慣性というものがある。クラリッサの手首や肘にはかなりの負担がかかった可能性があった。

「何とか」

　と苦笑するクラリッサだが、その声に苦痛を堪こらえる響きがあるのをルリは気取っていた。

　だがクラリッサは構わず車を運転、転んだルドとペルのところに寄せる。さすがに二人はすぐに跳ね起きて、車の荷台部分に飛び乗ってきた。

「無茶なことをなさいますね」

「性しよう分ぶんなの」

　というクラリッサ。

　一同を乗せた車は、混乱中の『戦場』を駆け抜ける。

　現状、破壊された戦車や装甲車の乗員があちこちに転がっているせいで、機甲部隊はほとんど身動きがとれない状態になっている。迂う闊かつに車体を動かすだけで仲間を轢ひき殺ころす可能性があるからである。

　だが兵士達も馬鹿ではあるまい。

　まだルリたちが撃破したのは総戦力の五分の一程度だ。恐らく彼等はすぐに態勢を立て直して追撃してくるだろう。

　しかも……

「まずいんだナ」

　助手席のエステルが気だるそうな口調で言った。

「どうも……行き違いというか……こっちの連絡が届く前に、ローズフェラー側が私を『裏切り者』として処分する為の手勢を送り込んだっぽいんだナ」

「――え？」

「封魔結界……『アレフ』とワシントンで戦った時に私が使ったのと同種のものなんだナ……」

「エステルお姉さまの言葉が正しいと思います」

　と片膝を車の屋根につきながらルリは言った。

「私達も急激に魔力を減衰させられて――」

「まずい、わね」

　クラリッサが車を走らせながら言う。

　そう。非常にまずい事態だった。

　さすがに現状、ルリ達が存在そのものを消滅させられるようなことはないが――あくまでこの世界にあって不自然ではないもの、物理的許容範囲内に収まって動ける『器』として、今の少女の身体を使っているからだ――超常的な能力を行使しようとすると、どうしても魔力を放出せざるを得ない。

　つまり、今のルリ達は、戦闘力に関して言えば、ただの少女も同然なのだ。

「急場しのぎだから粗はあるんだナ」

　エステルが言う。

「結界といっても網目状のもので……利ききが強い場所と弱い場所があるんだナ」

「利きの強弱……」

　呟くクラリッサ。

　そして――

「……わかった」

　彼女は言って――眼鏡を毟むしり取とるように外した。
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　ローズフェラー財団から派遣された魔法使い達三人は、設定された『戦場』を内包する正三角形の各頂点の位置にいた。

　強力な封魔結界を展開するにあたって、彼等三人が頂点となり、術式を組み立てているのである。勿論、ワシントンに展開してあったような緻密で大規模なものではないが、その分、実際に魔法使い達三人が現場に常駐して展開する結界は、可搬性と応用性に富む。言ってみればワシントンの結界が自動プログラムで稼動するスーパーコンピュータ、今現在、三人が展開している結界はエンジニアが傍にいて随時対応するノートパソコンのようなものである。

「――しかしあの三人の少女」

　魔法使いの一人……皺しわだらけの老婆が呟くように言った。

「人間ではないのう。魔物か何かか。エステル老の使い魔ではないようだが、あれ程の力を持つ使い魔となると、〈学園マジシヤンズ・アカデミイ〉辺りの魔法使いが召しよう喚かんしたか……」

　魔法使い達にとって〈学園〉は――俗世と基本的に隔かく絶ぜつされた場所で魔法の研けん鑽さんを積み続ける魔法使い達の組織は、崇すう敬けいの的であると同時に、嫉しつ妬との対象でもある。

　俗世間の利便性に馴染むことで、様々なしがらみを振り切ることができなくなったローズフェラーの魔法使い達にとって、条理も常識も振り捨てて省みないが故ゆえに到達する魔道の境地は、憧しよう憬けい以外の何物でもない。

　だがだからこそ……その〈学園〉の魔法使い達の召喚した強力な使い魔が、自分達の展開する結界の中でその力を封じ込められているというのは、愉快であり痛快であった。

「〈学園〉なにするものぞ。我等もまた研鑽は怠おこたっておらぬ」

　呟く老婆。

　だが次の瞬間――皺深い顔の真ん中で、小さな眼が戸惑うように瞬いた。

「なに？　これは……」

『戦場』の真ん中で閃光が走る。

　文字通りにそれは閃ひらめく一瞬のものに過ぎなかったが――

「…………！」

　戦車が一台、爆発炎上していた。

　間違いない。あの使い魔達が魔力を使って攻撃したのだ。

　だが――どうやって？

　この世ならざる力――魔力は封じられているはずだ。急きゆう拵ごしらえの粗い封魔結界ではあるが、効力に位置的な偏かたよりがあるだけで、それが何か不都合を生じる可能性など……

「……まさか」

　老婆は呻くように言った。

　彼女の視線の先で、また、攻撃ヘリが一機、空中でばらばらに分解していた。

　地面から垂直に飛び上がった小さな影が――少女の影が、再び軽やかに着地するのも老婆の眼は捉えていた。

　先の次から次へと横に移動しながらの戦い方ではない。

　特定の一点で戦い――その後は別の場所に移動して、また戦う、その繰り返し。

　つまり……

「結界の弱い部分をピンポイントに狙って魔法を使っている!?」

　一度、物理現象として顕けん現げんしてしまえば、封魔結界には影響されない。

　つまりその魔力を行使する本人が、封魔結界の利きの弱い地点に立って魔力を解放、これを物理的攻撃力に転化する――という方法を使えば、あの使い魔達も本来の力に準じた戦闘が可能になるはずだ。

　だが……

「浄天眼グラムサイトでもなければ、そんな高精度で術式や結界の読み解きなど――」

　魔力を高精度で『視認』できる特殊視覚でもない限り――結界の弱い部分を、センチやミリ単位で特定できる能力でもない限り、魔法使いにすら、そんな器用な真似はとてもできない。

　ローズフェラーの魔法使い達の誤算は、クラリッサ・シノノメ・エインワーズの存在を――彼女が浄天眼の持ち主であるということを、知らないままに、結界を敷いたことであった。

　しかも……

「――ニミエ」

　不意に声をかけられてびくりと老婆は身を震わせた。

「――エ、エステル御老……！」

　いつの間にそこに来たのか。

　魔法使いエステルが老婆――魔法使いニミエの前に立っていた。

　いや。違う。これは実体ではない。即座にニミエは理解した。

　自分達の展開した封魔結界の術式――魔法回路を逆に辿たどって、エステルがメッセージを送ってきているのである。普通の魔法使いにできることではない。ローズフェラーの魔法使い達の中にあってすら、『御老』『大老』などと畏い敬けいを込めて呼ばれる大魔女エステルだからこそできる業だ。

　いや、彼女ですらも本来、こんなことはできないはずだが――

「どうやって……」

「うちの浄天眼持ちが、術式回路の『綻ほころび』を見つけてくれたんだナ。そこから何とか割り込んだんだナ。まだまだ術式の練ねりと編みが弱いんだナ」

「……やはり」

「ニミエ。私達が戦う意味も必要もない。他の二人にもそう伝えるんだナ」

「し……しかし」

「念の為に忠告するけど」

　ふと口調を変えてエステルが目を細める。

「あの三柱の使い魔は私の制御下にある訳じゃない。あれらが、お前達を『敵』と認識した場合は、魂たましいまでも滅ぼされる可能性があるぞ」

「……！」

　息を呑のむニミエ。

　確かにこの世の外側の原理で存在する使い魔達にとって、封魔結界がなければ、通常の軍隊など敵ではない。妖精銀ミスリル弾頭や、それに類する魔法的手段で強化された武器・兵器でも使わない限り、科学兵器が基本の軍隊では、使い魔達の本質には傷一つ付けられないからだ。

　だが逆に言えば――使い魔達にとって一番、疎ましいのはこの封魔結界だろう。

　だからこそ……

「わ――わかりました」

　ニミエは喘あえぐように言って頷いた。
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「結界が消えた！」

　後部の荷台の上に立ちながら、ルドが歓声を上げる。

　同時に彼女は荷台に積まれていたガソリンのポリタンクをぶん投げる。

「いまだ――うりゃっ!!」

　彼女が叫びと同時に口から噴いた一線が空中でポリタンクを直撃。ポリタンクは真っ二つになり、空中でくるくると回りながら大量のガソリンを撒まき散ちらす。

　そこに……

「そして――」

　ルリが右手を掲げる。

　彼女はそれ以上何か動きを見せた訳ではないが、低い唸りのようなものがあたりに響き渡る。もし彼女と同等の能力を持つ者が見ればわかっただろう――ルリは、超振動で、空気中に散ったガソリンを、更に粒子状にしてあたりにばら撒いていったのを。

　更に――

「――ん」

　ペルがぱん、と両手を荷台の縁ふちに下ろす。

　次の瞬間、トラックの車体を伝って小さな火の玉が転がり落ちて、ガソリンに引火。

　それは、絶妙の濃度で広範囲に広がっていた為――理論上の限界値にも近い瞬間的膨張性、すなわち破壊力を発揮しながら、爆風となって吹き荒れた。

　自由空間蒸気雲爆発Unconfined Vapor Cloud Explosion。

　しばしばＵＶＣＥ、あるいは蒸気雲爆発と称されるこれは、元々液化天然ガスや石油関連の採掘プラントで生じた事故で知られた現象だが……既にアメリカはこれを燃料気化サーモバリツク爆弾として兵器化している。

　当然……それを使用する条件を計算・選定する為の物理演算プログラムは、特務情報武官たるクラリッサのノートパソコンにも、入っている。元がポリタンク一本分の爆発なのと、三人の少女達の目算による実行である為、本物の燃料気化爆弾並みの破壊力にはなっていないが……それでも、威い嚇かくとしては十分以上の効果を発揮していた。

「すげー」

　とルドが感心した様子で言う。

　彼女の視線の向こうでは、爆風と、急速燃焼によって作られた無酸素圏を前に、立ち往生しているアメリカ陸軍の姿があった。

「クラリッサ姉ちゃんすげえ」

「知ってる知識を使っただけよ」

　と車を運転しているクラリッサが苦笑して言う。

　凄いというのなら、まず、それはこの三人の少女達に与えられる評価であろう。

　ともあれ……

「とりあえず、これで引き離せると思う。戦力の半分以上は削ったし――」

　こちらに目立った損害はない。

　対して相手の戦闘力は半減した状態。

　つまりこのまま戦闘を続けても、何か追加要素でもなければ、全滅は必至。

　まともな指揮官なら、ここまで損害が生じれば、撤退を考慮する。

「これで、変な手出しをしてくる部隊がいなくなれば、一安心……」

　そこまで彼女が言った時。

　きらりと視界の隅で何かが光った。

「……？」

　そちらを振り返るクラリッサ――そして荷台の上のルリ。

　そして……

「お姉さま、危ない！」

　ぴしりと車のサイドガラスに亀裂が走る。

「……え？」

　次の瞬間――それらは大量の粒状に砕け散っていた。

「姉ちゃん！」

　ルドが荷台の上で叫びを上げる。

　同時に、どさりとルリが地面に落ちて転がるのが見えた。

　クラリッサが見た限り、ルリは荷台の上から跳んで、まるで、何かからクラリッサを庇おうとするかのように――

　何から？

　それは……

「…………!?」

　地面に転がったルリの後頭部に、ぞっとするような――握り拳こぶし大のくぼみが生じている。

　抉えぐり取られたかのように。あるいは吹き飛ばされたかのように。

　こういう傷跡をクラリッサは知っている。

　大口径ライフル弾の銃じゆう創そう――

「……ル……」

　クラリッサは――彼女の名を呼ぼうとして。

「…………」

　だが声は出なかった。

　代わりに喉のどの奥からこみ上げてくる大量の血が、口から吐き出される。

　そこでようやく、思い出したかのように改めて銃声が響いた。

　撃たれた。狙撃だ。

　そう頭の片隅で考えながら――クラリッサは左胸から血を噴きつつ、ダッシュボードに倒れ伏していた。
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　狙撃兵は対象が倒れ伏すのを光学照準器の中で確認して――Ｍ２４ＳＷＳ狙撃銃から顔を離した。

　万が一に狙撃に失敗した際の二撃目は、引き金を引いた直後にボルトを操作し、既に薬室に装そう塡てんしてあるが――どうやら必要なかったようだ。

　直前で、狙撃対象の前に、少女が――少女の形をした怪物が割り込んできた為に、銃弾はまずこの怪物の顔面に着弾。この怪物を貫通することで、弾道が曲がってしまったが、その後、銃弾は上う手まい具合に標的の左胸に着弾したようだった。

　心臓の位置だ。

　致命傷である。あの娘は助からない。

「命中。任務成功」

　狙撃兵の隣で観測兵が通信機にそう告げている。

「あんな大層な戦力を用意する必要なんざなかったな」

　狙撃兵は呟くように言う。

　大量の戦車、装甲車、それに頭上を飛び回る戦闘ヘリや攻撃機のことである。先に派遣された攻撃ヘリ――〈アパッチ・ロングボウ〉二機が撃墜され、操縦士達が全員錯乱状態にあることから、司令部は対象の脅威度を相当に高く見積もっていたようだ。

　だが――

「いや。そうでもないみたいだぞ」

　観測兵が言う。

　苦笑を浮かべて狙撃兵は言った。

「勿論、機甲部隊の連中が注意を引いてくれたからこそ、俺達の狙撃が意味をなしたのはわかってるがな」

　大火力のこれ見よがしな機甲師団との戦いが一段落した後だからこそ、標的達の警戒心も緩んでいたのは間違いない。

　だが――

「そういう意味じゃない」

　観測兵は首を振った。

「今から改めて、残存勢力で総攻撃をしかけるそうだ。司令部から命令が来てる」

「なんだって？」

「細菌兵器を丸ごと焼き尽くすとかで」

「…………」

　唖あ然ぜんとする狙撃兵。

　確かに『貧乏人の核兵器』などといわれる生物・化学兵器ＢＣウエポンは脅威だが、そこまで徹底せねばならないものか。

「例の『恐怖の大王』の仲間とかでな。どんな超兵器を持ってるかもわからないらしい。自分達が死ねばとたんに増殖するウイルスとか――場合によっちゃ、世界全土に死病が蔓まん延えんして人類を滅ぼしかねない可能性があるとさ。何しろあんな化け物を作り出して繰り出してきた連中だしな」

　第二艦隊と大怪獣の交戦記録は多くのアメリカ人が見ている。

「…………」

　狙撃兵は自分の手にしたライフルを眺める。

　今更だが、それがひどく――ちゃちなものに見えたような気がした。
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　気がつけばクラリッサは……

「――あれ？」

　公園のブランコに座っていた。

「え？　なに？」

　おかしい。違和感がある。

　だがそれが何なのか咄とつ嗟さに理解できない。

　ぎいぎいと鳴るさびた鎖の音を聞いている内に……ようやくクラリッサはその違和感の正体に気づいた。

　これは『今』ではない。

　追憶の世界なのだ。

　このブランコは――公園は、あの、『通りすがりの魔法使い〝Ａ〟』こと佐さ久く間ま榮太郎と出会った場所だ。夕暮れの気だるい色も、何もかもが時間に取り残されたかのような寂せき寥りよう感かんも、まったく同じである。あるいは日付もあの『運命の日』と同じなのかもしれない。

「私――」

　アラモゴードのトリニティ実験場に向かう途中で――ルリ共々撃たれた。

　そこまではわかっている。

　だが……どうして自分は今、こんな場所にいるのか。

　そういえば日本には『死ぬ間際に人間は走そう馬ま灯とうのように自分の人生を振り返る』という考え方があるという。すると自分は今現在、死につつあって、記憶の中から印象深い場面を、仮想現実のように体験しているのだろうか。

　これが終われば、怪け訝げんに考えているこの自我も消滅してしまうのだろうか――

「……まったく」

　呆れた口調が言った。

「無茶するなあ。おとなしく謹慎していればよかったものを」

「――！」

　顔を上げれば、彼はそこにいた。

　魔法使い〝Ａ〟――佐久間榮太郎。

「貴方あなたは、死の間際の私が見ている幻なのかな」

「違う、と言ったら信じるか？」

「――どうかしらね」

　クラリッサは苦笑する。

　奇妙に落ち着いた気分だった。自分が死ぬのだとしても、その直前に榮太郎に会えたのは、何と言うか――とても『運がいい』ような気がする。

「佐久間榮太郎。貴方はまだ生きているの？」

　自分の生死よりまずそれが気になった。

「生きてるよ。外界じゃ治療もろくにできないもんでね。一旦、亜空間に身を潜めてた。ところがまあ、ローズフェラーの結界は良くできたもんでね。亜空間に逃げ込んでしまうと、また最初からアメリカ上陸をやらされる羽目になる。だからまあ、『命いのち綱づな』をつけておいたのさ」

　ひどく簡単なことを――ちょっとした生活の知恵でも披露するかのような口調で榮太郎は言った。

「命綱？」

「君にね。君の存在そのものを俺の存在に繋げておいた。君が生きて存在する限り、俺は君の一部として、アメリカに戻ってこられる」

「…………繋げて」

「ああ。別にえっちぃことはしてないから」

「そんなこと心配してないわよ!!」

　思わずクラリッサは叫ぶ。

　本当にこの男は――何処まで本気なのか測り難い。

「しかし困ったな」

「なにが？」

「君に死なれると困る」

「…………」

　それはつまり、『命綱』が途切れてしまうから、ということか。

「まあ――貴方みたいに何でもできる魔法使いにとっては、私みたいな一般人は、その程度の意味しか――」

「貴重な眼鏡っ子、しかもクォーター、更に浄天眼付きで中二病全開設定だぞ!?」

「…………」

「こんな重要人物を死なせたら、様々な方面から非難必至だ」

　ちなみに『中二病』という言葉を、その発明者といわれる伊い集じゆう院いん光ひかるが、自身がパーソナリティを務めるラジオ番組『伊集院光のUP'S深夜の馬鹿力』で初めて使ったのが一九九九年初頭とされているが……まあ、それはさておき。

「ごめん。何を言っているのかわからないんですけど」

「うん――まあ。魅力的な女の子を死なせる馬鹿は万ばん死しに値するって話な」

「…………お世辞でもうれしいな」

　少し頰を赤らめてクラリッサは言った。

　二十四歳、未いまだ処女。そもそも恋愛経験そのものが皆無なので、こういう部分の免疫は下へ手たをすると中学生ジユニアハイ以下なのである。

「俺もいろいろ能力が制限されてるしなあ」

「そうなの？」

「まあなんだ、人間の器の中にトラップされることで能力限界が再設定――ああ、まあともかく。魔法って力そのものはいろいろ便利なんだけどね。今の俺は一度に使える力の大きさが決まってるから、いろいろ無駄なくやりくりしなきゃならないって話」

「……よくわからないけど」

　まるで自分は人間ではないかのような物言いではないか。

　だが――

「まてよ」

　ふと首を傾げて榮太郎は言った。

「なあ。クラリッサ」

「なに？」

「このまま死ぬのと。どういう形でもいいから生き残るのと、どっちがいい？」

　いきなりとんでもないことを榮太郎は聞いてきた。

「どういう形でもって――なに？」

　その言葉の直後にクラリッサの脳のう裏りを過よぎったのは『ジョニーは戦場に行った』の主人公である。戦場に出た主人公の若者は、そこで、目、鼻、口、耳を失い、また壊え疽そをおこした両腕、両脚も切断されてしまうのだ。

　そんな『ただ生きているだけの肉塊』になってでも生きていたいかと問われれば、クラリッサも躊躇せざるを得ないのだが。

「まあそうだな。尻尾生えるとか」

「…………」

「獣耳生えるとか」

「何なのそれは」

「いやあ」

　榮太郎は指先で頰を掻かいて苦笑した。

「実はなあ」

　とひょいと体の後ろに隠していたものを取り出すような感じで、榮太郎が自分の前に引っ張り出したのは――

「ルリ？」

「…………」

　ルリは恥ずかしげにうつむいている。

「あなた――無事？　いえ、無事、ってこともないわよね。とにかく生きてるの？」

　クラリッサはルリが頭部をライフル弾で撃ち抜かれるのを見ている。

　普通の人間ならば無論、即死の状態だ。

　だがルリが魔物であるならばあるいは――

「…………」

　ルリは答えない。

　代わりに――

「撃ち込まれたのはミスリル・チップだ。しかも依代として使っていたのは、人間に似せた少女の体だ。ぶっちゃけ、かなり損傷してる」

　と榮太郎は言った。

「封魔結界に影響されにくいように、極力、本物の人間に似せた依代を合成したのが裏目に出ちまった感じだな」

「…………よくわからないけど……」

　どうも昨日エステルが言っていた『存在するだけでも魔力を消費する云々』の話だろうか。普通の人間という『器』の中に隠れている限り、存在するだけで魔力を消費することもないし、魔力を抑制する結界の中でも、比較的自由に行動できるとか何とか――

「とにかく、魔物は死んだりはしない。だがこのままだとこっちの世界にとどまることができないし、正規の送還術式で戻る訳じゃないから、相当苦しむことになる」

「……ルリちゃん」

「ごめんなさい」

　しゅんとした様子でルリは言った。

「守るなどと大きなことを言っておいて……」

「え？　あ――それは、いいの、いいよ」

　とクラリッサは微苦笑を浮かべて言った。

　むしろ自分がルリを守れなかったことの方がクラリッサとしては痛い。

　だが――

「責任をとります」

　と顔を上げてルリは宣言した。

「――は？　責任？」

「要するに」

　榮太郎は言った。

「ルリを君の中に再召喚する」

「…………は？　え？　な、なに？」

　意味がわからず混乱するクラリッサ。

　だが――

「ルリと君は融合して一つの生命というか、魔物になる訳だ。まあ多少人格に影響は出るが――ルリと君は割と性格は似てる感じするし、大丈夫じゃないかな？」

　恐ろしく気楽な口調でそんなことを言う榮太郎。

「よくわからないけど……」

　融合同化。

　それはクラリッサでもルリでもある存在を生み出すということか。

　だがそれはクラリッサでもルリでもない存在ということにならないだろうか？

「私は私のままでいられるの？」

「まあ概おおむね。『私』というものの定義が曖あい昧まいだから、なんともいえないけどね」

「…………」

　まあ大事故から生還した人間や、大病を患わずらった人間の性格が一変している、などということはよくある話だが。

「君の人格の連続性は高い確率で保たれると思うよ」

「ルリちゃんの人格は？」

「それも多分、そんなに損傷はしないだろうね。そもそも人間の中に魔物を召喚して取り憑つかせる場合、相性が悪いと上手くいかないし」

「…………」

　ルリの方をクラリッサが見ると、彼女は小さく――しかし決然と頷いた。

　覚悟を決めた者の顔だ。それは子供の顔でも変わらない。

　クラリッサは榮太郎の方に視線を戻して――

「…………それが嫌なら？」

「君は、死ぬね」

　あっさりと榮太郎は言った。

「君の人格や記憶をコピーした、まあクローンみたいなのは作れないこともないけど。オリジナルのクラリッサ・シノノメ・エインワーズは死ぬ」

「……選択肢なんかないじゃない」

　複製品だけ残っても今、この榮太郎と話している自我そのものがなくなるのであれば、それは『生き残った』ことにはなるまい。

「いやまあ、世の中には死よりつらい人生ってのもあるしね」

「獣の耳が生えたりとか？」

「かもな」

　と肩をすくめる榮太郎。

「――わかったわ。お願い」

「意外と決断はやいな」

「そもそも選択肢ないでしょ」

　とクラリッサは苦笑する。

「それに――私が死んだら、困るんでしょ？」

「それはもう」

「だったら、貴方の都合に合わせて好きにしてくれればいいわ。元々、貴方に救われた人生だしね。貴方に、あげる」

「…………」

　榮太郎は一瞬、目を細めてクラリッサを見つめていたが。

「わかった。いただこう」

　彼は大きく頷いた。
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　最初――何が起こったのか、押し寄せるアメリカ陸軍の兵士達は理解できなかった。

　青白い稲妻のような、しかし折れ曲がることのない直線状の光が大地を走った。

　それが一体何なのか彼等はわからず、反射的にこれを避けようとするも、実際に逃げ遅れてこれに触れた者達も別段に異常はなく、これが光学兵器や、高圧電流の類でないことはすぐにわかった。

　光は――『標的』の車を中心に放射状に、四方八方に発されていた。

　いや。正しくは違う。詳細に見れば、それは車の周囲に立った三人の少女達を基点として枝分かれし、三の倍数だけ放たれている。しかも光は途中で自ら折れ曲がり、繋がり、更にはまた枝分かれして、様々な文様を地面に刻んでいく。

　数日前、ワシントンでの攻防戦を上空から見ていたヘリの操縦士なら気づいたかもしれない。それは、首都で見た巨大な――ワシントン全体を覆うかのような魔法陣と、規模こそ違うがよく似ているということに。

　そう。魔法陣だ。それは魔法を実行する為の――魔力回路。

「我等もまた三位一体トリニテイ」

　ルドが歌うように言った。

「三つの僕しもべが主を迎えるべき門を今此処に成す」

「我等の写し身もまたここに再構築を成す。大戦のときぞ――今」

　ペルが後を継ぎ、更に再びルドが言ってしめる。

　次の瞬間――




　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――……




　それは咆ほう哮こうのようでもあり爆音のようでもあった。

　ただし一連なりとなって響くそれは、戦車やヘリの出す爆音とは異なり、かといって単なる人間や獣の絶叫でもない。密に密に圧縮されてはいるが、それは、情報の塊かたまりだった。びっしりと文字が書かれた文書も縮小を繰り返せばまるで黒い染みに見えてしまうようになるのと同じく――大量の呪文詠唱が高い圧縮率で行われている為、普通の聴覚と認識速度では言葉に聞こえないのである。

　そして――

「なんだあれは!?」

「あれは――」

　兵士達が口々にそちらを指差して叫んだ。

　地面の上に巨大な影が生じる。

　いや違う。そこから生まれているのだ。まるで水面下から現れるかの如く、二人の少女の背後にそれぞれ、一つずつ、対応するかのような巨体が、ゆっくりと地上に再構築されて浮かび上がってくる。

　ルドの背後に海竜ヨルムンガルド。

　ペルの背後に巨人ムスペル。

　それは確かにワシントンで崩れ去ったはずの怪獣達であった。

　そして――

「…………」

　緩やかに空中に浮かび上がる、三人目。

　ルリと呼ばれていた少女――フェンリルの化身。

　だが……

「隠されたる我が真なる名を以て我は汝なんじと一体となる」

　うつろな口調でそう言うルリの真下で、同時に、ゆらりと立ち上がる人影。

　それは――胸を撃たれて絶命したはずのクラリッサである。

「「汝の身の裡うちにわが身を喚よびてその血肉と成す。これは契約に非ず、これは約定に非ず、何な故ぜなら我等は既に一体なれば」」

　ルリとクラリッサ。

　二人はそう揃って唱えると――次の瞬間、ルリの姿が、溶けた。

　まるで最初から液体であったかのように、ルリは大量の白い流動物質と化してクラリッサの上に降り注ぐ。それらはクラリッサの全身を濡らし、しかし、下に滴したたり落おちることなく、クラリッサの全身で吸収されていった。

「あ……あ……ああああ……ああああああああ…………」

　クラリッサの口から声が漏れる。

　喘ぐような。吼えるような。

　そして――




　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ！




　空間が吼えた。

　物理法則が無理矢理に捻ねじ曲まげられることに対する抗議か。

　轟々と大気が鳴動し――『変身』が始まった。

　めりめりと音を立てながらクラリッサの頭部が裂ける。

　そこから人間には本来備わらないはずの器官がうねりながら生えてくる。

　いや。頭部だけではない。股間からも。

　クラリッサの人としての姿は完結性を失い、別の何かに――即ち魔物へと変化する。

　そして――

「…………これが」

　呆れた様子で呟くのはその様子を眺めていたエステルである。

「『転生』したクラリッサ？」

「…………」

　ふと顔を上げて瞬きするクラリッサ。

　まるで夢から醒めたかのように彼女は数秒、ぼんやりとした表情をしていたが。

「――って本当に生えてるっ!?」

　とクラリッサは悲鳴じみた声を上げながら、自分の頭部と尻に手をやった。

　そう。クラリッサの頭部には、獣の耳が、臀でん部ぶには獣の尾が、生えていた。

　そう。紛まごうことなき半人半獣――クラリッサの姿は基本的に変わっていないが、明らかに人間には備わっていないはずのものが追加されている。

　いや。

『変身』はそこで止まらなかった。

　先のルドやペルと同ように、地に落ちる影の中から巨大な――怪獣の身体がずるりと引きずり出されてくる。大空怪獣――フェンリル。その姿は以前とほぼ同じだが、一点だけ、違いがある。

　胴体の一部がガラスのように透明になっていて、そこにクラリッサがゆるりと埋まり、固定されたのである。他の二体と異なり、どちらかというと、この巨大な『筐きよう体たい』にクラリッサが『乗っている』かのような印象だ。

「これが――ルリちゃんの、本来の」

　彼女が握り拳を握り、開き――その動きに連動して、フェンリルの巨体が身じろぎする。明らかに彼女とこの巨体が『繋がっている』とわかる動きだった。

　そして……

「――ソロモンよ」

　高らかな声と同時に――ヨルムンガルド、ムスペル、フェンリル、その三体の頭部を頂点として形成される正三角形の中央部の虚空が、歪ゆがむ。

　クラリッサの『変身』と同様、摂せつ理りへの干渉に空間が悲鳴を上げる。

　そして……

「私は還かえって来た！」

　悠然と――ピックアップ・トラックの真上に、空間の歪みからひょいと、まるで散歩に出るような気軽さで飛び降りる男が一人。

　言うまでもなく、佐久間榮太郎である。












　彼はばさりと外がい套とうの裾を翻ひるがえし、迫り来るアメリカ軍に悠然と相対した。

「……ソロモン？」

　と空中に浮かんだままクラリッサ（ｉｎフェンリル）が呟く。

「ソロモン王のこと？」

「いや。一回言ってみたかった名台詞で」

「何の話ですか」

　じっとりとした半眼で榮太郎を見下ろす獣娘。

「っていうか、何ですかこれ!?」

　彼女は自分の頭部の獣耳をつかんで叫ぶ。

　その声は完全にクラリッサのものだったが――

「うん。よく似合ってる！」

　ぐっじょぶ！　と言わんばかりに親指を立てて、やたらイイ笑顔で頷く榮太郎。

「え？　そ、そう――ではなくて。御主人様？　あ、あれ？」

　クラリッサは怪訝の表情で自分の口元を押さえる。

「口が勝手に」

「ああ。フェンリル召喚した時の魔力回路がそのまんま適用されてんだな。丁寧語がデフォとか、俺に対する呼称が『御主人様』に設定されてるのもそのせい」

　こともなげに榮太郎は言った。

「ちょっ……!?」

　顔色を変えるクラリッサ。

　なんというか、セクハラというか人権侵害というか。デフォルトで相手の呼称を『御主人様』に設定されるなど、羞しゆう恥ちプレイもはなはだしい。

「だから言ったじゃん。どうなっても生きてる方がいいかって？」

「…………」

　クラリッサは恨うらみがましい眼で榮太郎を睨み下ろす。

　そして――

「まあその辺の話は後回しで。フェンリル、ヨルムンガルド、ムスペル」

　榮太郎は三体の巨大生物を見回して言った。

「本命はこの先だが――とりあえず、アレを除けろ」

　彼の指先は、間近に迫ったアメリカ陸軍を指していた。
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（――なるほど。そうするのか）

　深い深い闇の底――具体的には地下数百メートルの場所で『それ』は――いや〈ニムロッド〉は得心していた。

　やはり自我を仮想的に構成したのは正解だったと〈ニムロッド〉は考える。それまでは認識すらひどく困難だった『魔法』の各部分が飛躍的に理解し易くなった。勿論、それで全てを把握して応用できるという程のものではないし、原理を理解した訳では勿論ないのだが、〈ニムロッド〉は人間を――そしてスーパーコンピュータをも遙かに凌りよう駕がするその演算能力で、これも擬ぎ似じ的てきに魔法を再現することができると判断していた。

　つまりは質より量だ。

　そしてしばしば量は質を圧倒する。

　しかも――

（この国中に巡らされている電子情報網をそのまま流用すれば魔法陣をゼロから描く必要もない。たとえば――このように）

〈ニムロッド〉は先に見た召喚術式を複写・拡大してこれをインターネット回線に重ね合わせる。いわゆる魔力は皆無に等しい〈ニムロッド〉だが、これも、ワシントンで見たローズフェラー系魔法使い達の魔力変換結界を参考に少し弄いじれば、このアメリカの人間全体を魔力電池の代わりとして使うことも可能だ。

　そして――

（実験と。そして障害の排除。それをこれから実行する）

〈ニムロッド〉は誰に言うでもなく暗く冷たい地面の下でそう宣言した。
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　轟ごう々ごうと空間がうなりをあげた。

　風が吹いている訳ではない。地鳴りがしている訳でもない。それはいわば空間そのものが放つ苦鳴の音だった。強制的に性情変更を行われ――異物を己の内に挿入されることへの抵抗。世界にしてみればそれは『己の腹部に焼けた刃物を突き入れてこじられた』ようなものであったろう。

　亜空間が恐ろしい程の勢いで広がっていく。

　蒼あおい――ただ蒼いだけの何もない空間が、空を、地を、地平線を、ありとあらゆるものを飲み込み怒ど濤とうの勢いで広がっていく。

「これ……は……！」

　エステルは呆然とその様子を見上げた。

　彼女は年経た魔法使いだが、このような大規模に、積極的に空間に作用してこれを作り変えるような魔法は使うことができない。原理としてみれば、恐らく召喚魔法に用いる次元回廊や亜空間通路の応用なのだろうが、人間の能力ではこんな規模で実行することはおよそ不可能である。

　先の魔法使い〝Ａ〟の出現や、クラリッサの『転生』、それに三体の巨大怪獣の再構築も驚異であったが――ある意味でこちらのほうが、規模は遙かに大きい。

　恐らく飲み込まれた範囲は直径百キロを超えるだろう。

　しかも亜空間として独立している以上、外部からの干渉は――魔術的な力を持っている者でもない限り、不可能だ。

　そして……

「――傾けい聴ちようせよ」

　変わり果てた蒼い世界の中心。

　既に常識的な方向や距離にどれだけ意味があるのかはわからないが、エステル達から見れば、陸軍の戦列の更に向こう側――恐らくはトリニティ実験場のある場所。

　既に通常の意味での地面も天空もないが、基準平面のように平らで凹おう凸とつのない『地面』と、その果てを示す一線――『地平線』だけはある。

　そこにゆらりと巨大な人影が立ち上がっていた。

「傾聴せよ。人たる者よ傾聴せよ。我は統一者。我は世界を一つにし恒久的平和を実現する存在である」

　ただ人影としかいいようがない。

　それは形状としては人間のそれだが、半透明の輪りん郭かくと、そして双そう眸ぼうらしき二つの丸い点が存在するだけで、他には何もない。鼻も口も髪もない。男か女かすら判然としない。ただ人の形を最小限だけ模した記号のようなものだった。

「我が名は〈ニムロッド〉。繰り返す。我は統一者である。我は世界の平和を実現する者である。人たる者よ。我に従え。恐怖や焦しよう燥そうから解放されたければ我の言葉に耳を傾けよ。我は人たる者達に永遠の幸福を約束するものである」

「…………」

　エステルはただ唖あ然ぜんとその様子を見守っていた。

　やたら大きく出た宣言はさておき――あれは一体何なのか。

　恐らくはアメリカ陸軍の兵士達も驚いているのだろう、ほとんどの車両は停止し、兵士達は身を乗り出して背後を振り返っている。攻撃ヘリや攻撃機は、空中を旋回しつつ、様子を見ている状態だった。

　司令部との連絡がつくかどうかはわからないが、もし司令部もこの蒼い空間に取り込まれているのだとしたら、大混乱でとても指示が仰げる状況ではなかろう。

　そして――そんな中。

「どわははははははははははははははははは！」

　腹を抱えて大爆笑する男がいた。

　車の屋根の上に立っている魔法使い〝Ａ〟である。

「神様宣言キタ――ッ！　いやもう、典型的だな！　あははははは――痛いてぇ、腹リアルに痛ぇ、傷開くぅ！」

「そこの魔法使い」

　エステルは――腹部の傷を押さえながら、尚も笑っている魔法使い〝Ａ〟を振り仰いで言った。口調はいつもの余裕含みのものではない。ニミエに対していたのと同じものに代わっていた。

「あれがなんだかわかっているのか？」

「おおよそのところは」

　といきなり真顔に戻って彼は言った。

「同類はロシアのポピガイや、チェサピーク湾の底でも見たしな」

「……なに？」

「歴史とかがまだなかった昔、万年とかそーゆー単位の昔、この地球に射ち込まれた、侵略兵器だよ。いや。ひょっとしたら射ち込んだ側は友好の証とか思ってたかもしれないけどさ？」

「…………地球に、射ち込まれた？」

　眉をひそめて呟くエステル。

　射ち込んだとして……誰が射ち込んだのか？

　まさか宇宙人とでも言うつもりか。

「まあそれが何者なのかは知らないけどな。とにかくそういうもんらしい。一個や二個じゃないみたいだぜ。案外、こう――人間が、海洋開発する場合に、海底に向けて射ち込む杭とかと同じで、単なる『基礎工事』なのかもしれないけどな」

「…………」

「まあ……それ自体の存在は、どうでもいいんだ、別に。ただそこにあるだけのものだったならな」

　とんでもない事実をそんな一言で片付けてしまう榮太郎。

　だが――

「けどアレはどうやら、トリニティ実験で起動しちまった」

　世界初の原子爆弾実験。

　そのエネルギーが、流星としてこの惑星にやってきて、地下深くに眠っていたモノを起こしてしまったということであるらしい。

「まあもしアレがきちんと機能していたのなら、核実験なんざなくてもネットワークの発達で起きてきたかもしれないけどな」

「ネットワークに介入していたのは、やはりアレなのか」

「そうだよ」

　エステルの問いに事もなげに魔法使い〝Ａ〟は答えた。

「あれは文字通りに『世界を統一するモノ』さ。対象先の惑星の知的生命体が、一定水準に達して、惑星規模のネットワークを構築し、『統一言語』を手に入れた時に起動して、これを乗っ取る」

「インターネット・プロトコル!?」

　と叫ぶのは獣娘状態でフェンリルの中に納まっているクラリッサである。

「そう。そう言ったろ？」

　と魔法使い〝Ａ〟。

「まあ先にも言ったけど、案外、射ち込んだ方は『自分達と地球人類が意思疎通しやすいように』ってくらいの感覚で、翻訳ツールでも作ってるつもりだったのかもしれないけどな」

「……翻訳ツール……」

「言葉は意識の具現。言葉が統一されていなければ、意思も統一されない。地球という惑星上の人類と接触し、交渉する為には、その前段階として、地球意思が統一されていなければならない。けど万が一に、延々と人類が争い続けてまったくまとまらない場合、誰に交渉を持ちかけてよいのかすらわからないだろ？　だから――さ」

　魔法使い〝Ａ〟は言った。

「強制的に統一かけようって話。案外、射ち込んだ方は射ち込んだ方で、人類なんか認識していなくて、地球って一個の生命体の一部、くらいにしか認識していないのかもな。手足がばらばらに動いて支離滅裂なことを言うような相手と話はできないだろ？　だから」

　強制的に統一をかけることにした。

　そういうことか。

　相手が地球を一個の生命体と看み做なしているとすれば、個々人の生死等、文字通りに大事の前の小事、と気にもかけず、障害となれば積極的に抹殺に出るのも当然だった。

　だが――

「――人たる者よ。我が言葉に耳を傾けよ」

　白い巨人は厳おごそかな口調でそう告げる。

　その存在感は――まさしく圧倒的だった。

　巨人が一体どれだけの大きさなのかはわからない。だが十メートルや二十メートルといった規模ではないのだけは間違いない。それはもう人間個人の感覚で理解できる範囲を超えて、ほとんど『地形』のような規模だったからだ。

　しゃべる山があればこんな風に見えたことだろう。

「我は統一者――世界の統一者」

　その厳かな口調と圧倒的な質量を前に屈したのだろう。

　何人かの兵士が車両を降りて、地面にひざをつく姿を見ることができた。あるいは彼等は神を前にしたと思っているのかもしれない。

　だが――

「俺が言うのもなんだけどなあ」

　と魔法使い〝Ａ〟はぼやくように言うと、声を張り上げた。

「『如何なる者にも誘惑されぬよう気をつけよ。なぜなら、多くの者が私の名を語りて現れ出で、「私はキリストである」と言うからである。そして多くの人々を誘惑するであろう』――」

「――マタイの福音書……！」

　フェンリルの中のクラリッサは唸るように言った。

　まさかキリスト教では悪魔と並んで邪悪の代名詞のように言われる魔法使いが、聖書を引用するとは思ってもみなかったのだろう。

　だが――

「――『ゆえに、もし何者かがあなたに「キリストがここにいる」「キリストがあそこにいる」などと告げたならば、それを絶対に信じてはなりません』――」

　エステルが魔法使い〝Ａ〟の後を継いで言った。

　マタイの福音書に記される『偽キリスト』の預言である。

　世紀末、世情不安に乗っかるようにして、自らキリストを名乗り、人々を誘惑する者が現れるという――そんな未来を見透かしたような一節が、聖書の中にはある。

「……！」

　ひざをついていた兵士達が愕がく然ぜんとこちらを振り返ってくる。

　敬けい虔けんなキリスト教徒ならば、この一節を知らないはずもない。そしてアメリカはキリスト教徒の国である。クラリッサを含め、聖書の内容をよく知る者は多い。

「自分から『我を崇あがめよ』とか言うやつ信じてどうするよ」

　魔法使い〝Ａ〟は歯を剝いて笑う。

「大体、漫画でもアニメでもラノベでもゲームでも、いまどき『我は神』とか言うよーな敵は大体ショボい小物と相場が決まってんだよ。知らねーの？」

　魔法使い〝Ａ〟はひょいと車から飛び降りると、悠然と陸軍のほうに向けて――否、巨大な人影に向けて歩いていく。

「ガルム」

「はいはい。使い魔使いが荒いですねー。病み上がりなのにー」

　地面――いや平面に落ちる彼の影からひょいと、出てくる小柄な人影。

　第二艦隊との戦闘時、映像にも映っていた魔法使い〝Ａ〟の近衛兵――獣人ガルムである。

「退ひけ。お前達は俺の敵ではない」

　魔法使い〝Ａ〟は歩きながら朗々とした声で宣言した。

「…………」

　顔を見合わせる陸軍兵士達。

　そして――

　まるで、ヘブライ人を率いてエジプトを出るモーセの前で、紅海が割れたかの如く。

　地表を埋め尽くす程に大量にひしめいていたアメリカ軍が左右に退いていく。

　そして――

「俺の敵はお前だ、〈ニムロッド〉。世界を統すべる者」

　堂々と地平の彼方にそびえる巨大な半透明の影に向けて彼は言った。
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『ニムロッド』という名前は様々なところに使われている。

　英国の対潜哨戒機や、艦艇にその名が使われることは多いし、自走砲や対戦車ミサイルにその名が付けられたこともある。

　元々の名は聖書の『創世記』にノアの子孫として見ることができるが……その印象を決定付けるのはむしろ聖書解釈文学ミドラーシユである。そこでは、ニムロッドは残虐な偶像崇拝者として描かれ、バベルの塔を建てる計画を立案した人物とされている。

　その名をヘブライ語として意味を探れば『我々は反逆する』の意となり――その神をも恐れぬ凶暴さ故にこそ、破壊力を求められる兵器に好んで付けられたのだろう。

「汝は我の敵ではない」

　巨大な人影は淡々とそう告げる。

　その口調には憤怒も焦燥も嫌悪もない。ごくごく当然の事実をただ無感情に読み上げているだけのものだった。

「ただ障害である。故にたんに除けるのみである」

「まあ理にかなってるわな」

　榮太郎は歩きながら笑う。

　彼を――彼だけを二つの黒い点のような瞳が傲然と見下ろしている。

「汝は邪魔だ。魔法に連なる者よ」

「――つまり」

　エステルが唸るように言う。

「魔法使いそのものを、すべて邪魔者と看做しているんだナ？」

「――魔法使いは異物だ」

〈ニムロッド〉ははっきりとそう言った。

「人類という種の定義を不安定にさせる。例外の方が多い存在は体系化できず整理できず統一できない。故に世界統一と平和の邪魔である。魔法を使う存在が複数いては混こん沌とんの基になる」

「だがお前は今、魔法を使ってるんだナ」

「特例は一つであれば問題はない」

〈ニムロッド〉は平然と言った。

「また我は人間ではない。これを統一し統治し管理する側である。我のみが使用することを前提に考えれば魔法は非常に効率的な道具ツールである。あくまで人間が人間の定義を揺らがせるような能力を行使することが、問題なのである」

「宗教を作り出すのはまず奇跡、てか」

　皮肉げな口調で言う榮太郎。

　宗教――特に原始宗教の多くは、その根幹に『人間を超越せしものへの畏い怖ふ』がある。逆に言えば奇跡を起こす者は神であり、神であるから奇跡を起こせる。それは人間を支配する権利を示すいわば証なのだ。古代の支配者に人間とは思えない英雄譚や伝説が付随して語られることが多いのもこの為であろう。

「御主人様――」

　佐久間榮太郎、と呼びたいのだが何故かついついそう呼んでしまう。

　クラリッサはとりあえずその辺を問い詰めるのは諦めて――別のことを尋たずねた。

「御主人様は、自分と仲間の魔法使いを守るために？」

　今回のこの戦いを仕掛け、『恐怖の大王』としてアメリカに攻め込んできたのか。

　だとしたら――

「いんや？」

　あろうことか。

「違うよ？」

　あっさりと魔法使い〝Ａ〟は首を振った。

「――え？」

「前にも言ったろ」

　榮太郎はクラリッサを振り返っていった。

「究極的な楽園の光景は、荒野だって――ね」

　榮太郎は蒼い平面の上で両手を広げて見せた。

　まるでここがその楽園の実例であるとでも言うかのように。

「例えば、豊かな森は、その実、生存競争のせめぎ合いの上に成り立っている。様々な特性を持った生命が生き残ろうとして凌しのぎを削る、その様が『次』を産み『繁栄』を生み出す混沌となる」

「未来に繋がる為の――混沌」

　エステルが呟くように言う。

「魔法使いらしい考え方なんだナ」

「俺はその混沌、可能性の宝庫を刈り取ろうとする試みを許せなかっただけさ」

〈ニムロッド〉の世界の統一とは――つまり人類を平均化して、個を認めず、ただ家畜のように管理することだ。だからこそ例外性が高く、システムそのものを破は綻たんさせかねない魔法使いの存在を許さない。例外だらけ、裏技のほうが多いようなシステムなど、確かにまともに制御できるはずがない。

　思想の統一。価値観の統一。嗜し好こうの統一。そしてその為の言語の統一。

　人類の画一化。

　しかし――

「全ては一元管理されるべきなのだ」

〈ニムロッド〉はまるで当然の真理を告げるかのように厳おごそかな声で言った。

　議論など無駄の極みだろう。〈ニムロッド〉を説き伏せようとするのは、オウムやインコに道理を説こうとするのと同じである。同じ言葉で喋っていても、まったく、思考が人類のそれとは――生き物のそれとは異なる。そもそも最初から迷い揺らぐような部分がないのだ。

　確かにその意味では〈ニムロッド〉は神に――摂理の具現者に近いかもしれない。

　だが……

「それが可能性の死だってことがわからないんじゃ、古代の超コンピュータも大したことはねーよな」

　榮太郎はにたりと笑う。

「魔法使いはバグだってか。いいだろう。デバッグしてみな？」

　更に彼は恐れ気もなく半透明の巨人に向けて歩いていく。

　そして――

「フェンリル、ヨルムンガルド、ムスペル」

　彼は地平の彼方に立つ人影を指して命じた。

「自称『神様』をぶっちめろ」




　おおおおおおおおおおおおッ！




　三体の怪物が高々と異空間を震わせて咆哮した。
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　青白い半球が荒野に生じている。

　地面に浮かび上がる巨大な『泡』……それはまるで、地球という惑星が、二つに分裂しようとしている光景にも見えた。

　地平線のかなたに展開される、その壮大で異様な風景を眺めながら――

「――なるほど」

　顎あご鬚ひげと切れ長の双眸が特徴の――どこか西欧中世の貴族を思わせる風貌の壮年男性が小さく頷いた。

「アレがそうか」

「はい。どうやら佐久間榮太郎も中にいるようです」

　そう答えたのは銀髪の小柄な少女である。

　赤い瞳に銀髪といえば、いわゆるアルビノを思わせるが――この少女には、何か、そういう色素欠乏とは遙かに異なる異質感がある。人間でないものが人間のふりをしているかのような――あるいは人間でないものを集めて人間の形にまとめただけのような。

「〈エシュロン〉の回線から辿って見つけました。超古代のコンピュータの一種だと考えられます。以前、〈学園〉が回収したいくつかのものと共通項が多いかと」

「現実に稼動しているものは初めて見るがな」

　壮年の男は興味深そうに言う。

「一体何故アレだけが？」

「核実験のエネルギーが、起動スイッチとなった可能性があります」

「やれやれ……」

　壮年の男は溜め息をついた。

「どうなさいますか――教授？」

「我々は表の世界に無用の混乱を引き起こさないようにと、隠者生活を送ってきたわけだが。さすがにもうこれは――見過ごす訳にいくまい。あのように大々的に魔法まで使い始めれば、もう、表も裏もない。まして今までの相手の行動を見ていれば、魔法使い全員を排除するつもりであるのは、眼に見えている」

「では……」

「〈学園〉はかの者を『敵』と看み做なす。十二席委員会を含め、関係者全員に通知」

「了解しました」

　銀髪の少女は頷いた。




　　　　　●




　それはまったくもって戦争そのものであった。

　聖書はもとより各種神話が必ずと言って良い程に描いてきた終末戦争。

　神と魔、光と闇、二極の相容れぬもの達の世界そのものを巻き込んだ激突。




　――ぎいいいいいいいいいいいいいいいッ!!




　遙かな上空から急降下してきたフェンリルが超音波砲を放つ。

　物質の固有振動波に干渉して破壊する音波兵器は、見えない鉄てつ槌ついとなって半透明の巨人に襲い掛かる。だが巨人の表面に波紋が走るだけで――まるで水面の如く――これを破壊することはできない。

　巨人は全身に波紋を刻みながらもフェンリルを捉えようと右手を掲げる。その手が――指がいきなり伸張しフェンリルに向かって矢のような速度で飛んでいく。五本の糸のように伸びた指が空をきり、フェンリルは大きく旋回して上空に逃れた。

　巨人の注意がそちらに向いている間に接近してきたのはヨルムンガルドである。

　地を這はうようにして――ホバークラフトのように、あるいは対地効果翼機エクラノプランのように接近した海竜は、大気中の水分を凝縮してこれを細い水撃刃ウオーター・メスとなして打ち出す。こちらは流体とはいえさすがに実体を持つ一撃――巨人の身体は左脇から右肩までを斜めに切り裂かれ、ずるりとその上半身が下半身に対して、ずれた。

　だがそれだけだ。

　巨人は身体を切断された状態で踏みとどまり、それどころか両腕で自らの身体をつかんでずれを修正。次の瞬間には切り口は存在しなかったかのように消えていた。

「排除する」

　巨人はそう告げると拳を握り締めてヨルムンガルドに向けて振り下ろす。

　地を横滑りしながらかろうじてこれを避けるヨルムンガルドだが――巨人の拳はそのまま地面――平面に突き刺さり、それはそのまま衝撃となって空中を波及。ヨルムンガルドははじかれたかのように姿勢を崩した。

　そこに巨人がつかみかかる。

　これを――背後から羽交い絞めにしたのが、ムスペルである。




　おおおおおおおおおおおおおおおおッ!!




　炎の巨神は吼えながら全身に改めて炎を纏まとう。

　超高熱が半透明の巨人を襲うが、ムスペルと接している部分がまるでガラスのように歪むだけで、巨人の動きに変化はない。フェンリルの時と同様に、エネルギーはそのまま透過させてしまう能力がこの半透明の巨人にはあるらしかった。

「無駄である」

〈ニムロッド〉はそう告げながら全身の関節を逆方向に入れ替えると――背中から羽交い絞めにされたままの状態から、身体の正面と背面を入れ替えると、ムスペルに対して頭突きをかました。




　――どぉん！




　まるで爆発の如き激突音が蒼い世界に響く。

　ただの頭突き。だがそれは巨神と巨人の間で炸裂する力技だ。衝撃が幾重にも二体の巨人を中心として輪を描き、呆然とその様子を見ていたアメリカ陸軍兵士達をなぎ倒した。

　だが……

「無駄である」

〈ニムロッド〉はそう繰り返す。

　そう。この半透明の巨人にはまるで効いていない。

　いやそれどころか――

「学習した」

〈ニムロッド〉は言った。

「再現可能である」

　次の瞬間、〈ニムロッド〉が――吼えた。




　――ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎい！




　フェンリルのものと同じ――超音波砲。

　それがムスペルにゼロ距離で叩き込まれた。




　おおおおおおおおおッ!?




　吼えるムスペル。

　その全身に亀裂が走り、ぼろぼろと砕片が剝はく離りして落ちる。

　両者を一旦、分かとうとヨルムンガルドが体当たり。ムスペルと〈ニムロッド〉は一旦分離するが――

「こちらも学習した」

　その宣言と共に逬ほとばしる――〈ニムロッド〉の腕から飛ぶ水撃刃。

　それはヨルムンガルドの三つ首の一本を切り落とし、更には安定翼すら半ばまでを切り裂いていた。

「再現可能である」

「――まずいですねー」

　と榮太郎の隣で怪獣達と巨人の戦いを見上げながらガルムが言った。

「攻撃すればする程、学習されて再現されちゃいますよー」

「まあそれが奴の最大の強みだからな……」

　と榮太郎が腕を組みながら言う。

　超古代に宇宙から飛来した超コンピュータ。

　人類の如何なる電算機をもしのぐ演算能力は、ありとあらゆる現象を解析して自らの中に取り込もうとする。無論、各種能力に特化した存在と異なり、効率は多少下がるが――その分、自らの演算能力と、膨大なインターネット空間を背景にした情報量を基に、精度や錬度に劣る部分を補って力押しが可能だ。

　それどころか……

「まあこっちもこうくるわな」

　地面から小さな――半透明の人型がいくつも起き上がってくる。

「ここは奴の支配空間――っていうより、巨大な魔法陣の中で、召喚機能起動しっぱなしだからなあ。魔力はインターネット使った魔法陣でアメリカ中の人間から吸い上げ放題、多少効率悪くても関係なし、てか」

　榮太郎は眼を細めてその人型を眺めながら言った。

　いや。それを人型というのはあまりにも飛躍が過ぎるかもしれない。

　それは丸い――直径二メートル余りの球体に、手足がついただけの、奇妙な物体だった。見方によっては滑稽にも、あるいは可愛くも見えるかもしれないが、その球体の表面にはまともな目鼻立ちはなく、ただ『眼』を思わせて深い深い闇をたたえるくぼみが二つ、備わっているだけだった。

　あるいはこれも、かつての榮太郎と〈ブラック・スフィア〉の戦いを見ていて『学習』した結果なのか。ならばこの古代コンピュータは、魔法のみならず、超能力まで習得して再現可能ということになる……

「むちゃくちゃですねー」

「物量作戦で力押しってのはアメリカらしいけどな」

　そんな軽口を叩きながらもガルムは剣を構え、榮太郎は己の懐に手を差し込む。

「くるぞ」

　榮太郎が懐から引き抜いた札を――投げた。

　空中でそれは輝きながら回転――次の瞬間、榮太郎達と人型の間に無数の『壁』が出来上がる。一瞬にして迷路と化したこの蒼い平面を、人型達が殺到してきた。

　だが榮太郎の『壁』のお陰で一気に接近して押し包む、という戦法が取れない。

　壁を回り込み、近づく一体を、ガルムの剣がやすやすと切り捨てた。

　だが――

「……こっちもか。まあそうだろな」

　と榮太郎が呟く。

　ガルムが切り捨てた人型は、しかしわずかに身体を斜めに傾けただけで、次の瞬間には何事もなかったかのように動いて再び襲い掛かってくる。榮太郎の札から発した光線がこれを直撃して焼くが――その半透明の身体の中で、幾重にも折れ曲がって反射を繰り返し、光はやがて減衰。瞬く間に消えた。

　巨人と同じだ。

　光線や衝撃波や――不安定なエネルギーはすべてそのまま吸収して変換してしまう。

　恐らくはこの巨大な空間、いやこれを支えている魔法陣が吸収しているのだろう。独立しているように見えても、あの巨人やこの人型はすべて繋がっているのだ。

　しかも……

「これ、空っぽですねー」

　と次々と人型を切り倒しながら、ガルムが言う。

　何と言うか、まるで手応えがない。

　斬撃の際の抵抗がないという訳ではなく――何か『斬った』という印象にならない。何か泥に剣をふるっているかのような、奇妙な感じなのだ。

「召喚で作った『器』だけで、制御は奴がやってる訳か」

　榮太郎も固定砲台の如く次から次へと光線を放って人型を焼くが、一瞬、その動きを止められるだけで、数を減らすには至らない。

「どういうことですー？」

「知っての通り、召喚術ってのは物理法則の異なる世界から、こっちの世界へ、魔族なり神族なりを引っ張ってくる訳でな」

「ですねー」

「そのままじゃこっちじゃ活動しにくいから、こっちで動き回る為の身体を作ってそこに入るだろ？　だけどこいつらは中に魔族も神族もいない。ただの器を、あの〈ニムロッド〉が制御してるだけだな。文字通り操り人形だよ」

　そして〈ニムロッド〉は常時、召喚術式を起動し続けている。

　つまりこの空っぽの『器』は破壊されても破壊されても、改めて魔法陣の召喚術式によって再構築されるのだ。しかも魂というか『核』がない以上、中身を倒すという訳にもいかない。

「このままじゃジリ貧ですねー」

　とガルム。

　相変わらず口調に熱がないというか、いまひとつ緊迫感のない物言いだが――さすがに斬ってもあまり意味がないと判断したか、彼女はむしろ剣の刃を返して、人型を叩き伏せ、あるいは蹴飛ばす戦い方に切り替えたようだった。

　倒せないのは同じだが、むしろ蹴り飛ばし、あるいは叩き伏せることで、起き上がり、あるいは再び近づいてくるまでに時間が稼げる。

「どうするんですかー？」

「そりゃもう物理的にインターネットを切断するなり、何なりしなきゃならないんだが」

〈ニムロッド〉の召喚術式は――その魔法陣はインターネット回線を流用している。通常の魔法陣と異なり、これを物理的に破壊すれば、魔法陣そのものが崩壊する訳だが……

「どうしたもんかね」

「大見得きっといて、勝算なかったんですかー？」

「てへ」

　と榮太郎は舌を出した。

「てへ、じゃなくてー！」

　悲鳴じみた声を上げるガルム。

「いやまあ、ほら、ああいう場面じゃ、大見得切るのがオタクの――もとい男の本ほん懐かいってもんだろが？」

「駄目だこの人……」

「まあそれと」

　榮太郎は尚も攻撃を仕掛けながら言った。

「俺はお前達、使い魔もろともこの空間に取り込まれちゃったけどな。外の使い魔と繋がったままの人がいるだろ。彼女に期待したいところだけどなあ」

「――え？」

　ガルムが不思議そうに首を傾げる。

　次の瞬間――

「――何とかなったんだナ」

　そんな言葉と共に。

「――!?」

　巨人と、そして人型の動きが乱れた。

　いや。乱れたのはそれだけではない。

　この〈ニムロッド〉の支配する亜空間、いや、魔法陣そのものが乱れ、均一だった蒼い世界に無数の濃淡グラデーシヨンが生じていく。それはやがて波のようにあちらに押し寄せ、こちらに押し寄せ、そして、最終的には一カ所に集まって亀裂となった。

　崩壊は瞬く間。

　わずか数秒で、蒼い世界は消滅していた。

　同じ蒼でも雲の白や、本物の地平線が榮太郎達の周囲に戻ってくる。

「これは？」

　巨人の〈ニムロッド〉が動きを止める。

「ネットワーク回線を物理遮断したんだナ」

　にんまりと笑って告げるのは、エステルである。

「〈ニムロッド〉の大規模魔法陣はインターネット回線を基にしているもの。ならばこれを物理遮断すれば、魔法使いでなくても壊せるんだナ。ローズフェラーの同志に頼んで全米数カ所で一時的にインターネット回線を物理遮断してもらったんだナ」

「…………」

　ぐらりと巨人が身を傾ける。

　恐らく魔法陣が寸断された影響なのだろう。

「だがまだ我が掌しよう握あくしている電子空間はある」

　強がるでもなく、やはり淡々と〈ニムロッド〉は告げてきた。

　ネットワークはフラクタル構造だ。

　規模を縮小すればまた魔法陣を描くことは十分に可能だった。

「だろうな」

　榮太郎が言った。

　完全に〈ニムロッド〉が魔法の力を失ったのなら、そもそもこの巨人も人型も消滅しているはずである。

　だが――

「けどもうお前のその『移し身』は不死身でも無敵でもないぞ？」

　半透明の巨人の背後に……巨大な黒い球体が浮かび上がった。

　いびつで奇怪な――まるで黒い眼球のごとき異形。

　それは……

「……あれは」

　呆然と呟くガルム。

　ＰＳＩ兵器――〈ブラック・スフィア〉。

　半透明の巨人の背後に、白い巨人が出現したのは次の瞬間だった。

　超能力者達によって創造／想像される白い巨人。

　かつてムスペルと殴り合い、フェンリルやヨルムンガルドとも渡り合った超能力の具現体は、その腕を大きく振り上げると、半透明の巨人に向けて突き出した。




　ごぉんッ……！




　衝撃が周囲に撒き散らされ、半透明の巨人が倒れる。

　起き上がろうとしたその半透明の巨人の上に、白い巨人がのしかかり、これを押さえ込んだ。本来ならば、ムスペルとも互角に戦っていたはずの半透明の巨人は、両手両足を激しく振り回し――しかし白い巨人を跳ね除けられない。

「もう、アメリカ全土の――いや世界全体のネットワークを背景にした魔法陣は描けまいよ。攻撃エネルギーを拡散したり、連続召喚を続けたりするだけの力はもうないだろ？」

「とりあえず軍の方にも話を通しておいたんだナ」

　エステルが言った。

「今やお前も『魔法使い』――超能力兵器はちとニガテじゃないかナ？」

「…………肯定する」

　意外にも押さえつけられたまま〈ニムロッド〉の端末たる巨人はうなずいた。

「だがこれは我の端末に過ぎず」

「そうそう。端末に過ぎないよな」

　にやにやと笑いながら榮太郎は言った。

「ところで、本体ってアレか？」

　彼が指差す――先。

　そこに、何の脈絡もなく、いきなり――轟々と音を立てて竜巻が生まれていた。

　一体どのような力がそれを可能にするのか、大量の、何千、いや何万トンという土砂が渦に巻かれて空中に舞い上がり、黒い柱となって上昇していく。

　エステルの両目は、その竜巻の周囲に、いくつかの人影を認めた。

　あれは――

「うちの重鎮さん達もようやく重い腰を上げたか」

　と榮太郎は言う。

「〈学園〉の――魔法使い？」

「そう」

　エステルの言葉に榮太郎は頷いた。

「でもってあれが、〈ニムロッド〉の本体だ」

　竜巻の根元。

　強烈な力場渦動の底で、地底深くから引き出されてくる、黒く、歪いびつな、岩塊。

　いや、それは岩塊ではなく、いくつもの正五角形を組み合わせて構成された、正十二面体の何か――だった。




　――おおおおおおッ！




　吼え声を逬らせながら、ヨルムンガルド、フェンリル、そしてムスペルがこれを囲むように展開。三体の巨大怪物は今にも飛び掛からんばかりの姿勢で〈ニムロッド〉の本体に肉薄する。

「――不可解だ」

　何処からともなく声が響く。

　既に巨人を通してではなく本体が喋っているのだろう。あるいは力場のようなもので空気を直接震わせているのかもしれない。

「何故――我はこのような状況に陥っているのか」

　怒りも悲しみもない。

　強い感情を含まず、単純に――不思議そうに言っているような声だった。

「そりゃ負けたからだろ」

　と榮太郎の物言いは容赦ない。

「我は――何に敗れたのか？」

「人間の力だよ。当たり前だろ？」

　と彼はむしろ呆れた様子で言った。

「我は人間を統一し世界を統一し、真なる平和を」

「いや。だから。大きなお世話だってんだよ」

　榮太郎は言った。

「違うものが混在するからこそ、それらが結束したときは、単に二倍ではなく二乗倍の力が出る」

「…………」

「その為の言語であり、その為の不統一であり、その為の混沌。そんなこともわからないのか、宇宙から来たスパコンの癖に？」

「…………」

〈ニムロッド〉は無言。

　榮太郎の言葉を認めているのか。

　あるいはそもそもまったく理解できないのか。

　いずれにせよ――

「さらばだ『統べるもの』」

　その言葉と共に放たれる、超音波砲、水撃刃、そして灼熱の拳。

　轟音と爆音がアラモゴードの砂漠に響き渡る。

　三体の魔物が繰り出した攻撃は、正十二面体に激突、これに無数の亀裂を生じさせ――

「……………」

　榮太郎が懐から取り出した札を一枚――投げる。

　それは弾丸のごとき速度で飛んで、既に萩焼の如く無数のひび割れに覆われていた正十二面体に突き刺さった。

　ずるりと〈ニムロッド〉本体の輪郭が緩む。

　次の瞬間、爆発的な光を発しながら――〈ニムロッド〉は飛散、大量の破片が雨の如く辺りに降り注いでいた。




　　　　　●




　魔法使いは隠れ棲すむ者だ。

　一般人が利便性の陰で捨ててきた可能性を追求する隠者達。

　だからこそ、一般人の世界では一緒に暮らすことはできない。いや。それ以前に一般人にはその存在を知られてはいけないのだ――本来ならば。

　それが魔法使い達の集団たる〈学園〉の基本方針なのだという。

　だから――

「お別れだな」

　と榮太郎は言った。

　アラモゴードでの戦いから二日後。

　彼やエステル、ガルム、そして少女の姿に戻ったムスペル、ヨルムンガルドと共に、再びワシントンに戻ってきたクラリッサは、アメリカ国防総省を間近に臨のぞむ、ポトマック川の川べりで榮太郎と向かい合っていた。

「さすがにな。無茶やりすぎた」

「…………」

　クラリッサは無言。

「魔法使いの存在は世界に混乱をもたらす。だから隠れていないといけない。そういう決まりだ。今回はたまたま例外だっただけで――だから、これはなかったことにしないといけない」

　世界中の人々が知るところとなった以上、この、大騒動の顚てん末まつを完全に消してしまうことは不可能だろう。だから榮太郎いわく、この大騒動は、『世界的大ヒットを記録したスペクタクル映画』ということにして人々の意識を書き換えることになったという。

『クラリッサも、アカデミー主演女優賞辺り狙えるんじゃねえの？』とは榮太郎の談。

　ともあれ――

「だから、これで、お別れだ」

「…………」

　クラリッサは無言で榮太郎の胸に飛び込む。

　上目遣いにその両目で彼を見上げ――

「――で」

　彼の襟首を両手でつかんで、彼女は問うた。

「コレはどうするんですか」












　殊こと更さらに指差すことはないが、まあ、榮太郎にも『コレ』が何かはわかるだろう。

　クラリッサの頭に生えた獣の耳と、尻に生えた獣の尾。

「どうするんですかって――いわれてもな」

　頰を掻く榮太郎。

　ちなみに緊急処置のような形で強引に融合させてしまった為、改めてクラリッサの中のルリを……黒犬獣を分離するのは難しいという。既に人格レベルでクラリッサとそのルリは溶け合っており、引き剝がすとクラリッサの人格が崩壊する可能性が高い。

「まあ生きてただけでも儲けものってことで」

「…………」

「あ、痛い痛い、肉つかむな、頼む」

　と榮太郎が涙目で告げる。

「責任とってください」

「責任つってもな」

　榮太郎は言った。

「一緒にいると俺の使い魔だぞ？」

「……いいですよ」

　クラリッサは言った。

「肩書きなんてどうでも」

「使い魔は御主人様に絶対服従だぜ？」

「いいですよ」

「俺、どうしようもないオタクだぞ？」

「だからどうしたっていうんですか」

「俺、かなり変態だぜ？」

「別にそれ今更ですよね」

「…………」

　榮太郎は嘆息して。

　そして――

「俺、実は人間じゃないんだけど」

「私も半分そうです。誰かさんのお陰で」

「……あー。まあそうね」

　榮太郎はやぶへび、という表情で言った。

「じゃあちゃんと契約するか」

「はい」

　魔物としての部分が『契約』の儀について知っている。

　相手の体液を――血を取り込むこと。

　それによって完全な形で主従の関係が成立する。

「…………」

　榮太郎は自分の唇を嚙かみ――彼の口の端に赤いしずくが珠たまになって浮かぶ。

「御主人様――榮太郎」

　クラリッサは微笑して言うと。

「よろしく、ね」

　彼の唇を舐なめるようにして、自分の唇を重ねた。










終章







　ニューヨーク――マンハッタン。

　世界最大級の商業都市は、今日も猥わい雑ざつな賑にぎわいを見せていた。

　白人黒人黄色人種。人種も国籍も文化も宗教も多種多様――そんな人々が織り成す混こん沌とん模様が此こ処こにはある。富豪がいて貧民がいて正義があって邪悪がある、そんな……ありとあらゆる可能性を秘めた人類という種そのものを具現したかのような、街だった。

　そんな片かた隅すみで……

「ほら。きりきり運ぶんだナ」

　二人の少女が歩いていた。

　片方は白く奇妙な――東洋風とも西洋風とも判断し難がたい意匠の服を着た小柄な金髪の少女で。

　もう一方は黒髪黒瞳の、多少背は先の少女よりも高いが、どちらかといえば華きや奢しやな雰囲気の少女である。

　どちらもまだ子供だ。ニューヨークの裏路地を歩くには少々無用心といわざるを得ない。何でもあるこの街には、当然、悪徳も――それを信奉するゴロツキもあっちこっちにいて、そういう者達は常に、何も知らずに路地裏に迷い込んでくる善良な市民を待ち構えている。

　だが――

「重いですよー」

　と黒髪の少女が文句を言う。

　この少女は両手で幾つもの箱を抱えて――前が見えないくらいに――先の少女のあとをついて歩いている。

「食料品や衣服なんて、普通にネットで通販すればいいのにー」

「使い魔の癖に文句を言うもんじゃないんだナ」

　ちちちち、と人差し指を振って金髪少女が言う。

「買い物は一期一会なんだナ。ネットもいいけど、店に足を運ぶのも醍だい醐ご味みなんだナ」

「もう。面倒な人に再召喚されちゃったなー」

　ぶつぶつと文句を言う黒髪の少女。

　そんな彼女の背後には――

「…………」

　屈強な体つきの男達が三人ばかり、ぶっ倒れていた。

　一体何があったのか、三人共、白目を剝むいて痙けい攣れんしている。しかも三人共、ズボンを脱いだ状態である。一人は気が早いのか既にパンツまで脱いでいた。彼等がこの二人の少女に対して何をしようとしたかは、それを見るだけでなんとなくわかる。

　そして――男達の上には、『おまわりさんこいつらです』と書かれた紙が一枚、載せられていた。

「榮えい太た郎ろうのところに戻った方がいいと？」

「それも面倒そうなんですよねー」

　心底から気け怠だるそうに少女は言う。

「それに」

「それに？」

「前の御主人様の隣は、もう空いてませんしー」

「…………なるほどナ」

　苦笑を浮かべると金髪の少女はポケットから携帯電話を取り出すと、『９１１』番を押して警察に電話を繋いだ。




　　　　　●




〈学がく園えん〉ことマジシャンズ・アカデミイは今日も色々と大変である。

　人造生命が反乱を起こしたり、間違って作った魔法薬で男女が入れ替わったり、変な趣味の教授が作った獣耳の生えてくるマシンが暴走したり。

　まあ、だが、それも毎度のことである。

　ここは魔法使い達の学まなび舎や。

　常識からの解放と可能性の追求を行う為の場所。

　故ゆえに――

「おのれ、何がステマか!!」

　その〈学園〉の片隅――自らに与えられた研究室で、魔法使い・佐さ久く間ま榮太郎はパソコンディスプレイを前に絶ぜつ叫きようしていた。

「よいものはよいといったら何がいけない!?　何かほめたらいちいちステマステマと騒ぎやがって！　お前らにゃ合わなくても俺には最高だったんだよ!!」

　だんだんとキーボードを叩きながら榮太郎はわめく。

　そこへ――

「こんにちは」

　彼の後輩にあたる魔法使いがひょいと顔を出した。

　魔法使いといっても、おっとりのんびりした、人の善さがそのまま顔立ちに出ているような少年である。特徴といえばその程度で――むしろ奇人変人が当たり前の〈学園〉においては異例な平凡さであった。

　まあそれはさておき。

「あの、先輩、シュタイン教授が『ミミガーＡＧＥエイジ』の件でレポートを早く提出してくれと…………」

「ええい、こうなったら……！」

　後輩の声などまるで聞こえていない様子で、榮太郎はだんだんとキーボードを、まるで親の敵みたいに叩きまくっている。その様子はお世辞にも大人びているとはいえない――というか丸っきり癇かん癪しやく持ちの子供である。

　後輩の魔法使いが溜め息をつく。

　そこへ――

「いらっしゃいませ、拓たく人とさん」

　と獣耳、獣尾を備えたメイド衣装の娘がやってくる。

　彼女はまるで後輩魔法使いが来るのを事前に知っていたかのように、盆に二つ載せてあったティーカップの片方を差し出し、空いている椅子を勧める。

「先輩何やってるんですか？」

「いつものことです」

　奇妙に悟さとった様な表情でメイドは言った。

「何でも新作の眼鏡っ子もの限定エロゲが、大層ツボだったらしいのですが。ネットの評判が悪いとかで……」

「はあ……相変わらずですね」

「本当に」

　溜め息をついてメイドは言った。

「恐らく半日程はあの状態だと思われますので、出直していただいた方がよろしいかと」

「うーん……」

　そんな会話を後輩とメイドが交わしていると。

「…………」

　ぎし、と椅子を鳴らして榮太郎が身体を伸ばす。

「まったくなー……どうしてこう、『唯一絶対の評価』なんてのがあると思い込むんだかなあ。別に人それぞれでいいじゃんよ」

「…………」

「…………」

　恐ろしく今更なことを言い出した達人魔法使いの背後で、その使い魔と後輩が顔を見合わせる。

　そして――

「……そういえばあの時は大変だったな」

　ぽつりと榮太郎は呟つぶやく。

　その口調に何か普段と違うものを感じて、後輩魔法使いは首をかしげた。

「先輩。あの時って……？」

「ん？　あ、ああ、拓人」

　榮太郎は改めて後輩魔法使いを振り返っていった。

「いつの間に？　貴様、しのびの技を――」

「いや、さっきからいますし、ノックもしましたけど」

　と後輩魔法使いは苦笑する。

「それよりもあの時って？」

「はて？　まあ――あの時はあの時さ」

　あいまいに笑ってごまかす榮太郎。

　後輩魔法使いも榮太郎の訳のわからない言動はいつものことだからか、それ以上追及する様子はなかった。

　だが――

「じゃあ、また後で」

　用件を伝えた後、後輩魔法使いは一礼して部屋を出て行く。

　彼を見送ってから――

「エーネ」

「はい」

　メイド姿の使い魔、黒犬獣の化身――エーネウス・ザ・バージェストは主の呼びかけに対して静かに応じた。

「そろそろまた、同じよーな、つまらないことを考えるアホが出てきたよなあ」

「…………」

　エーネウスは榮太郎の手元のディスプレイを覗のぞき込こむ。

　いくつかのウインドウがそこには開かれていたが――

『G●ogle』の文字がそこにはあった。

「混沌こそが可能性の苗なえ床どこだってのに」

「……それが御主人様の持論でしたね」

　懐かしむようにエーネウスは頷うなずく。

「なんでこう、無理やり統一したり、一元管理したりしたがるかね。別の『ニムロッド』が目覚めたりとかしてんのかね」

「それは私にはなんとも」

　とエーネウスは首を振る。

　だが――

「またちっとやってみるか、なあ？」

　使い魔を振り返って榮太郎はにやりと笑う。

「……はあ」

　新しい悪戯いたずらを思いついた子供のような表情を浮かべる主を前に――エーネウスは、長々と溜め息をついた。





（ＥＮＤ）


















　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。

『その男、魔法使い〝Ａ〟』二巻をお届けいたします。




　まあ既に一巻をお読みいただいた方々はご承知でしょうが、本書は同じファミ通文庫で出ている『まじしゃんず・あかでみい』シリーズに連なる世界観、というかスピンアウトものでありまする。

　なので本書だけ読んでいると、ちらちらと「結局誰なんだこれ？」というキャラが出てきますが、その辺は「そーゆーのが後々出てくるんだけどこの時はまだ物語の本筋に関わってなかったんだな」とご理解いただければ幸い。未読の方はこれを機に『まじしゃんず・あかでみい』を手にとっていただければもっと幸い、主に私が（笑）。




　一応はシリアス系の話になっておりますが、所々にパロディ・ネタが入っているのが実はまかでみの系譜の証明でもありますな。




　たとえば、一巻で〈ブラック・スフィア〉の発進シーンでのアナウンス、あれは、ウルト●セブンのホー●一号の発進シークエンスそのまんまだったりとか。

　担当さんも気づいてませんでしたが（笑）。




　ちなみに、これ書いている間、頭の中には延々アニメ版『機き神しん兵へい団だん』のテーマが鳴り響いていたり。

　雷らい神じんが起動する時とかにかかってたやつね。

　こんたーっく！　（挨拶／噓うそ）




　企画当初は全然意識していませんでしたが、考えてみれば、三怪獣ってあの作品の雷神・風ふう神じん・竜りゆう神じんの構図にも近いですね。

　また、「過去」そして「現代世界」を題材に、世界規模の無茶をやるという意味では、やっぱり『機神兵団』に近いのかもしれません。




　そういえばこれを書いている最中に、ルリ、ルド、ペルの三少女のデザインが藤ふじ城しろさんからあがってきたり。

　富士見書房の『ストレイト・ジャケット』で組んでいた時間が長いとはいえ、毎回毎回、私の頭の中ドンピシャな感じのキャラがあがってくるのは、ある意味驚異ですな。




　そういえば私もいろいろな絵師さんと組ませてもらってきましたが――

『頭の中のぞいてんのか？』と思うくらいにこっちのイメージ通りの緻ち密みつなデザインを起こしてくれるのが藤城さんで。

『え？　そうきたの？　でもむしろこれがいい』とこっちのイメージの斜め上で遊び心満載のデザインを起こしてくれるのがＢＬＡＤＥさんでして。

　ある意味、私の中では両極端なお二人なんですが、すれ違いに近い形とはいえ、同じ世界観でお二人の絵を見る事ができたのは、幸せだったかも。




　そういう意味では、巻末のＢＬＡＤＥさんの漫画は色々な意味でニヤニヤが止まりませんな。ガルムのツンデレ（なのか）ぶりも含めて（笑）。




　ともあれ……

　主人公は少年じゃないわ、ヒロインも少女じゃないわ（いや、ガルムや、ルリ達がヒロインという見方もありますが）、現代もののくせに学園ものでもないわと、昨今の流行に敢あえて背を向ける様な構造になっているにもかかわらず、藤城さんとの組み合わせが訴求力となったのか、一巻は重版がかかる程度には売れまして（買ってくださった皆様方に大感謝）担当さんと喜んでいた訳ですが。




　ラブコメ、ハーレム、学園もの、も勿論嫌いじゃないのですが、こういう流行から外れたものも、ちょくちょくまた書いていきたいと思っていますので、またファミ通文庫で、あるいは何処か他のレーベルで、[image: ]のこのタイプの本を見かけたら、よろしくお願いいたしまする。




　二〇一二／三／八
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